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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue









「はっ、はっ……！　くそっ、面めん倒どうくせえな！」

　とある深い森の奥──ひっそりと佇たたずんでいる、しかし巨きよ大だいな屋や敷しきの中。

　一人の少年が、出口を目指して走っていた。周囲から迫せまりくるのは、矢に槌つち、刃物といった、罠わなとしてはありふれたモノ──ばかりではない。

　炎ほのおに雷かみなり、風の刃やいばなどといった、常識で考えれば罠には使えないモノまで、壁かべに仕込まれた紋もん様ようから、少年を仕留めようと襲おそい掛かかってくる。

　それも当然の話で──なぜなら、ここは魔術師の屋敷なのだ。

　罠の中には、殺傷能力こそないが、重力を発生させてこちらの動きを鈍にぶらせる紋様──魔ま法ほう陣じんまで存在している。

　しかし、魔法陣にばかり気を取られていては、普ふ通つうの罠に気づかず、引っかかる。

　これを仕込んだ人間は、よほど性格が悪いらしい──なぜなら、少年が見た限り、この外へと通じる一本道の通路は、仕込まれている罠の数が膨ぼう大だいすぎて罠にかからない道順が存在しない。侵しん入にゆうする際に、相当数ぶち破ったにもかかわらずだ。

　侵入させる気も、生かして返す気もないこの罠の数に、侵入する際は辟へき易えきしていた少年だったが──

「ここの主がアレだと思えば、なんか納得だよ……っと！」

　ぼやきながら、壁の魔法陣から放たれた火球を避さける。

　──罠の数が膨大すぎるとは言っても、侵入者である少年にとっては、それは大した障害にならない。

　常人を遥はるかに超こえる身体能力と経験値が罠の出どころ、どんな軌き道どうを通るかを一いつ瞬しゆんで察知し、体にギリギリ当たらないように避けることができる。

　しかし、それは彼一人であればの話だ──今の彼は、一人ではない。

　少年の腕うでには、意識のない少女が抱かかえられていた。

「っ……！」

　少女一人を抱えて動きが鈍るほど、彼も柔やわな鍛きたえ方はしていないが──問題なのは、罠に当たる面積が増えてしまったことだ。

　この屋敷の中で見つけ、連れ出してしまった少女を庇かばっているせいで、侵入する際には実行できた、罠を紙かみ一ひと重えで躱かわすという技術はほぼ使えなくなった。実際彼の体には、浅いとはいえ少なからぬ数の裂れつ傷しようが見られる。

　もっとも、少年にとっても、こうなるだろうことは想定の範はん囲い内だ。

　それでも、少女を連れ出さねばならないと思ったのだ──この魔術屋敷の主を見てしまった、今となっては。

　年とし端はもいかない少女を、こんなところに置いていけるほど、彼は薄はく情じような人間ではなかった。

「もう、ちょい……っ！」

　矢が掠かすめ、飛び出す雷の閃せん光こうが服の端はしを焦こがし、風の刃が髪かみを数本持っていく。

　それでも彼は壁を蹴けり、天てん井じようを蹴り、時には罠まで蹴って、施し設せつの出口へ向かってひたすら進む。

　しかし、最後の最後で脚あしの動きが鈍った──不覚にも、重力の魔法陣トラツプを踏ふんでしまったのだ。膝ひざのあたりまでを覆おおう黒い半球に引っ張られ、ガクン、と体勢を崩くずす。

　効果は一秒にも満たないほんの一瞬。しかしその一瞬で、罠の軌道が避けきれないほどに重なってしまった。

　少女に傷がつかないように動けば、少年の体を掠める程度では済まないだろう。

　恐おそらく、どれを喰くらっても致ち命めい傷しようだ。

「……っ！」

　だが、下がるわけにはいかない。下がれば背後の罠に熱ねつ烈れつに歓かん迎げいされる。

　しかし少女も傷つけるわけにはいかない。

　ならばどうするか。

「──クソッたれ！」

　覚かく悟ごを決め、少女に罠が当たらないように、自分の体を盾たてにする。

　直後、屋敷の内部に、血ち飛沫しぶきが舞まった。




　それは、世界がまだ普通だった時のこと。

　世界の理ことわりが歪わい曲きよくする、ほんの少し前の出来事──
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　──理。

　それは、世界に満ちる当たり前の事象のことだ。

　神が世界を安定させるために作った、ルールであると言ってもいいかもしれない。

　鳥でもなければ空は飛べず。

　光があれば影かげがある。

　薪まきをくべねば炎は消える。

　そして──生物はいずれ死んでしまう。

　それは、誰だれもが知っていること。

　人はもちろん、動物でさえ、本能的に理解している。

　逆らえない、抗あらがえない、絶対的な法則であると。

　──だが。

　その夜のことを知る者は、口々に言う──「突とつ然ぜん、光の柱が立ち昇のぼった」と。

　その光の柱は、一本しか立ち昇っていないというのに、世界中のあらゆる人々の目に、同じように焼き付いた。どこであろうとも関係なく、その光の柱は全ての人々に、全く同じ印象を与あたえた。

　あの光は、何かおかしいと。

　そして、その夜から世界が狂くるった──世界の理が、狂った。

　その夜のことは、後に。

《逆ぎやく理りの天変地異》と、そう呼ばれることになる──

















Chapter1　逆理の世界









　──《逆理の天変地異》と呼ばれる夜から、二年が過ぎた。

「グレイヴ！　ほら、見てあそこ！　村が見えたよ！」

　時刻は夕方。日は傾かたむき始め、青かった空も徐じよ々じよに橙だいだい色いろに染まり始めたころ。

　草原の中、地面が剝むき出しになっている一本道の上で、少女はぴょこぴょこと可愛かわいらしく跳とびはねた。

　年のころは十二、三歳といったところで、柔やわらかそうな材質のワンピースの上に、腰こしほどまでの丈たけの貫かん頭とう衣いを被かぶっている。脚には丈じよう夫ぶそうなブーツを履はいているので、多少の悪い道でも難なく進むことが出来るだろう。

　跳はねる体に合わせて弾はずむ、やや長めの髪の色は、さらさらとした美しい銀。子供らしく、無む邪じや気きな笑顔と相まって、可か憐れんな妖よう精せいのようでもあった。

「夜になる前に着けてよかったな……で、嬉うれしいのは分かるが少し落ち着け、ミステル。カエルじゃあるまいし、あんまり跳ねてると転ぶぞ」

　なおも跳びはねる少女を見て、呆あきれたように、しかしどこか微笑ほほえましさを滲にじませて言うのは、少女の同行者たる、藍あい色いろの髪の少年だ──十代後半といった見た目に反して、醸かもし出す雰ふん囲い気きがやや大人びているように見えるのは、同行者の少女に落ち着きがないせいかもしれない。しかし、少女を気き遣づかう言葉とは裏腹に、その顔は中々の悪人面づらだった。

　ポケットの多い長ズボンと、丈夫さよりは動きやすさを優先した軽そうな靴くつで脚を覆い、上半身は袖そでなしの肌はだ着ぎの上に、七分袖の黒い上着を羽織っている。丈は長いが、下げている武器の鞘さやの邪じや魔まにならないように、腰のあたりからスリットが入っている。普ふ段だん半分ほど前を締しめている上着は、体の熱を逃にがすためか全開となっていた。

　背負う荷物は、二人分の寝ね袋ぶくろや、旅の中で必要になるものが詰つめられたバックパック。さらに、彼は腰から長刀を一つ、短たん剣けんを一つ下げていた。汗あせを滲ませるのも当然だろう。彼は体力には自信があるが、体力と、体内で生まれる熱とは別物である。

「ほら、グレイヴ！　早く早くーっ！」

「あっ、ったく……！　勝手に走り出すなっつってんだろが、こら、ミステル！」

　待ちきれない、とばかりに走り出した少女を追って、少年もまた走り出す。

　──少年の名はグレイヴ。

　そして、少女の名はミステル。

　兄妹きようだいというわけでもない旅の二人は、久方ぶりの村に向かって速度を速めた──が。

「……んぅ？　わっ、とと？」

　先を進んでいたミステルが、躓つまずいたわけでもないのに、なぜか突然たたらを踏ふんだ。

「おいおい、どうしたミステル？」

　旅の疲つかれでも出たか──と思い、グレイヴが訊たずねるも、ミステルはバランスを取るように両手を水平に広げた。なぜかゆらゆらと、揺ゆれていた。

「……？　どうした？」

「グ、グレイヴ～……ここ、なんか、すごい、揺れてるぅう～……」

　言葉の意味を測りかねて、グレイヴはミステルの傍そばへ近づく──そして、ミステルの言葉の意味を理解した。

　直前まで何も感じなかったはずなのに、地面が僅わずかに揺れているのだ。地じ震しんというほど衝しよう撃げき的な揺れ方ではない。どちらかといえば──

「なるほど……こりゃあれだ、船で波に揺られてるみたいな感じだな」

　平へい衡こう感覚が緩ゆるく狂うような、僅かに体が上下する感覚。無論、ここは陸上で、波に揺られるような場所ではない。

「……ミステル、ちょっと下がってみるか」

「はぁ～い」

　二人が数歩下がると、緩い揺れを全く感じなくなった。

　どうやらある場所を境にして、村のある方の地面が揺れているらしい。

　無論、地面が揺れているというのに、ある場所を境にしてぷっつりと震しん動どうが途と切ぎれる、などということは常識的に考えてありえない。

　と、いうことは。

「多分、この地域の逆理が関係してるんだろ。あとで村で聞き込むぞ」

「り、りょうかいぃ～……」

　未いまだに慣れないのか、ゆらゆらしながらミステルが頷うなずく。

　……船ふな酔よいみたいな症しよう状じようを起こさないといいけど、とグレイヴは心配した。

　それから程なくして、二人は村にたどり着いた。




　──この村で会うことになる一人の少女が、二人の旅に大きな転機をもたらすことになるとは、露つゆほどにも思わず。
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「ね、グレイヴ！　畑がいっぱいあるよ！」

　村に着いたミステルが、元気いっぱいにそう言った──どうやらグレイヴの心配も取り越こし苦労だったようで、揺れにもすっかり慣れてしまったようだ。

「農村なんだな、この村」

　人がまばらに歩いている村の通りを歩きながら、二人は村を見て回る。二人の組み合わせが珍めずらしいのか、グレイヴとミステルは少なからず注目を浴びていた。

　近くの山のふもとからそう離はなれていないこの村は、中央の通りを挟はさんで木造の家屋が建ち並んでいる。時折聞こえるギシギシ、という音は、中々に不安を煽あおってくれる──僅かかとはいえ地面が絶えず揺れているせいで、家屋が軋きしんでいるのだ。

　それらの家屋に挟まれるようにして、耕された畑がいくつもある。木で柵さくを作ってあるあたり、おそらく家ごとに畑の面めん倒どうを見ているのだろう。

　──一つ、気になる点があるとすれば。

　どの家にも、どの畑にも──木製ではあるが、明らかに頑がん丈じようで大きなバリケードが、近くの山に向かって立てられていることだろうか。

「よかったなミステル、ここだとお前の大好きな野菜を一いつ杯ぱい食べられるかもしれないぞ？」

「……うぅ～、グレイヴ、いじわるだよぉ……」

　ニヤニヤと笑いながら言うグレイヴに対し、どちらかといえば果物など甘い食べ物の方が好きなミステルは、頰ほおを膨ふくらませてグレイヴを見上げた。

「さて、どの人に話を訊きいてみるか──んっ、ん？」

「わわわっ」

　その時、グレイヴとミステルは、不意に内臓が持ち上がるような感覚に襲おそわれた。それも短い間かん隔かくで、三回。グレイヴは一際大きく傾いて倒たおれかけたミステルの腕うでを取って支えるが、そうしている間に、周りを歩いていた村人たちが、青ざめた顔でざわめき出す。

「──全員隠かくれろ！　くしゃみが来るぞぉっ！」

「は？　何？　くしゃみ？」

　言葉の意味が分からないので、周りを見る。村人たちは駆かけ足あしで家に転がり込むか、家が近くに無いらしい者たちは、近くの畑に作られたバリケードの内側に駆け込んでいた。

　しかし、突然の状じよう況きようについていけないグレイヴたちを見た村人の一人が、バリケードの内側でぎょっとして、焦あせったように叫さけぶ。

「……！　君らも、急いでこっちへ来るんだ！　怪け我がするぞ！」

「いや、だから一体何が──」

　何気なくバリケードの方──山がある方向を見て、グレイヴは思わず固まってしまった。対照的に、ミステルはなんだか目をキラキラさせて言う。

「ねえ、グレイヴ！　あのお山、ふくらんでない？　なんでだろ？」

「……よかった、俺の目がトチ狂くるったわけじゃなかったんだな」

　村からほど近くにある山が、明らかに膨らんで、丸みを帯びていた。そうそれはまるで、何かの力を溜ため込んでいるような──？

　おいおいまさか、とグレイヴが頰を引きつらせた、直後。

　ぶくっ、とさらに山が膨らんで。

　ボォン！　という爆ばく発はつ的な音と共に、山が大きく伸しん縮しゆくした──ある種喜劇的にも思える絵面ではあったが、その衝撃は洒落しやれにならない。当然震動は村にまで届き、土地ごと跳ね上がったんじゃないかというほどの大きな揺れが発生した。

「きゃあっ!?」

「……っ！」

　衝撃のあまりの大きさに多少地面から浮ういたものの、グレイヴにとってそれは大した問題じゃない。

　問題なのは、その衝撃でミステルが転んでしまったことと──先ほど山が伸縮した際、その頂点から、火か山ざん弾だんのように石や岩、木片が飛んできていることだ。

「まるで噴ふん火か──いや、なるほど、くしゃみね……！」

　さながら口から飛び散る飛ひ沫まつのように、石や岩が飛んでくる。

　わけは分からないが──なるほど、これがこの地域の逆理なのだろう。

　ならば、わけが分からなくて当然だ。

「そこの君ら、急げ！　早くこっちへ！」

「……いや……！」

　村人は懸けん命めいにグレイヴたちに声を掛かけてくるが、グレイヴは一つ厄やつ介かいな物を見てしまった。あのバリケードごと押しつぶしかねないほどの、巨きよ大だいな岩だ。

　そこからの彼の行動は迅じん速そくだった。まずバリケードの内側まで、ミステルを抱かかえて駆け込む。ミステルと荷物を降ろして、グレイヴはバリケードの内側に手を掛けて、上へと器用に上っていく。

「お、おい、君!?」

　村人が予期せぬ行動に出たグレイヴを止めようとするが、既すでにグレイヴはバリケードの上に立ち上がっていた。そしてぐっ、と脚あしに力を溜め、飛来する巨大な岩──グレイヴの倍はあろうかという岩へ向かって、跳ちよう躍やくした。

「い、一体何を──っ!?」

　バリケードの内側から顔だけを出した村人が息を吞のむ。巨大な岩の存在に、今気づいたからだ。

　しかし、彼がこの状況に絶望するよりも早く、グレイヴは片かた刃ばの長刀を抜ぬき放った。

「──ふっ！」

　右みぎ腰こしに下げた鞘から、逆手で抜いた長刀を、まず横に一いつ閃せん。さらに手の中で順手に持ち替かえ、縦に一閃──村人が何かを思うよりも早く、岩は綺き麗れいに四分割されていた。

　それらはグレイヴの体の横を通り過ぎて、バリケードに音を立てて衝しよう突とつする。体積が減った分、バリケードもなんとか持ち堪こたえたようだ。

「ふぃーっ、しょっと」

　空中で長刀を鞘に仕し舞まい、体を回転させて着地する。立ち上がって周りを確認してみるが、今グレイヴが斬きった岩以外には、バリケードを破は壊かいするほどの大きさの岩は飛来していないらしかった。
















　物の飛来もほぼ収まっていて、とりあえずは一件落着といったところだろう。

「グレイヴ、さっすが～！」

「まあ、このぐらいはわけないな」

　バリケードの内側からひょこっと出てきたミステルと、ハイタッチを交かわした。

「……はぁ、驚おどろいた……すごいな、君。一応訊いておくけど、怪我とかはしてないな？」

　ミステルと共にバリケードの内側にいた、三十代ぐらいの村人──畑仕事用の作業着に身を包んだ、浅黒い肌はだの男性が、青白い顔で冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら話しかけてくる。

「もちろん。ちょっと腕には覚えがあるもんでね──そっちも、怪我はないみたいで何よりだ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　怪我してても、わたしが術で治してあげるから！」

「術って──いわゆる魔ま術じゆつってやつかい？」

「いや、そっちじゃない方だな」

「ははぁ……小さいのにすごいんだな。私は、どっちにしろ仕組みがよく分かってないんだが」

「それよりも、ね、ね、おじさん！　さっきのなんなの？　山が、すんごい、ぷくぅ～ってふくれてたよ？」

　楽しそうにはしゃぐミステルを見て、微笑ほほえましい表情を浮かべた村人は、答えた。

「察しはついていると思うがね、これが、この地の逆理なんだ」

　一いつ拍ぱく置いて、今しがた様々な物を吐はき出していた山を指さし、彼は続ける。

「──あの山、呼吸をしているらしいんだよ」
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　二年前、光の柱が立ち昇のぼった夜──《逆理の天変地異》以降、世界各地で様々な現象が起こった。

　より正確に言えば、理り屈くつでは説明のつかない、意味の分からない現象が起こったのだ。

　灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくが、気温はそのままに凍結したり。

　追従するはずの影かげが、好き勝手に動き回る国があったり。

　空気や炎ほのおなど、実体が無いものを摑めるようになった者もいる。

　土地だけではなく、人にも発生するそれらのわけの分からない事象を──それまでの当然とされる法則、理に反逆するような事象を、総そう称しようして『逆理』と、そう呼ぶ。

　この農村・ブルフルスでは『呼吸をする山』が、まさにその逆理なのだそうだ。

「この村、少し揺ゆれているだろう？　絶え間なく緩ゆるく揺れているのは、あの山──クラード山が呼吸をしている影えい響きようだって思ってるんだ。我々が呼吸をすると、胸が上下するような感じでね」

　ベジーと名乗った顔色の悪い農家の村人は、グレイヴたちにそう説明する。

「ただ、まあ……呼吸をするだけなら、時たま訪おとずれる旅人が、微び弱じやくな震しん動どうで船ふな酔よいみたいな症しよう状じようを起こすぐらいだから構わないんだが……私たちがそうであるように、どうもあの山、せきやくしゃみもするらしくてね」

　意味が分からん、とぼやきながら彼は頭を搔かいた。

「……つまりその度に、唾つば飛ばすみたいに岩や砂が飛んでくるってわけだ」

「ああ、そういうことだ……せきの時は大したものは飛んでこないし、くしゃみの時は直前に三回ほど、短い間隔で揺れるから、なんとか察知して物もの陰かげに隠れることが出来るんだが……今回ほど大きなのが飛んでくるのは珍しいな。危なかったよ」

　折角作った野菜にも少なからず影響が出るから勘かん弁べんしてほしいよ、と苦笑する──そんなベジーの言葉を聞き、ミステルはぼんやりと呼吸をする山がある方向を眺ながめる。

「……？　どうした、ミステル？」

「あ、ううん、なんでもないよ～。ただ、なんとかならないかな～、って思って」

　そう思うことが出来るミステルの優やさしさに、グレイヴは頰を僅かに緩め──頭を撫なでながら、首を横に振ふった。

「……残念ながら、逆理だからな」

　逆理によって起こる現象は、対処は出来ても根本的な解決方法はないとされている。

　ミステルの優しい願いだ、出来れば叶かなえてやりたいところではあるのだが、いかんせん、こればかりはどうにもならない。

「ところで……ベジーさん、顔色がずいぶん悪いみたいだけど、大丈夫なのか？」

「ああ……いや、恥はずかしながら、これは震動酔いだよ。二年経たつのに、慣れないもんでね……まあ、吐くことが少なくなっただけ、マシにはなったんだろうが」

「大変だな……」

「おじさん、そんなにつらいのに、引っ越こしたりとかしないの～？」

　ミステルの素そ朴ぼくな疑問に、ベジーは頷うなずく。

「確かに、この二年で村の人口は少し減ってしまったな……私のように震動酔いする奴らとか、岩とかが飛来することに対して恐おそれをなした奴らは、大体去っていったさ。中には、揺れることに対して過か敏びんになりすぎて、精神を病やんだ奴もいたな……だが、私には家族がいる。いまさら他所よその土地に行って稼かせげるとも思わないからね」

　ベジーのそんな言葉を聞き、ミステルがぽんぽん、と腰こしのあたりを叩たたく。

「おじさん、がんばって！」

「……ははは、ありがとう、お嬢じようちゃん。なんだか、お嬢ちゃんを見てると少し元気が湧わいてくるな。心なしか、気分もよくなってきたよ」

　お返しとばかりにベジーがミステルの頭を撫でた。

「時に、この村、宿ってあるか？」

「ああ……宿なら、ここから四軒けん向こうにあるよ。折角来たんだ、この村の野菜料理を堪たん能のうしてってくれ」

「あぅ……わたし、お野菜ちょっと苦手……」

　しゅん、としたミステルに何か言おうと、グレイヴが口を開いたその時。

「えーっ、ねーちゃん、野菜きらいなのかよ？　こどもだな！」

　そう言いながら三人に近づき、ミステルを子供扱あつかいしたのは──十歳にも満たない少年だった。村の子供なのか、所々土に汚よごれたシャツと半ズボンを身に着けていた。

「ザド。怪我はなさそうだな」

「あったぼうよ！　ちゃんとかくれたもんね！　父ちゃんこそケガ、してないか？　ゲロしてない？　しててもちゃんとバケツに吐いた？」

　ザドと呼ばれた少年は、胸を張って笑う。

「ああ、それで来てくれたのか？　心配かけてすまんな──まあ、それはそれとして、だ」

「いだっ!?」

　ごつんっ、と鈍にぶい音がする。ベジーがザドの頭に拳げん骨こつを落としたのだ。

「な、何すんだよ、父ちゃん!?」

「初対面の相手に失礼なことを言うもんじゃない──申し訳ない、これはウチの愚ぐ息そくなもんで。お嬢ちゃんも、すまなかったな」

「しつれーって、父ちゃんいつもいってるじゃん！　のーかに野菜がきらいっていうほどしつれーなこともないって！」

「ちょっ、こら、しーっ！　ザド、しーっ！」

「あぅ……ベジーさん、ごめんなさい……」

　息子を慌あわてて黙だまらせようとする父親だったが、時既に遅おそし。そうとは知らなかったとはいえ『しつれー』なことを言ってしまったと気づいたミステルが、ぺこりと頭を下げていた。そんなミステルに、バツが悪そうに手を振るベジー。

「い、いや、いいんだよ。子供には野菜が苦手な子も多いからね」

「そうだよ！　おれは野菜ちゃんと食べれるもんね！　だから、おれはねーちゃんよりおとなってことだな！」

「子供じゃないもん！　少なくとも、きみよりは！」

　明らかに自分より年下扱いされたのが嫌いやだったのか、ミステルがぷんすかしながら、胸を張るザドに言い返す。

　そんな子供二人の可愛かわいらしい激げき突とつを眺めるグレイヴとベジーは、互たがいに目を合わせてから、苦笑しつつ肩かたを竦すくめた。

　しかし──

「そんなにおれよりおとなだっていうんなら、クルコの実でもとってこいよ！　そしたらみとめてやるよ！」

　ザドのそんな言葉に、ベジーの苦笑の表情が凍こおり付いた。

「クルコの実？　何、それ？」

「知らないのかよ？　すっげーうまいくだものなんだぜ！」

「果物!?」

　甘い果物に目がないミステルが食いつく。ザドはクラード山を指さして、

「そうだよ！　あのやまにあるから、とってこれるもんならとって──」

「ザド！」

　父親から強く名前を呼ばれ、ザドはびくっ、と肩を跳はねさせて言葉を止める。

「……びっくりさせてしまって申し訳ない。今の息子の言葉は忘れてもらえれば」

「ん？　なんか、まずいことでも？　もしかして触ふれるとヤバい系の話が絡からんでる？」

「あぁ、いや、そういうことじゃない……単純に、クラード山は、今は危険なんだ。いつ岩が飛んでくるかも分からない上に、どうもあの山に棲すむ獣けもの連中が殺気立ってるみたいでな。君ほどの剣けんの腕うでがあれば、まあ大丈夫かもしれないが……万が一ということもある。用事もない限りは、行かない方がいいだろう」

「なるほどね──ありがとう、ベジーさん」

「いや、こちらこそ、君のおかげで助かったんだ──ありがとう。ほら、行くぞ、ザド」

「……分かったよ」

　やや不満そうな顔のザドが、歩き出したベジーを追う。

　そんな二人を見送った後、ミステルがぽつりと呟つぶやいた。

「……ザドくん、クルコの実、食べたかったのかな？」

「さあ……そこまではなんとも言えないな。さ、俺たちも宿に行こうぜ」

「……うんっ」

　降ろした荷物を背負い直して、ベジーの教えてくれた宿へと二人は向かった。

　夕日はほぼ落ちて、空は夜の様相を呈ていしていた。
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「はい、じゃあ部屋はここを使ってくださいね」

　宿で宿しゆく泊はくの手続きを済ませたグレイヴとミステルは、セーターとロングスカート、エプロンを身に着けた、二十歳はたちぐらいの金きん髪ぱつの女性（おそらく看板娘むすめだろう、結構な美人だ）に部屋を案内された。二階建てで奥行きがある建物には、宿を経営している家族が住むスペース、宿泊客が食事をする食堂以外に六つの部屋があった。一階に二部屋、二階に四部屋。グレイヴたちが案内されたのは、二階の手前から二つ目の部屋だ。

　中には大人一人が寝ねられるぐらいの大きさのベッドが二つ、あとは小さな四角い机と椅い子すが、部屋の片かた隅すみに設置されている。一応引き戸のクローゼットはあるが、部屋のほとんどをベッドが占しめていた。

　ただ、ベッドをはじめとする家具全ぜん般ぱんが、釘くぎと板で執しつ拗ようなまでに固定されている。クラード山の──『呼吸をする山』の震動で、位置がずれないようにするためだろう。

「……っ、……っ」

　久しぶりの柔やわらかそうなベッドを見て、ミステルがうずうずしていた。

「うち、部屋はあんまり広くないんですけど、その分ご飯がおいしいので、期待しててくださいね！　お客さん方は一いつ泊ぱくですので、今日のお夕飯と明日あしたの朝ご飯がついてます。トイレは一階に共用のものがありますし、お風ふ呂ろはないんですけど、流し場と、体を流す用のお湯は言っていただければ用意しますから、いつでも言ってください」

「どうも。ちなみに、お姉ねえさんが背中流してくれたりするのか？」

「うぇふっ!?　い、いえ、さすがにそこまでは……？　じょ、冗じよう談だんですよね？」

　突然の質問に顔を真っ赤にした彼女に、グレイヴはくっく、と笑って返す。

「さすがに冗談だよ。悪かったね、お姉さん。それはそれとして、夕飯って一階の食堂に行けば出してもらえるのか？」

「は、はい、いつでもいらしてください！　この村の野菜をたっぷり使ったお食事を用意してますから」

「じゃあ、このあとすぐ行かせてもらおう。それから飯のあとに湯ゆ浴あみもしたいから、お湯も準備しておいてもらえるか？」

「分かりました！　では、失礼しますね──んあっ!?」

　くるり、とスカートの裾すそを翻ひるがえして足を踏ふみ出し、彼女は突然つんのめる。スカートの裾でも踏みつけたのかもしれない。

「わたっ、と、と……きゃんっ！」

　そしてそのまま体勢を立て直せずに、部屋の扉とびらに、ごんっ、と頭から突つっ込んだ。

「…………」

「…………」

　グレイヴと看板娘の間に気まずい沈ちん黙もくが下りる──どうやらこの看板娘、案外ドジらしい、とグレイヴは悟さとった。

「あー……ずいぶんいい音がしたみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、あはは、だ、大丈夫ですよ、ありがとうございます。失礼しました～……」

　額と耳を真っ赤にし、恥ずかしさを堪こらえるように涙なみだ目めで笑顔を作って、彼女は部屋を後にした。

「……なんだありゃ、天使か何かか……？」

　あとで是ぜ非ひとも名前を訊きいておこう──と、グレイヴが思っている一方。

「と、お～うっ！」

　他人の目がなくなったミステルはといえば、溜たまりに溜まった衝しよう動どうを解消するべく、ベッドに身を投げ出していた。まふんっ、という音とともにマットがミステルの体を受け止め、ベッドの脚あしがぎしっ、と小さく悲鳴を上げる。

「んふ～ふふふぅ……やわらかだよぉ……」

　うつ伏ぶせになって尻しりを突き上げ、枕まくらに頰ほおを擦すり寄せているという、ちょっと人には見せられないポーズのミステルが、恍こう惚こつの表情を浮うかべて呟いた。グレイヴとは家族同然だからとはいえ、ちょっと気を抜ぬきすぎじゃないだろうか。

　しかし、そんな気の抜けた姿を微笑ほほえましく感じるあたり、自分も大たい概がい親馬ば鹿かだな、と思わざるを得なかった──年の差を考えれば、兄馬鹿の方が近いかもしれないが。

「……やれやれ、こっちも負けず劣おとらずの天使だよ、まったく」

　気の抜けた様子のミステルに近寄り、頭をわしわしと撫なで回す。完全に子供扱いだが、ミステルは猫ねこのように目を細めながら、何も言わない──反論する気も起こらないからではない。彼女の中では、さっき出会ったザドと違ちがって、グレイヴは『自分を子供扱いしてもいい』相手だと思っているからだ。

「うにゃ～、このまま寝ちゃいそう……」

「あっ、こら、まだ寝るんじゃないぞ。今から夕飯と湯浴みしなきゃなんねえんだから」

「ぅあ～い……ん～しょっ、と」

　重たい動作でベッドから体を持ち上げたミステルが、でもぉ、と呟く。

「お野菜使ったごはんって、あんまりおいしそうじゃないよね」

「こら、作ってもらえるメシに文句をつけるんじゃない」

「苦手なものは苦手なの～」

　そんなことを言いながら、ミステルは重たい足取りでグレイヴの後をついていった。
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　ミステルは、野菜が苦手である。

　トマトのでろんとした食感が苦手。キャベツは火を通せばまだいけるが、生のままだと青あお臭くさい。ピーマンに至っては火を通しても苦い。玉ねぎだって、生じゃ辛からくて食べられたものじゃない上に、切ったら目が痛くなるのだ。ねばねばする野菜も、糸の切りどころを見つけられなくて物もの凄すごく苦労する。他の野菜も、独特な風味を持つものが多い。

　だから、野菜をたくさん使ったご飯と聞いて、やや気が滅め入いっていたのは事実なのだが──

「──おいしい！」

　ブルフルスの宿屋、一階食堂にて。

　サラダを食べて、ミステルが発した第一声がこれである──彼女自身期待していなかっただけに、その衝しよう撃げきは格別だった。

　野菜の味が、今まで食べたものとは全く違う──レタスは淡たん泊ぱくながらも青臭さは全くなくシャキシャキ。カットされたトマトは実がしっかりしていて、火を通してもいないのにとても甘い。

　ドレッシングもクセが少なく、しかし絶ぜつ妙みような酸味で野菜の味を引き立てる。

　普ふ段だんならちょっと時間がかかるサラダが、あっという間になくなってしまった。

「珍めずらしいな、ミステルが野菜食ってテンション上がるってさ」

　机を挟はさんで向かいに座っているグレイヴが、シャキシャキとサラダを嚙かみながら言ってくる。

「だって、おいしいんだもん！」

　テーブルの上に並べられた野菜のスープ、パン、フライのどれを食べようかと悩なやみながら、ミステルはそう返す──食堂の端はしに立つ看板娘の耳にも声が届いたようで、彼女は顔を綻ほころばせていた。

「なるほど、そりゃ確かにいいことだ」

　パンを千切ってスープに浸ひたしたグレイヴが、それを口に運ぶ。

「あーっ、グレイヴずるい！　それわたしもやる！」

　自分の分のパンを一口サイズに千切って、角切りにされた野菜がこんもり入っている飴あめ色いろのスープ──看板娘曰いわく、オニオンスープがベースだそうだ──に浸す。スポンジのようにスープを吸い込んだパンから、スープが垂れないように気をつけて、口の中に運ぶ。

「ん[image: ～][image: ～]っ！」

　パンを嚙むと、じゅわぁっ、とスープが口の中に広がる。ほんのちょっぴり熱かったが、そんなことが気にならなくなるぐらいおいしかった。砂糖やハチミツ、果物ともまた違った玉ねぎの優やさしい甘さに、自然と顔が緩ゆるむ緩む。

「ぷはっ。おいしぃ～」

　今度は、スープを野菜と共にスプーンで掬すくって口へ運ぶ。玉ねぎの甘みと、煮に込まれた野菜の様々な風味が折り重なって、先ほどとはまた違ったおいしさを感じる。角切りにされた野菜も、スープを吸って柔らかくなっていた。

「じゃあ次は、これかな！」

　スプーンをフォークに持ち替かえ、茶色い衣のフライに手を伸のばす。

　サクッ、という軽い音と湯気が立つ。真ん中で切られたスティック状のフライの断面は、外側から茶色、緑、赤、白となっていて、それだけでもう食しよく欲よくをそそる。緑は葉野菜、赤は肉、白いのは野菜であるらしい。

　少し息を吹ふいて冷ましてから、ぱくり。

　衣の軽い食感に次いで、まず緑色の、葉野菜の独特な、しかし清せい涼りような風味が鼻を抜ける。そして肉の塩気がガツンと来て、最後に中心の野菜の、比ひ較かく的淡泊な汁しる気けが口の中に溢あふれ、全体の突とつ出しゆつした部分は抑おさえつつ、うまい具合にまとめ上げる。揚あげ物ものなのに食べやすく、思いのほかさっぱりとした後味だった。

「おいしい～っ、もう一個……あっ！」

　再びフォークを伸ばそうとしたところで、ミステルは見た──グレイヴが、ミステルの皿からフライを一個持っていったのを。たまらずミステルは叫さけんだ。

「グレイヴ！　それわたしのだよ！」

「ん？　いや、野菜は苦手とか言ってたから、手伝ってやろうかと思ってな」

　ニヤニヤしながら、グレイヴは悪びれもせずにそんなことを言う。

「い、言ってたけど！　ここのはおいしいから食べられるの！　返してよ～！」

「じゃあ野菜大好きって言えるか？」

「大好きっ！　超ちよう好きっ！　だから返して！」

「はいはい、悪かったよ……そんなにうまかったなら、俺の分も少し食べるか？」

「……いいの？」

「ほらよ」

　グレイヴは、自分の皿からフライを二本、ミステルの皿に移してくれた。

「わぁ……っ！　グレイヴ、ありがとう！」

「どーいたしまして。お、次も来たみたいだぞ」

　ふわり、と漂ただよういい匂においにミステルも気づく。そう、これは──

「──チーズ？」

「はい、正解ですよ」

　看板娘が持ってきた二つの皿──そこには、グレイヴの拳こぶしぐらいありそうなトマトが載っていた。

「今晩のメイン、トマトグラタンです」

「わぁっ……！」

　ミステルが感動したような声を漏もらす──逆さになっているトマトにはホワイトソースとチーズが載せられていて、それを丸ごと焼いたものであるらしい。

　ホワイトソースの下に切れ込みでも入れてあるのか、トマトの果か汁じゆうがじぶじぶと、ソースの下から溢れている。

「ねっ、ねっ、グレイヴ！　これぜったいおいしいやつだよっ！」

「焼いてるから甘みも増してるだろうしな……ミステル、火傷やけどには気をつけろよ？」

「うんっ！」

　二人はナイフとフォークを使ってトマトを切り、溢れ出る汁とソース、チーズをからめ取りながら、息を吹いて口へ運ぶ。

　その先の二人の反応は、もはや描びよう写しやするまでもない。

「うまっ！」

「おいし～いっ！」

　二人の絶賛の声が、食堂に響ひびいた。
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「はふぅ……おいしかったよぉ……お腹なかいっぱい……」

「確かに、ほとんどが野菜とは思えない満足感だったな」

　宿の野菜料理に舌した鼓つづみを打ちまくった二人は、食後のお茶を飲みながら余よ韻いんに浸っていた。

　テーブルの上の皿を纏まとめながら、看板娘（ルノ、という名前らしい。よく見たらエプロンの端に名前が縫ぬい付けられていた）が嬉うれしそうに言う。

「ご満足いただけたようで何よりです！　でも、本当ならデザートも、もっとおいしいのが出てるんですよ？」

「へえ、さっきのも相当うまかったけど？」

　赤い果肉のオレンジを使ったゼリーは、さっぱりとしていて、ホワイトソースやチーズで重くなった口をさっぱりさせるのには十分だったと、グレイヴは思っているが。

「最近は採れてないんですけど、この村の名産品のクルコの実っていうのがあるんですよ。前まではそっちをデザートに出していたんですけど、《逆理の天変地異》が起こってからは、山へ採りに行く人が怪け我がをすることが多くなってしまったので……」

「クルコの実か……そういや、ザドもそんなこと言ってたな」

「ザドって……ベジーさんとこのザドくんですか？」

「ああ。知ってるのか？」

「ここはあまり大きな村ではないですからね。皆みんな、お互たがいによく知っていますよ──そういえば、あの子もクルコの実が大好物でしたっけ」

「やっぱりそうだったんだ……」

　ぽつり、とミステルが呟つぶやくと同時、

「ふぅ、疲つかれた……あ、ご飯の用意をお願いしてもいいかしら」

　食堂へ入ってきた赤い髪かみの少女が、ルノにそう声を掛かける。

「分かりました！　では、そちらのテーブルに──あぁっ!?」

　六枚の皿を持って歩いていたルノが、赤い髪の少女へ笑顔を向けた瞬しゆん間かん、かくっ、とバランスを崩くずす──どうやらよそ見をした拍ひよう子しに、またスカートの裾すそでも踏ふみつけたようだ。

　しかも、今の彼女は大荷物を抱かかえているわけで──

　結果、がっしゃーん！　と派手な音が食堂に響いた。

「あぅっ……し、失礼しましたぁ……」

「……お姉ねえさん、明日あしたから少しスカート短くした方がいいんじゃないのか？　いや下心とか全くなしに」

　立ち上がったグレイヴは、砕くだけた皿の破片を集めながら、ルノに言う。

「あーあー、何やってるのよ……」

　直前に声を掛けた赤い髪の少女も、呆あきれたようなため息をつきつつも、砕けた皿を集めていた──表情はややキツそうだが、案外優しいのかもしれない。

「あっ、だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、お客さん！　こんなことは日常茶さ飯はん事じ──いたっ！」

　悲鳴にも似た声を耳にして、グレイヴはルノの手を見る。

　掌てのひらの真ん中から、少なからぬ量の血が溢れていた。

　恐おそらく、転んだ拍子に手をついて、そこにあった破片で切ってしまったのだろう。

「……その傷も、日常茶飯事か？」

「あ、えぇと、これは……」

　バツの悪そうな表情を浮うかべるルノの傷ついた手を、赤い髪の少女が取る。

「ちょっと診みせなさい」

「だ、大丈夫ですよ、このぐらい」

　慌あわてて手を引っ込めようとしたルノだったが、

「いいからちょっと黙だまってて」

　そんな言葉と共に客の少女に睨にらまれ、萎い縮しゆくして大人しくなる。

「……ちょっと傷が深いわね。魔ま術じゆつでも使えたらすぐ治せるのに……」

　なぜか──少しばかり悔くやしそうな顔をして、少女が舌打ちした。

「とりあえず、手は胸よりも高い位置に上げておいて。今止血を──」

「わっ、痛そう！　大丈夫？」

　看板娘の手の血を見て驚おどろくミステルを見て、赤い髪の少女が露ろ骨こつに顔を顰しかめる。

「ちょっと、見せ物じゃないのよ」

「分かってる！　すぐ治してあげるから！」

「……えっ？」

　少女の疑問の声にも取り合わず、ミステルは両手で、ルノの傷ついた手を取る──そして祈いのるように目を閉じた直後、柔やわらかな光が、ミステルの手の中に生まれた。

「……っ!?」

　赤い髪の少女と、ルノは目を丸くする──光に包まれた看板娘の手の傷が、みるみる内に塞ふさがっていく。

　──二年前の《逆理の天変地異》が起こる以前は、『術』といえば『魔術』のことを指していた。

　天使や悪魔、神といった、この世界の生物たちよりも上の次元の存在、それらをひっくるめて神性存在と呼ぶ。

　その神性存在を、魔ま法ほう陣じんを描えがき、人が持つ魔力を流すことで呼び出し、代価と引ひき換かえに願いを叶かなえてもらうというのが、『魔術』のシステムだ。

　しかし、《逆理の天変地異》が起きてからは、新たな『術』が世に現れた。

　魔術じゃない方の術。

『反はん霊れい術じゆつ』である。

　魔術と違ちがい、魔法陣を描かずとも、起こしたい事象を思い描き、魔力を消費するだけで使用することが出来る。その効果は、魔術と同等か、それ以上だ。

　向き・不向きはあるものの、魔力さえあれば使える、という点において、魔術よりも汎はん用よう性が高いとも言える。

　かつての魔術師の国において、魔術を使えなかった奴ど隷れいたちが、反逆の際にこの術を使ったことから、『反隷術』と名付けられたらしい、とグレイヴは聞いている。

　それが転じて、『反霊術』と呼ばれるようになったのだ。

　看板娘むすめの手を包む光が消えた時には、彼女の手はすっかり元通りに治っていた──傷きず跡あとの欠片かけらも見当たらない。

「ふぅ……どうかな？　もう痛くない～？」

「え、あ……！　全然痛くないです……あ、ありがとうございます！」

「えへへ～、どういたしまして♪」

　ぺこりと頭を下げる看板娘、にっこにこと笑うミステルの傍かたわらで──赤い髪の少女は、戦せん慄りつしたような眼まな差ざしをミステルに向けていた。

「……っ、神隷術……！　魔力に大した指向性を持たせていたようにも見えなかったのに……傷跡一つ残さずに……!?」

　──彼女が驚くのも、まあ無理はないだろうとグレイヴは思う。

　いかに思い通りの事象を起こすことができる反霊術とはいえ、魔力がなければ大した効果は発揮できない。特に治ち癒ゆなど、傷を治す類のものはそれが顕けん著ちよに表れる。

　加えて、多くの術師の反霊術による治ち療りようは、せいぜい止血がいいところで──傷を完全に治してしまうとなると、希少などというレベルではないのである。

　しかし、一方で疑問も残ったグレイヴは、やや怪け訝げんな表情を浮かべる──聞き違いでなければ、赤い髪の少女は神隷術と口にした。

　ミステルが使ったのは、反霊術のはずなのだが……？

　看板娘が、割れた皿を集めて厨ちゆう房ぼうの方へ戻もどっていった後、赤い髪の少女は膝ひざを払はらいながら、グレイヴとミステルに向き直る。

　改めて見ると、クールで気位の高いお嬢じよう様さま、という印象を受けた。燃えるような赤い長ちよう髪はつは、うなじのあたりで畳たたまれ、まとめあげられている。涼すずやかな表情から感情は読み取れないが、吊つり上がった目からは強い意志の光が見て取れた。

　肩かたが出ている袖そでなしの服の上にマントを羽織り、下はやや短めのスカートに編み上げブーツといった出いで立ちだ。

「驚いたわ……その子、すごい魔力を持ってるのね」

　魔力とは、人の生命力、その余よ剰じようエネルギーである、とされる。人によってその容量に差があり、当然、多い方が術の力は強まる。

　ただし、二年前以降は、その魔力の量にも大きな変化があったのだが──

「えへへ～、ありがと♪」

「なんだよ、さっき魔術がどうとかって言ってたみたいだけど、自分のお株を奪うばわれて因いん縁ねんでもつけに来たか？」

　少しからかってやろうかとそんな挑ちよう発はつじみたことを口にしたグレイヴだったが、彼女は短くため息をついただけで特に突つっかかるようなことはしなかった。

「随ずい分ぶん失礼ね、あんた……安心しなさい、因縁を付ける気なんてないから。お株を奪われるっていうなら、二年前にとっくに奪われてるわけだしね──」

「……？」

　グレイヴが意味を測り兼かねている間に、彼女は腰こしに下げたポーチの中から、二枚の薄うす紅べに色いろの紙を取り出した。細長い長方形のそれを、グレイヴとミステルに差し出す。

「私はディア。一応、魔術師をやってるわ。お近づきの印に、これどうぞ」

「俺はグレイヴ……って、なんだよこれ。なんの変へん哲てつもなさそうだけど」
















「ありがと！　わたし、ミステル！」

　グレイヴとミステルが差し出された紙を指先でつまんだ瞬間、変化が起きた。

　二人の指が触ふれた箇か所しよから、紙の色が徐じよ々じよに変化していったのだ──グレイヴの紙は、ルビーのような深く鮮あざやかな紅色に。ミステルの紙は、なんと金色に変色していた。

「……!?　おいおい、なんだこれ。なんかの手品……いや、魔術か？」

「す、すご～いっ！　おもしろ～っ！」

　グレイヴは何か仕掛けでもあるのかと矯ためつ眇すがめつ紙を眺ながめ、ミステルは金色になった紙を見てはしゃいでいる──そしてミステルの紙を見ていたディアは、推測通り、といわんばかりの表情で頷うなずいていた。

「──それは、触さわった人間の魔力を測るための魔術が掛けられているの。生成の際に、私の血を一いつ滴てき混ぜてあるから、私の魔力にだけは反応しないけど」

　マントの下から一枚、同じ紙を取り出すディア。その紙は、薄紅色のまま変色しない。

「深い紅色──あんたの魔力も結構なものみたいだけど、ミステルちゃんの魔力は格が違うみたい。金色の変色反応なんて、初めて見たわ」

　やっと、見つけた──と彼女は呟き、少し屈かがんで、ミステルに視線を合わせる。

「ねえ、ミステルちゃん」

「ちゃんづけしなくてもいいよ？　なに？」

　真しん剣けんな眼差しで、彼女は言う。

「そう、じゃあ、ミステル──あなた、世界を救う気はない？」

　きょとん、としたミステルとは対照的に、グレイヴはミステルを引き寄せて言う。

「よし、部屋に帰るぞミステル。こんなクレイジーな奴やつの話を聞く理由はない」

「帰るなら一人で帰りなさいよ、別にあんたに頼たのんでるわけじゃない」

「生あい憎にく保護者みたいなもんでな。お前みたいな奴にウチのミステルを預けられるか」

　バチバチと視線をぶつける二人に割って入るように、ミステルが訊たずねる。

「ねえ、世界を救うってどういうこと？」

「ああ……これはピンとこない言い方をした私が悪かったわね。つまり──」

　そして、ディアは口にする。

　ミステルだけでなく、グレイヴすら目を丸くするほどの、返答を。




「世界に蔓延はびこる逆理を蒐しゆう集しゆうして、世界を元通りにする気はないかしら、ってこと」




　　　　●●●




　コンコン、と部屋をノックする音──それを聞いたグレイヴは、無言で扉とびらを開けた。

　そこに立っていたのは赤あか髪がみの少女、ディアだった。

　食堂での会話のあと──さすがに話の内容が内容だったので、あとから部屋で話そうということになったのだ。

　逆理を蒐集する──いかに怪あやしい相手といえども、そんな話を聞かされては、グレイヴとしては無視することはできなかった。

「お待たせしたかしら」

「別に──俺たち、湯ゆ浴あみもしてきたからな。ほら、入れよ」

　あまり広いとは言えない部屋、一つのベッドの上では、寝ね間ま着きに着き替がえたミステルが座って待っていた。

「ディアさん、おそいよ～」

「悪かったわね。あと、私のこともディアでいいわ。じゃあ、その椅い子すでも借りて──」

「これは俺が使うわ。お前はそっちのベッドでも座ってろ」

「……いえ、あの、できれば私には椅子を貸してくれないかしら……？」

「あ？　まさかベッドの上だと襲おそわれるとか思ってんじゃねえだろうな」

　だとすれば心外も甚はなはだしい──グレイヴとしては、木の椅子だと尻しりが痛くなるんじゃないかという気き遣づかいをしたつもりだったのだが。

「……いえ、そう思ってるわけじゃないけど……なんでもないわ。じゃあベッドを使わせてもらうから」

　少し躊躇ためらいの表情を見せた後、ぽす、とディアはベッドに腰を下ろす。グレイヴは椅子に逆さに座り、背もたれに肘ひじを乗せて、さて、と話し始める。

「逆理の蒐集──一体どういう意味なのか、教えてもらおうか」

「意味も何も、文字通りの意味なんだけど──順を追って話すわよ。まず、逆理というのが、世界中に存在しているものだというのは分かるわね？　この村──というより、この土地に『呼吸をする山』という逆理があるように」

「あるな」

「私は、わけあってその逆理をなんとかしたいの──それで方々魔術的な手を尽つくして、ようやく根本的な解決方法──逆理の力の影えい響きようをなくす方法を見つけたわけ」

「魔術的な手ってのは？」

「魔術の仕組みは知ってるわね？　魔ま法ほう陣じんを描えがいて、呪じゆ文もんを唱え、魔力を流すことで交こう渉しようしたい神性存在を呼びだし、代価と引き換えに願いを叶かなえる──私が交渉したのは叡えい智ちの神。ありとあらゆる知識を網もう羅らした至上の存在よ。もっとも、今の私は魔力が低いから、家にあった高価な代価は全部持っていかれちゃったけど──その甲か斐いは、あった」

　ポーチの中から一枚の紙を取り出す。そこに描かれていたのは、複雑な紋もん様ようを二つの円で囲んだ、陣。

「この魔法陣──《回帰の法》で、逆理を蒐集することが出来ると、教えてもらった」

「具体的には？　まさかそれに魔力を流せば終わりってわけでもないだろう」

「当然よ──これを使用者の手の甲こうに描いて、逆理の対象に手を触れて、魔力を流しながら呪文を唱えれば逆理を蒐集することが出来るわ」

「はいはい！　しつも～ん！」

「はい、ミステル」

　手を挙げたミステルに、ディアが指さす──教師と生徒の様だった。

「それ、ディアは自分で使わないの～？」

「まあ、当然の疑問ね──先に言っておくと、私は《回帰の法》を使わないんじゃなく、使えないのよ」

　だろうな、とグレイヴは内心で頷く──自分で使えるのなら、わざわざミステルに頼んだりしないだろう。

「使えない理由は？」

「単純よ、さっきも言ったけど、今の私は魔力が足りないから」

　かつてならば足りていた、と言外に言うディアの言葉に、グレイヴは察した。

「……魔力の反転現象か」

　ディアは悔くやしげに頷いた。

　二年前──《逆理の天変地異》の際、逆理と並んで、世界に大きく影響を与あたえたのが、魔力の反転現象だ──人が有する魔力の量が、一定の値を基準に、逆転したのである。

　多い者は少なく、少なかった者は多く──かつて魔術師だったというディアはそれなりの魔力量を有していたのだろうが、それゆえに、今は少なくなってしまったのだろう。

　ちなみに、グレイヴは反転現象によって魔力量が増えたクチだ──魔術や反霊術こそ使えないが、結果的に戦闘力は増した。

　しかしそう考えると、ミステルは二年前以前は、魔力の量がとてつもなく少なかったということになるのだろうか──とグレイヴは考えたが、それは今重要じゃないと、思考を逆理の蒐集に引き戻す。

「《回帰の法》は、限りなく魔術に近しい神の知ち恵え。使うには、相当量の魔力を持つ人が必要なの。今の私はおろか、あんたにだって使えないわ」

「そこで、規格外の魔力を持つミステルに白羽の矢を立てたってわけか？」

「そう──一年半近くあちこちを彷徨さまよって、ようやく見つけた逸いつ材ざいなの。正直、私は奇き跡せきに近いと思ってる」

　ディアはベッドの上のミステルを見て、言う。

　彼女がこの村に訪おとずれたのは、魔術にあまり関連のない土地だからだ──彼女はこの一年半ほど、そういう土地を巡めぐってきた。

　魔術に関連がない土地は、魔力の低い者が比ひ較かく的多い。

　逆に言えば、人の魔力量が反転した現在、この村のような土地に、規格外の魔力を持つ者がいる可能性は高いのだ──その魔力を使えるかどうかは、別問題としても。

　どういう形であれ魔力を使うためには、自身の内から魔力を取り出すという感覚が必要不可欠。誰だれかから教わるにせよ、独学にせよ──その最低限の感覚がなければ、どれほど大きな魔力を持っていようとも宝の持ち腐ぐされでしかない。この村など、魔力を使える者はほぼいないはずだ。

　もしもディアが見み出いだした相手がそのような者だったら、手取り足取り、魔力の制せい御ぎよ法から教えることになったのだろう。

　しかし、実際に見出したのは、旅をしているという二人組の片割れである、ミステルだった──ディアも治ち癒ゆの一件を目もく撃げきしていなかったら、まず話しかけることなどしなかったに違ちがいない。

　だからこそ、彼女は奇跡と、この出会いをそう呼んだ。

「逆理の多くは、世界に──人に、多大な悪影響を及およぼしてるわ。この村が、少なからず被ひ害がいを受けているようにね。だからこそ、お願い。全ての逆理を蒐集して、世界をあるべき姿に戻もどすために──ミステル、あなたの力を貸してくれないかしら」

　そう言って、ディアは頭を下げ──

「いいよ！」

　ミステルは即そく答とうした。頭は下げたまま、ディアが何かの聞き間違い？　と言いたげに、上目遣いでミステルを見上げる。

　いや、正直、ミステルの性格からして断られることはないと思っていたのだが──あまりの即答だったので、ディアも少々戸と惑まどった。

「おい、ミステル──ちょっと待て。はっきり言っておくが、俺は反対だぞ」

　ミステルが意外そうに目を丸くした。

　ディアの話を疑っているわけではない──頼みごとをするにあたって、明らかに年下の相手にもちゃんと頭を下げるあたり、決して悪い人間ではないだろうと思える。

　しかし、逆に──だからこそ、想定できる危険性もある。

「一応、今の話を信じたとして言わせてもらうが──逆理を蒐集する……《回帰の法》だったな。それを使うためには、逆理の対象に触れなきゃならないんだろう？　それはつまり、逆理の中ちゆう核かくへ足を踏ふみ入れなきゃならないってことだよな？」

　グレイヴの言葉に、ディアは渋しぶい顔で頷うなずく。

　逆理の影響を受けた土地というのは、大たい概がいロクでもないことになっている──この村のクラード山、『呼吸をする山』がいい例だ。

　それに、何も危険なのは逆理だけではない。逆理の地に住む獣けものや魔ま獣じゆうは、環かん境きように適応した曲くせ者ものぞろい。うっかり縄なわ張ばりに踏み込んで死んでいった者たちを、グレイヴは星の数ほど知っている。

「俺は、お前の命を危険に晒さらすような真似まねをさせたくない──それを差し引いても、ミステル。お前、故郷を探すっていう自分の目的はいいのか？」

　ぴくり、とディアが片かた眉まゆを動かすが、口を挟はさみはしなかった。

「必要とされているのはミステルの魔力だってのは分かった上でもう一度言わせてもらうが──やめとけ、ミステル。お前にゃ危険すぎる」

　──口ではそう言っているものの、実はグレイヴは、この話を受けてもいいと思っている。しかしそれは、あくまで彼の個人的な事情のためだ。

　ミステルのことを第一に考えるのなら、受けない方が絶対にいい。

　そんなグレイヴの内心を知ってか知らずか──

「やだ。わたし、やるよ？　グレイヴ」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなく、ミステルはグレイヴの反対を否定した。

「みんなが困ってる逆理を、わたしがなんとかできるなら、やらなくっちゃでしょ？」

「……お前の優やさしさは美徳だが、過ぎて自分の身を滅ほろぼすようじゃ本末転てん倒とうだぞ」

「それでもわたしは、やりたいの」

　渋い顔で唸うなるグレイヴに、なおもミステルは食い下がる。

「それにね、もしもわたしの故郷にも逆理があったら、みんなきっと大変だよ？　だから、その時は、わたしがなんとかできればな～、とも思うんだ～」

「……！」

　言われて、グレイヴははっとする──こんな世界だ、ミステルの故郷が逆理の影響下にないとも、確かに言いきれない。なんとなく、ミステルの故郷は平へい穏おん無事なものと考えていたが、それも甘い考えだったかと思い直す。

　そんなグレイヴに、ミステルはにこっと笑って続ける。

「それに、わたしが危ない目にあったら、グレイヴが守ってくれるでしょ？」

「…………」

　さらりと放たれたミステルの言葉に、グレイヴはぽかんと口を開けてしまった──いや、まあ、全くもってその通りではあるが、頷くべきか、窘たしなめるべきか、迷ってしまったのだ。

「あら、随ずい分ぶん信しん頼らいされているのね」

　そんなグレイヴへ、ディアがにまにましながら流し目を送る。

「それとも……グレイヴ、いっしょに来てくれないの？」

　ほんの少し寂さびしそうな顔で、ミステルは首を傾かしげ──グレイヴは頭をばりばりと搔かきながら背を向けた。

「……だぁあっ、ったく、降参だ！　一本取られたよ！　俺がミステルを放ってどっかに行けるわけないだろう！」

　それを聞いて、ミステルがぱぁっと明るい笑みを浮うかべた。

　そもそもにおいて、ミステルが本気でやりたいというのなら、グレイヴにそれを止める気はなかったのだ。ならば、ミステルに迫せまる危険を片かたっ端ぱしから排はい除じよするだけだ。

　ミステルを故郷まで、絶対無事に連れて帰る。

　それが、ミステルを勝手に連れだした、グレイヴなりのケジメというやつだ。

「ありがと～っ！　あと、ごめんね？　グレイヴ」

「別にいい──世界中を旅するって点においては、どっちも似たようなもんだしな」

　ただし、とグレイヴは続ける。

「やるとするなら、決して、楽な旅にはならないぞ──途と中ちゆう、すごく辛つらい目にもあうだろうな。人から罵ば声せいを浴びせられることになるかもしれない。それでも、最後までやり遂とげると誓ちかえるな？」

「ちかえ……？」

　言葉が難しかったのか、ミステルが目をチカチカさせている。

「……約束できるな？」

「する！　あ、それにね、グレイヴ」

　ミステルが、少し不思議そうな顔で言う。

「なんでかな、わたし、逆理をなんとかしなくちゃって、ずっと思ってたの」

「……？　あぁ、前から言ってたもんな」

「うぅん、そうじゃなくてね……その、逆理を見てると、おもしろいな～って思うんだけど……なんだか、こう、ざわざわもするんだ～」

「……!?」

　初めは、それはミステルが優しいからだ──と思っていたグレイヴだったが、もしも。

　もしも、失っている記憶が逆理に刺し激げきされているのだとすれば。

「……ちっ、余計に降りるわけにはいかなくなったな」

　この先に、ミステルの故郷への手がかりがあるかもしれないと感じてしまった以上は。

「決まりだな。おい、ディア──ディア？」

「……そう。よかっ──ふぁっ……」

　赤あか髪がみの魔術師の反応が、随ずい分ぶん鈍にぶい。それどころか、あくびまでしている。

　黙だまって成り行きを聞いているのかと思っていれば、まさか、ただ眠ねむたかっただけか？

「……ん……じゃ……あし、た……さっそ、く……やまに、ぃ……」

　先刻までのキツい眼光はどこへやら、とろん、とした目で、寝ね言ごとのように彼女は言う。

　肩かたを揺ゆすって目を覚まさせようと、椅い子すから立ち上がったグレイヴだったが──その手が届く前に、ディアはぽすん、とベッドに倒たおれ込んでしまった。

「ん……すぅ……すぅ……」

　閉じた瞼まぶたに前後する胸、力の抜ぬけたこの体勢。どう見ても……

「……眠っちゃった？」

「……みてーだな。ったく、締しまらねーな」

　ミステル子供がいるとはいえ、男がいる部屋でなんて無防備な……と呆あきれ返るグレイヴだったが、眠ってしまったものは仕方がない。

「ちょっと、こいつを部屋に戻してくるわ──先に寝てていいぞ」

「うん、分かった！」

「……あ、そういえばミステル」

「なに？」

「この村も、違ったか？」

　グレイヴの短い問いかけに、ミステルもまた、短く返す。

「うん、ここじゃないみたい」

「そっか」

　頷き返して、グレイヴは、自身のベッドで眠りこけるディアを抱かかえて、部屋を出た。
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「ったく、手間かけさせやがって……」

　受付にいた看板娘むすめ──ルノに事情を説明し、ディアの部屋を教えてもらった。彼女は何を想像したのか、顔を赤くしていたが。

　抱えるディアの体は、眠っているせいかやけに温かい。

　そしてどうにかこうにか、ベッドの上まで運んできたのだが──変わらず無防備なディアを見下ろし、グレイヴが誰だれにともなく呟つぶやく。

「……さすがにマントとブーツをつけたままってのはちょっとな……」

　余計なお世話だと思いつつも、とりあえずその二つだけは脱ぬがせることにした。

　ブーツの紐ひもを緩ゆるめて、できる限り起こさないようにゆっくりと脱がせる。

「んっ……んぅ……」

　くすぐったかったのか、ディアが身をよじったせいで、辛かろうじて見えていなかったスカートの中が見えてしまった。僅わずかに覗のぞいたのは水色だった。

「……ほう……」

　寝ている相手の下着を覗くというのもなんだか罪悪感があったが、決して自発的に覗いたわけでもないのでいいや、とグレイヴはにやりと笑いながら勝手に自分を許した。

　もう片方のブーツも脱がせて、今度は上半身に取りかかる。

　背中から体を持ち上げて、体の下した敷じきになっていたマントを引き抜く。それさえ出来れば楽なものだと思っていたが、背中を押し上げられているせいで、強調された胸元の膨ふくらみに目が行ってしまった。じぃーっ……としばらく凝ぎよう視しして思わず口を突ついて出た言葉が──

「……意外とスタイルいいなこいつ……」

　グレイヴの個人的な感想としては、大きすぎないのが実にいい。

　マントの下の服は、ディアのくびれたボディラインを浮き彫ぼりにしていた。

　手間をかけさせられたと思いはしたものの、思わぬ役得である。

　役得ついでに、少し体を前後に揺する。僅かに揺れる。揺する。僅かに揺れる。

「……ふぅ」

　その様子をひとしきり眺ながめ、グレイヴは満足した。

　今日出会ったばかりで、しかも寝込んでいる相手に何かするのはグレイヴ的には筋が通らないが、このぐらいの悪戯いたずらは許容範はん囲いである。

「ま、目の保養にゃなったからこれでチャラだな」

「……何が、チャラですって……？」

　恨うらみがましい声が腕うでの中から聞こえた。げ、と思いつつ、グレイヴは訊たずねる。

「……いつから起きてた？」

「ついさっきよ」

　キツい眼光がグレイヴを射い貫ぬくが、グレイヴも落ち着き払はらって言う。

「誤解するなよ、お前が眠っちまったから部屋に戻もどしてやったんだ」

「そこについては文句はないけど、この脱がされてる状じよう況きようは何かしら」

「靴くつ履はいたままだと脚の疲つかれがとれないし、マントは皺しわになるだろうが」

「それはそれはお気き遣づかいどうも……で、さっきなんて言ってたかしら」

　ぴきぴき、と笑顔のディアの額に血管が浮き、目元は小刻みにひくついている。顔が若干赤い気がするが、恥はずかしさや照れではなく、怒いかりから来るものだろう。

「……ふむ」

　これはだめだな、と思ったグレイヴは正直に答えることにした。

「いいもん見せてもらったよ、ありがとう」

「くたばりなさい」

　グレイヴの顔面に、ディアの拳こぶしがめり込んだ。

　そこは平手じゃねえのか、とは、さすがに言わなかった。
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「あいたたた……本気で殴なぐりやがったな、あいつめ」

　ひりひりする鼻はな頭がしらを押さえつつ、自室に戻ったグレイヴは、椅子に座って呟く──部屋の中はランタンでうっすらと照らされている。耳を澄すませば、虫の鳴き声とミステルの寝息、僅かに宿が軋きしむ音。

　そんなミステルの可愛かわいらしい寝顔をぼんやりと眺めながら、グレイヴは思う。

　逆理の蒐集、という目的は分かるが──しかし、それが世界を救うことに繫つながるというのは、一体どういうことなのか。

　逆理とは、必ずしも世界に害を与あたえるだけのものではないことぐらい、ディアだって分かっているはずだ。

　それを分かった上で、なお世界から逆理を蒐集しなければならない理由とは？

「……ま、今考えても仕方ないわな」

　小さく肩を竦すくめ、装備を外して服を脱いだグレイヴは、ランタンの火を消してから、静かにベッドに横になる。

　ふわり、と僅かな甘い香かおりが漂ただよう。そういえば、ディアもここで横になってたっけな──と思いながら、グレイヴは程なくして、眠りに落ちた。








Chapter2　回帰の法









「──遅おそいわよ、二人とも」

　どこかで聞いた台詞せりふだと思ったら、それは確か昨晩、部屋へ来た彼女へミステルが言った台詞と似たようなものだった──どうやらディアは、意外と根に持つタイプらしい。

　農村・ブルフルスでの二日目、天候は晴天。

　グレイヴたちは朝食をおいしく頂いたあと、もう一いつ泊ぱくする旨むねを看板娘に伝えて、宿を出た。グレイヴの背中には、必要最低限の荷物（多少の食料と水だ）を入れた小さめのバックパックが背負われている。

「待たせたな。ミステルが、なんか看板娘に話を聞きたかったらしくてな」

「おまたせ～、ディア♪　遅おくれてごめんね～」

「……まあいいわ。ちなみに、なんの話をしてたの？」

「それは、ひ、み、つっ♪」

　そう、とさして興味もなさそうにディアが呟いたあと、グレイヴがぱん、と一つ柏かしわ手でを打つ。

「さて、じゃあこれからの方針を一回確認しとこうか──昨日の晩は誰だれかさんのせいでいまいち締まらなかったからな」

　きろっ、と何か言いたげにディアが睨にらんでくるが、頰ほおに赤みが差しているのであんまり怖こわくなかった。

「これからの旅でやることは、大きく分けて二つ──逆理の蒐集、そしてミステルの故郷を探すことだ。ディアとしては逆理を最短距きよ離りで蒐集してほしいのかもしれないが、逆理があろうとなかろうと、近づいた村や町には寄らせてもらうぞ」

「構わないわ──というか、私にそれを断る理由も権利もないわね」

「グレイヴ～、わたしは後回しでもいいんだよ～？」

　見上げて言うミステルに、グレイヴはやや厳しめの口調で返す。

「ダメだ。お前ほっとくと自分のことなんにもしないだろ。この方針だけは絶対に譲ゆずらんからな」

「は～い……」

　少ししょぼんとしたミステルの頭を苦笑交じりに撫なでながら、グレイヴが続ける。

「それで、だ……ディア。一応言っておくことがあるんだが」

「何かしら？」

「基本的に、これからの道中の警護は俺が請うけ合うことになるわけだが──万が一、ミステルかディア、どっちかしか助けられないって状況になった場合、俺はミステルの方を優先させてもらうぞ」

「だっ、だめだよグレイヴ！　そんなことになったらディアを先に──」

「結構よ」

　ミステルの抗こう議ぎを遮さえぎって、ディアは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「むしろそうしてもらわないと、なんのためについてきてもらってるのか分からないからね」

「おーおー、可愛げのないこと言うもんだ」

　何か言いたげなミステルの頭をぽんぽんと叩たたき、グレイヴは口の端はしを吊つり上げる。

「ひねくれ者の俺としちゃあ、そんなこと言われたらお前のことも守らずにはいられねーな」

「あら、それはどうも。じゃあこれからも可愛げのないことばかり言うように努めるわ」

「口の減らない奴やつだな……ま、それもお互たがい様か」

「……ねぇ、グレイヴ～」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ミステル」

　抗議の眼まな差ざしを向けるミステルに、グレイヴは薄うすく笑って言う。

「万が一、って言ったろ──俺が警護するからには、そんなどっちか選ばなくちゃいけない、なんて状況にはそうそうさせねえよ」

「……！　うん！」

　グレイヴの言葉に、ミステルの表情から曇くもりが晴れた。

「さて──確認はこんなもんでいいだろ？」

「ええ、十分よ」

「じゃあ、一丁行きますか──新しい旅の、一発目だ」

「お～っ！」

　ミステルが片手を上げ、元気よく歩き始める。グレイヴとディアも、彼女を追って歩き出した。

　向かう先には、最初の目標──『呼吸をする山』がそびえ立っている。
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「それにしても、あれだな……あんだけ寝ねる寸前の待ち合わせの約束、ディアはちゃんと覚えてたんだな」

　村の西側──クラード山へと延びる道を歩きながら、グレイヴはそんなことを口にする。

　本来はクルコの実を採りに行くための道だったのだろうが──踏ふみ固められたはずの道には、ところどころから草が生えている。恐おそらくこの二年間、ほとんど人が通っていないのだろう。道の脇わきには、山から飛んできたものであろう岩などもちらほらと見られた。

　足下からは、今日も変わらず、ゆらりと緩ゆるい揺ゆれが伝わる。

「何よ、寝ね惚ぼけてて記き憶おくがないんじゃないかとでも思ってたの？　だから夜よ這ばいに来たわけ？」

「おうおう言葉がいちいち過激だねぇ……誰だれかさんが俺のベッドで熟じゆく睡すいしてなきゃ、ああもなってなかったと思うんだけどな」

　歩きながら、グレイヴとディアがチクチクと言い合う──そんな中、先を歩くミステルが、くるりと二人を振ふり向く。銀色の髪かみが、ふわりと舞まった。

「ね～、よばいってなに～？」

「うっ……」

　ミステルの疑問に、ディアは言葉に詰つまった。それの意味を説明するのも躊躇ためらわれた彼女は、お茶を濁にごして答える。

「……ミステルは、まだ知らなくてもいいこと──」

「夜這いってのはな、相手の寝込みを襲おそうことだ。大たい概がいエロい意味で使われる」

「へぇ～、そうなんだ～」

「ちょっ!?」

　グレイヴが、ディアの躊躇いをぶった切るように明け透すけに説明したので、思わずディアは目を剝むいた。

「あ、あんた、あんな小さい子に何教えてるのよ!?」

「正しい意味は知っといた方がいいだろ──無む邪じや気きと無知は別物だっていうのが俺の考え方でね」

「そ、それはそうかもしれないけど……！」

　なおも反論を返そうとしたディアに、ミステルが、少し言いにくそうに質問する。

「じゃあ、その……ディアって、昨日、グレイヴにえっちなことされちゃったの？」

　顔を赤らめ、上目遣づかいのミステルに、ディアがたじたじと後ずさる。

「い、いえ、その、そうじゃなくてね？　さっきのは言葉の綾あやっていうか……私の、誤用っていうか……その……誤解を招くようなこと言ってごめんなさい……」

　最終的に、ディアが打ちのめされる形で、この問答は終結を迎むかえた。グレイヴはそんな様子を、けらけら笑いながら眺ながめていた。

「そういえば、昨日すぐに寝ちゃってたけど、ディアは疲つかれてたの～？」

「まあ……そうね、疲れてたっていうのもあるんだけど……ちょっと緊きん張ちようの糸が切れちゃったのと……その……」

　歯切れの悪いディアの様子を見て、グレイヴがははーん、と察する。

「お前、さては夜に弱いんだな？」

「……っ」

　肯こう定ていこそしないものの、涼すずやかな表情には若干ヒビが入っていた──奥歯でも食いしばっているのか、口の端が僅わずかに下を向いている。どうやら、図星のようだ。

「へぇー、やたらめったらクールな奴だと思ってたけど、案外子供っぽいところもあんのな。つーことは、昨日ベッドに座るの躊躇ってたのは眠ねむくなっちまうからだったのか？」

「……だから何よ。弱みでも握にぎったつもりかしら」

　口調こそ平常を保っているが、どうにも言葉にキレがない。よくよく見れば頰が若干紅潮しているし、視線も明後日あさつての方向を向いている。グレイヴは面おも白しろさの匂においを嗅かぎ取って、口の端を吊り上げた。グレイヴは、外見通りに結構いい性格をしているのだ。

　さてどう追つい撃げきを加えてやろうか──と思っていたら、くいくい、とズボンを引っ張られた。そこには、咎とがめるような目をしたミステルがいた。

「ど、どうした？」

「……グレイヴ、悪い顔してる」

　じぃーっ、とミステルが見つめてくる。二年間一いつ緒しよに過ごしているからか、グレイヴの内心はバレバレのようだった。

「ディアのこと、あんまりいじめちゃだめだよ？」

「いや、いじめようとしてたわけじゃ──」

「……………………」

「……………………ごめん、ミステル。ディアも、からかいすぎて悪かったな」

「……別に。事実だもの」

　妹のような存在からの無言の圧力に負けたグレイヴは、短く、だが素直に謝った。それを聞いたミステルは、にぱっ、と笑みを浮うかべて、とん、とん、と先を歩く。

「これからいっしょに旅をするんだから、仲良くしよっ♪　ねっ？」

「……そうね」

「分かったよ」

　二人の返事が嬉うれしかったのか、ミステルは鼻歌交じりに山へと歩く。

「……無邪気って怖いわね」

「今ばっかりは同感だな……」

　そんな無邪気な少女に頭の上がらないひねくれ者の二人は、やや重たい足取りでミステルを追った。
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「山に入る前に、ちょっと休きゆう憩けいしておきましょう──準備もしなきゃいけないし」

　しばらく歩いて、山のふもとへ到とう着ちやくしたと思ったら、ディアがそう提案した。

「準備ってのは？」

「昨日も話したでしょ。逆理を蒐集するための魔ま法ほう陣じん──《回帰の法》は、使用者の手の甲こうに描えがかなければいけないの。だから、これからそれをミステルの手の甲に描き込むわ」

　切り株に腰こしを下ろして、腰に下げていたポーチから羽ペンと青い塗と料りようの入った小こ瓶びん、そして《回帰の法》の魔法陣が描かれている紙を取り出した。紙を広げ、転がっていた石で飛ばないように重おも石しをして、羽ペン片手にディアは手招きする。

「さ、ミステル。手を出して。痛くはないから大丈夫よ」

「手に直接描えがくのか？　刺青タトウーみたいになるんなら、目立って仕方ないと思うんだが」

　少々心配したグレイヴに、ミステルの手を取ったディアは大丈夫よ、と返す。

「魔術師御ご用よう達たしの、見えない仕し掛かけを施ほどこすわ」

「そんなもんがあんのか？」

「ええ、魔術師同士の手紙や文書なんかに使われたものでね──一定以上の魔力を流すことで文字が浮かび上がる仕掛け。これ自体は魔術じゃなくて組み合わせの問題だから、私でも描くことが出来るわ」

　もちろん、道具や塗料には魔術を掛けてあるんだけど──と彼女は言う。

「なるほど……便利なもん使ってんな、魔術師って奴らは」

「そうだ、あんたにも頼たのみがあるんだけど」

「いい加減名前で呼んだらどうだよ、ディア？　あんたあんたって、お前は俺の嫁よめか」

「…………。グレイヴにも、頼みがあるんだけど」

　思いっきり不満そうな顔をしたものの、嫁呼ばわりされたのが思いのほか堪こたえたらしい。ディアは大人しくグレイヴの名前を呼んだ。

「魔法陣描いてる間は無防備だから、邪魔が入らないように守ってくれるかしら」

「守ってとはまた似合わねーセリフだな……ああ、悪い悪い、今のは言いすぎたからそんな顔すんな、了りよう解かいだよ了解。ところで描き込むって簡単に言うけど、その魔法陣、結構複雑だろ？　地面が微び動どうしているこの状じよう況きようで、そんなもん寸分違たがわずに複写できるのか？」

　特に下描きなどもせずに羽ペンの先を塗料に浸つけたディアに、グレイヴはそう訊たずねる。

　魔術についての知識なら、グレイヴにも多少ある──魔法陣というやつは、構成する線の角度がほんの僅かにずれただけでも効果を発揮しなくなるらしい。

　しかも、それを描き込む先は平へい坦たんな紙や机ではない。凹おう凸とつがある人の手である。

「問題ないわ──これは単に、技術の問題だもの」

　対して、ディアは眉まゆ一つ動かさずに、羽ペンの先をミステルの手の甲に当てた。くすぐったかったのか、ミステルが「ひんっ」と短く声を上げた。

「魔術師を目指す者は、まず最初に魔法陣を描くことを極きわめる。砂さ漠ばくの砂だろうが木の表面だろうが、魔術師にとっては真っ平らな紙同然よ」

　すぅっ、と羽ペンが弧こを描く。

「そして、魔法陣の複写もできない奴やつは、魔術師なんて名乗れない」

　集中したディアの目が、静かな光を帯びている──その視線の先、羽ペンはまるで生きているかのように、ミステルの手の上を走り回る。大だい胆たんに、かつ繊せん細さいに。

　グレイヴは、後になって思う──この時に、邪魔が入らなくてよかったと。

　あまりに見事なディアの手て際ぎわに見とれてしまい、周囲のことが一切目に入っていなかったからだ。

　程なくして、ディアが動きを止め、ふぅ、と一息ついて汗あせを拭ぬぐう。ミステルの手の甲には、複雑な魔法陣が見事に複写されていた。

「……ディア、すご～い」

　右手の甲に青の塗料で描き込まれた魔法陣を見て、ミステルが感かん嘆たんの声を上げる。一方のグレイヴはと言えば、思わず拍はく手しゆしていた。パチパチパチ、と乾かわいた音が響ひびいた。

「いや、確かに見事なもんだな。素直に驚おどろいたよ」

「何、急に。おだてたって何も出ないわよ」

　ディアが警けい戒かい心しんを露あらわにして返すので、グレイヴは肩かたを竦すくめた。

「別に変な意味はないんだけどな」

「……あんた、自分の普ふ段だんの振る舞い考えたことあるの？　いきなりそんなこと言われても不気味なんだけど」

　ぶっきらぼうな憎にくまれ口で、ディアはそう返す──しかし、それが照れ隠かくしであることぐらいはグレイヴにも分かったので、にやにやするだけで何も言わない。

「──あ、ちょっと待ってね、ミステル。それでまだ完成じゃないの」

　言いながら、羽ペンを脇に置いたディアが、ポーチから小瓶を取り出す。その中には、きめ細かい砂のような粉末が入っていた。

「ちょっと手を出して？」

　言われた通りにミステルが差し出した右手の甲に、小瓶から粉末を振ふりかける──魔法陣に触ふれた粉末が一いつ瞬しゆん輝かがやき、消失する──同時に、描かれていた魔法陣も消えた。

「はい、これで完成。それと、手を洗っても魔法陣は消えないから安心してね──消えるとしたら、全ての逆理を集め終わった時かしら」

「すご～い、ほんとに見えないよ！　ほらほら！」

　グレイヴに右手を見せて、ミステルがはしゃぐ中、おもむろにディアが口を開く。

「──その魔法陣には、逆理を蒐集する他にも、もう一つの力が秘められているのよ」

「もう一つの力？」

「ええ、それは──」

　ディアが言いかけたその時、くぅぅぅ[image: ～][image: ～]、と可愛かわいらしい腹の虫の鳴き声が聞こえた。

　グレイヴとディアは、同時にミステルを見る。お腹なかに手を当てたミステルが、恥はずかしそうにはにかんでいた。

「ご、ごめん……お腹、すいちゃって……」

　話の腰をぼっきり折られたディアが、無言でふるふると震ふるえていた。

「……で、もう一つの力がなんだって？」

「あんた本当にいい性格してるわね！　なんでもないわよ！」

「……あははっ」

「くくっ！」

　ディアが叫さけび、グレイヴとミステルが笑いだす。

「……もう！　先にご飯食べるわよ！」

　グレイヴにからかわれたディアが、ヤケクソ気味にそう口にした──どうやら《回帰の法》の講こう釈しやくは、腹ごしらえをしてからにしなければならないようだった。
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「──そういえばさ、ディア。逆理の蒐集って、対象に触れて呪じゆ文もんを唱えなきゃならないっつってたけど、じゃあ今回の場合って山の地面に触れればいいってことか？」

　持ってきたパンを頰ほお張ばりながらのグレイヴの質問に、ディアは首を横に振った。

「個人が背負ってる逆理ならともかく、土地一帯に影えい響きようを及およぼすような逆理の場合は、話が別ね。今回みたいなケースなら、逆理の依より代しろがその地域のどこかにあるわ」

「依代？」

「核かく、と言ってもいいかもしれないわね──動物だったり、岩だったり、とにかく何かに宿ってる。土地の逆理を蒐集するなら、その依代に触れないといけないわ」

「……え、まさかこの山を虱しらみ潰つぶしに探すってんじゃないよな？」

「うひゃ～、大変だね～」

　さすがのグレイヴもぞっとしたような表情を浮かべ、ミステルはぽかんとして山を見上げる。やや小さめとはいえ、山は山──逆理の依代を探して回るとなると、どれだけかかるか分かったものではない。

「大だい丈じよう夫ぶよ、そのために《回帰の法》があるんだから」

　自分の分を食べ終わり、指を舐なめたディアがうっすらと笑みを浮かべる。

「さて、ミステル……ミステル、あんた食べかすが口の周りについてるわよ？」

「あーあー、あんなに急いで食うから……」

　バックパックからハンカチを取り出したグレイヴが、ミステルの口の周りを優やさしく拭う。ミステルはにへら、と笑いながらされるがままだった。

「よし、綺き麗れいになった」

「何、あんたってミステルのお父さんか何かなの？　面めん倒どう見みがよすぎてちょっと引くんだけど」

「子供の世話して引かれるってのも理り不ふ尽じんな話だと思うんだが。それに、俺はどっちかっていうと兄だと思ってる。年的な意味でな」

「ミステルと私の対応に落差がありすぎるって話よ」

「なんだよ、ミステルとおんなじ対応してほしいって意味か？」

「結構よ。不気味すぎて卒そつ倒とうしちゃうから──じゃないわ、話を戻もどしましょうか。ミステル、右手の魔法陣に、魔力を集中させてみて」

「集中？　ん～っと……」

　ミステルは右手を出し、目を瞑つぶったりしてみるものの、魔法陣は浮うかびあがらない。

「そうね……じゃあ、宿であの子の手の怪け我がを治してたでしょう？　あの時の感覚を思い出してみて」

　言われて、ミステルは再度試す──体の外に拡散していく何かを、逃にげないように一か所へ引き寄せるイメージ。

　すると、手の甲に浮かんだ魔法陣が淡あわく輝き始め、光の紋もん様ようが宙に現れた。それは、羅ら針しん盤ばんのようにも見える──光の円、その中心では、何かを探るように緩ゆるく回転する針がある。

「わっ、なにこれ？」

「近くの逆理を探知する力よ。依代の方向が分かるから、これで虱潰しに探す必要はなくなるわ──もっとも、依代が動き回ってると、ちょっと面めん倒どうなことになりそうだけどね」

　ディアが言っている間に、針の動きは徐じよ々じよに激しくなり──そして。




「「……えっ？」」




　光の羅針盤が動きを止めた直後、ミステルとディアの声が重なる。

　中心の針が二本、まるで時計のように、別々の方向を向いていたからだ。

「……よーし、依代のある方角も分かったし行こうぜ！　出発進行！」

「「いやいやいやいや！」」

　場ば違ちがいに陽気な声を出して、山へ足を踏ふみ入れようとしたグレイヴだったが、女子二人に肩を押さえられて詰つめ寄られる。

　さすがに誤ご魔ま化かしきれないか、とグレイヴは諦あきらめ交じりにため息をつく。この後の展開も予想が付くので、それをどう乗り切ったものか、と頭を巡めぐらせながら。

「……これ……どういうことよ？」

　ミステルの手の、光の羅針盤──その針の一本は、山を。

　もう一本は──グレイヴを、示していた。

　それは、つまり。

「……グレイヴ、逆理を持ってたの？」

　全くぶれない羅針盤の針が、ミステルの疑問の答えだった。
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「──っとっと」

　三人がクラード山へ足を踏み入れて間もなく、ズン、ズン、と、地面が小さく跳はねた──震しん動どうがそこまで大きくないことを考えると、恐おそらくせきの方だろう。グレイヴはミステルの肩を抱だき寄せて支え、ディアは近くの木に手をついて、震動が収まるのを待つ。

　落ち着いたことを確認して、三人は再度歩みを進める。

「──まさか、こんな形でバレるとはなー」

　先頭を歩くグレイヴが、両りよう刃ばの短たん剣けんで邪じや魔まな枝や蔓つるを切りながら、そんなことを口にした。

　山道とはいえ、ほぼ二年間手つかずの道だ──道の脇わきから生えた草や伸のびて枝し垂だれた木の枝が、結構邪じや魔まになる。

　光の羅針盤が山道の延びている方向を示しているからまだいいが、脇道に逸それる方向を示したらと思うと、さすがに少々面倒だった。

　それに、少々気になる点があるとすれば──この山の中、やけに甘い匂においが立ち込めていることだろうか。

　グレイヴの真後ろを歩くミステルは、山が珍めずらしいのか、キョロキョロとあたりを見回しながら歩いている。グレイヴとしては、危ないから足下を見てほしいと思うのだが。

　ふと、ミステルがグレイヴの視線に気づき、ぽつりと呟つぶやく。

「……知らなかった」

　ミステルがじぃ～っと半眼で見上げてくる。その瞳ひとみは、なんで言ってくれなかったの？　と雄ゆう弁べんに語っていた。

「まあ、話すほどのことじゃなかったからな」

「ふ～ん……」

　ほんのちょっぴり、拗すねたようにミステルが顔をむくれさせた。どうも、二年間丸々隠かくし事をされていたのがお気に召めさなかったようだ。あとで甘いものでも買って機き嫌げんをとらないと──と思ってしまうあたり、グレイヴも大たい概がい甘いのだが。

「それで、あんたのはどんな逆理なの？」

　一行の殿しんがりを務めるディアが、当然の疑問をグレイヴにぶつけてくる。

　そうなるよなあ、とグレイヴは苦笑して、あらかじめ用意していた答えを返す。

「……いや、俺の逆理は大したもんじゃないさ。けどまあ、旅の間は役立たないわけでもないから、俺以外のほとんどの逆理を回収した段階で渡わたすさ。約束する」

　お茶を濁にごすような答えに、ディアは眉まゆを顰ひそめ、怪け訝げんそうな表情を浮かべた。だがグレイヴは、自分の逆理についてあまり話したくない──ミステルがいるとなればなおさらだ。

　ディアが何か言いかけたようだが、その前にグレイヴは全力で話を逸らしにかかる。

「ところで、これから逆理を回収する時には、戦せん闘とうになる可能性も少なからずあるんだろ？　ディアって魔術とかで戦えたりしねーの？」

　──話を逸らすために選んだ話題ではあるが、実際、気になってはいたところだ。この赤あか髪がみの魔術師は、戦力に数えられるのか。

「……魔術の仕組みを知っているなら分かると思うけど、あんまり戦闘には向かないわよ」

　ややあって、ディアから返事があった。

「大規模な戦闘──それこそ戦争クラスならそこそこ役に立つかもしれないけど、魔ま法ほう陣じんを描えがくのに時間がかかれば、交こう渉しようのための代価もいる。あらかじめ用意しておく作戦の一部としては使えるけど、細かい戦闘にはあまり向かないのよ──臨機応変な対応もしづらいし、せいぜい障しよう壁へきを張るぐらいかしら」

「なるほどね」

「ましてや、今の私は魔力が低いからね。その分高価な代価がいる──費用コストと効果リターンがまるで釣つり合わないってことだけは知っておいて。ついでに言っておくけど、近接戦闘においては、私は完全無欠のお荷物よ」

「自分で言ってりゃ世話ねえな……」

　自信満々に言われてもこっちが困る。ある種、潔いさぎよいとも取れるが……。

　当然、ミステルにも戦闘能力はない。

　となると──必然的に、戦闘はグレイヴの担当になるわけだ。

「戦闘は俺、知識はディア、治ち療りようはミステル、ってことか。やれやれ、バランスの悪いパーティーだな」

「あら、役割分担が出来てて素敵じゃない。案外私たち、相性いいのかもしれないわね」

「どこまで本気で言ってんだかな──時に、魔術師のディアに訊きくのもなんだけど、反霊術ってお前、使ったりしないのか？」

　バキッ、と。

　枝を踏み折った音がした──足音から、ディアが止まったと気づき、グレイヴも足を止めて振ふり返る。

「……ディア？」

「使わないわよ、あんなもの」

　──どこか、抑おさえたような声音で、ディアは言う。

　しかし、目を見れば、彼女が怒おこっていることぐらいは分かる。クールな割りには、案外感情の出やすい奴やつだな──とグレイヴは思った。ミステルなど、軽く怯おびえてグレイヴの手を握にぎってくる始末だ。

　とはいえ、一体何が彼女の気に障さわったのか──いや、そういえば反霊術は、奴ど隷れいが新たに得て、魔術師たちへと剝むいた牙きばだ。

　魔術師だというディアが、反霊術に嫌けん悪お感かんを示すのもむべなるかな、といったところだろう。

　それが全く的外れな推測であるとも知らず、グレイヴは勝手に納得した。

「……雰ふん囲い気き悪くしちゃったわね。どっちみち、私に神しん隷れい術じゆつは使えないわ。あれは、魔力が低いと使えないから──魔術と違って。さ、行きましょう？」

　明らかに作りものと分かる笑顔で先を促うながすので、グレイヴはまたも訊きそびれた。

　聞き間違いではなかった、神隷術という単語について。
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　その後も、ミステルの光の羅針盤に従って道を進んだ。だが一直線というわけにもいかず、途と中ちゆうあまりにも巨きよ大だいな岩が道を塞ふさいでいたので、回り道をせざるを得なくなった──とはいえ、ハプニングらしいハプニングはそのぐらいで、一行はとうとう、目的地にたどり着いた。

　山の中腹、周囲を木々に囲まれながらも、やや開けた場所に、それはあった。

　──羅針盤の針が示す先にあったのは、一本の大樹。

　最初その大樹を見た時、グレイヴは枯かれているのかと思った──枝に葉が一枚もなかったからだ。

　しかし全体像を見て、グレイヴは思い違いをしていたことに気づく。頭上に伸びているそれらは、枝ではなく、根だったのだ。

「すごい……さかさまの、木？」

　不思議そうな声音で、ミステルが言う。

　空へ向かって無数に枝分かれする根、そして地面に近づくにつれ生おい茂しげる緑の葉。もっさりとした葉の間には──ありえないことに、淡あわく光る果実がいくつも実っている。

　上下逆転しているのに、枯れることもなく、光る果実を実らせる大樹。

　言葉にすると実に現実味がない、これこそが──

「──間違いないわね。逆理の依より代しろよ」

　ディアがそう断定した。

「最初の依代が獣けものや虫じゃなくてよかったわね──もし動物が依代になっていたら、かなり面倒なことになってたはずだから」

「面倒なことってのは？」

「大体想像つかないかしら？　通常の動物ではありえない機能や能力を備えてるわ。もっとも、私は実物を見たことがないからなんとも言えないけど──それは、逆理を宿してるあんたの方がよく分かってるんじゃない？」

「…………」

　ディアの言葉の説得力に、黙だまらざるを得なかった──確かに、グレイヴの体も大概どうかしているのだ。

　そう考えると、かなり厄やつ介かいだとは思うが──

「ま、今は動かない相手でよかったよ」

「それに関しては同感ね。練習ってわけでもないけど、一発目ぐらいすんなりやらせてほしかったのは本音だし」

「しっかし……なんだこの匂い」

　熟れすぎた果実のような、鼻を突つく甘ったるい匂いが、あたり一帯にむっと立ち込めているので、グレイヴは思わず鼻を覆おおう。ここへの道中で嗅かいだそれよりも、さらに濃こい。

「あっ、あの木になってるのって──」

　一方、ミステルが何かに気づいたように言う。どうやら視線は、逆理の依代となっている大樹の、果実に注がれているようだ。

　光っているという点を除けば、赤と橙だいだいの斑まだら模様が特とく徴ちよう的な果実だ。

「やっぱり！　グレイヴ、あれクルコの実だよ！　宿屋のお姉ねえさんに教えてもらった見た目だもん！」

「ああ……何か訊いてたのはそれだったのか」

　ここへ来るまでの道中もやたらときょろきょろしていると思っていたが、どうやらミステルはクルコの実を探していたらしい。

　ということは、とグレイヴは周りを見回す。周辺の木々にも、クルコの実が生なっていた──依代の木と違って、そちらの実は光ってはいなかったが。

　ということは、この甘ったるい匂いは熟れすぎたクルコの実が発しているものだろう。

「ね、ね！　あのクルコの実、持って帰ってもいいかな～？」

「それは別に構わないだろうけど、まずは逆理を蒐集するぞ、ミステル」

「は～い！　えっと、じゃあ、あの木に触さわって、呪じゆ文もんを唱えればいいんだよね～？」

　ミステルの質問に、ディアは頷うなずく。

「そうよ。呪文はあとで教えてあげる」

「わかった！　じゃあ、行こう！」

　たたっ、とミステルが木に向かって走り出した──その時。

　ミステルの死角の茂みから、何かが飛び出した。

「──っ！　ミステル、止まれ！」

「ほぇ？」

　グレイヴは、叫さけぶと同時に駆かけだしていた。そして瞬しゆん時じに剣けんを抜ぬき、茂みから飛び出した影かげ──ミステルに飛びかかった狼おおかみを、斬きり捨てた。そして左ひだり腕うででミステルを抱だき寄せて、周囲に視線を巡めぐらせる。

「わっ……あ、ありがとう、グレイヴ」

「気を抜くなよ、ミステル──ディアも早くこっちに来い！」

「ど、どうしたのよ急に？　狼なら今あんたが斬って──」

「俺たち、とっくに囲まれてんぞ！」

「……っ!?」

　ディアはぎょっとして、あたりを気にしながらグレイヴたちの方へ寄ってくる。茂みから一番離はなれた、開けた場所の中心で、グレイヴは二人を庇かばうように立つ。

　ミステルとディアの二人は分かっていないようだが──グレイヴには分かる。

　尋じん常じようではない、肌はだが粟あわ立だつような殺気が、そこかしこから向けられていた。暗殺者の集団にでも取り囲まれているような気分だが──しかし。

　ブルフルスで聞いた、ベジーの言葉を信じるならば。

「信じられねえな……この人間顔負けの殺気を、動物連中が放ってやがるのか……？　狩かりにしたって本気マジすぎるんじゃねえの」

　右の長刀を逆手に、左の短剣は順手に持ち、じり、じり、と依代の木の方へ近寄る。

　その時、こつん、と靴くつに何かがぶつかった──木の実の種のようだ。よくよく見れば、あたりの地面は種だらけだ。

　この状じよう況きようを考えれば、恐おそらく依代の木に実っている、クルコの実の種だろう。つまり、どうやら獣連中は、あの果実を餌えさにしているようだ。

「となると、この殺気は……餌場に入った外敵に対する威い嚇かくってところか」

　しかし、殺気を放ちながらも全く姿を見せないのが厄介だ──殺気が多すぎて数が全く分からないし、作戦の立てようもない。獣とは思えないほどの周しゆう到とうさに、グレイヴは内心舌を巻く。逆理の依代となっている木の果実を口にしたことで、何かの影えい響きようでも受けたのかもしれないが──唸うなり声さえ上げないというのは、一体全体どういうことだ。

　とはいえ、このまま膠こう着ちやく状態が続くのも面めん倒どうだ。恐らく、こうしている今も、獣連中は包ほう囲い網もうを狭せばめてきているはずだ。

　今一いつ斉せいに襲おそい掛かかられては、さすがのグレイヴにもどうにもできない。グレイヴ単独ならばともかく、後ろの二人を庇いながら大量の獣と戦えるほどの自信はない。

　となると──

「……おい、ディア」

　周囲を刺し激げきしないように、小声でディアに訊たずねる。

「お前、障しよう壁へきを張れるって言ってたな。それってどういうやつなんだ？」

「半はん透とう明めいの壁かべだと思ってくれればいいわ。私がよく使うのは地面から上をドーム状に覆うタイプ。……けど、すぐに張るのは無理よ？」

「分かってる。いいか、今から指示を出す──ミステルもよく聞け」

　ミステルとディアが無言で頷く。

「俺が三つ数えたら、すぐに依代の木に向かって走るんだ。あそこに着いたら、ディアは障壁を張ってミステルと自分を守れ。障壁を張るための魔ま法ほう陣じんを描えがく時間は稼かせいでやる──何秒かかる？」

「──七秒、くれるかしら」

「上等。俺は障壁の外で獣連中の相手をしておくから、その間にミステルは逆理を蒐集してくれ」

「わ、分かった～」

「……私が訊きくのもなんだけど、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね」

　珍めずらしく、心配するようなことを言ったディアに、グレイヴはにやりと笑って返す。

「肉にく弾だん戦せん闘とうは俺の担当、だろ？　このぐらいは任せとけ──それじゃあいくぞ」

　いち。

　にの。

「──さんっ！」

　グレイヴの合図で、三人は一斉に依代の木へと走り出す。途と端たん、そこら中の茂みから、一斉に獣たちが飛び出してきた。

　先ほど斬ったのと同種の狼だけではない──山やま猫ねこや犬といった四足歩行の動物たちが、殺気と爪つめ、牙きばを剝むき出しにしてグレイヴたちへ殺さつ到とうする。

　しかも、それだけではない。鹿しかや馬などの草食動物まで、殺気を漲みなぎらせながら狼たちと肩かたを並べて突とつ進しんしてくる。

「おいおい、食物連れん鎖さはどうしたお前ら……っと！」

　突とつ如じよ、グレイヴがミステルの頭上へ剣を突き出す。

　ミステルの頭へ飛びつき嚙かみつこうとしていた、小さな蝙蝠こうもりが串くし刺ざしになっていた。

「ちょっと、蝙蝠まで襲ってくるの!?」

「そりゃこっちのセリフだ！　どうやら、山全体の動物が俺らの敵らしいな！」

　叫んでいる間に依代の木の根元──否いな、枝元に、二人が到着。ディアはすぐに地面を指でなぞり、魔法陣を描き上げる。

　その間にも、グレイヴは動物たちの対処に追われていた──全力で突進してきた馬の横っ面つらを蹴けり飛ばし、馬の横から迫せまってきた狼は振ふるった長刀で両断する。脇わきを抜けようとする猫は、短剣を投げて仕留めた。空いた左手は拳こぶしを握にぎり、跳とびかかってきた犬の鼻面に叩たたき込んで吹ふっ飛ばす。そして背面へ向かって長刀を振るう。性しよう懲こりもなく後ろの二人へ飛んできた蝙蝠が、真っ二つにされて赤く飛び散った。

　次から次へと襲い来る動物たちを、グレイヴは無心で捌さばききる。

　──通常の人間であるならとっくに押しつぶされているであろうこの状況下で、グレイヴがまだ戦闘を続けていられる理由は、魔力にある。

　魔力というと『魔術を使うためのもの』と世間では思われがちだが──体に流すことで、身体能力を引き上げることもできるのだ。全速力で突進してくる馬を真横に蹴り飛ばしたり、巨きよ大だいな岩をあっという間に四分割できるほどに。

　生命力の余よ剰じようエネルギーと言われる魔力を、体に還かん元げんすることで、通常を遥はるかに上回る身体能力を得られるのではないか、とグレイヴは考えている。

　無論、その習得は容易たやすいものではない。まず最低限、体を鍛きたえ上げる必要はあるし、己おのれの内の魔力を感じ取り、その制御法を覚えなければならない。

　さらに、何があっても無意識で魔力を流した状態を維い持じできるぐらいにならなければ、実戦ではとても使い物にならない。

　グレイヴは、これを《逆理の天変地異》以前から使っていたが──魔力量が多いほど、身体能力の伸のびは高まり、長時間維持することが出来る。

　魔力が反転し、総量が増えた今のグレイヴは、二年以上前よりさらに強い──！

「天空に座すものよ、穢けがれなき白を纏まといしものよ！　清せい水すいと引き換かえに、敵意を弾はじく高潔なる壁を我に貸し与あたえたまえ！」

　背後から、ディアの凜りんとした声が届く──液体の入った小こ瓶びんを囲む魔法陣が輝かがやき、ほんの一瞬だけ、この世のものとは思えない、純白の羽衣を纏った神性存在が顕けん現げんする。

　その存在はすぐに姿を消し、同時に小瓶の中の液体も消失していたが、代わりに、ディアとミステルを囲む半透明の壁が残った。契けい約やく成立──である。

「──こっちは、これで大丈夫！　もう少しだけ頑がん張ばって！」

「オッケー、任せろ！」

　投とう擲てきした短剣を拾いあげ、後ろを気にする必要がなくなったグレイヴが吠ほえる。

　犬と狼を長刀でまとめて袈け裟さ斬りに、足下から迫る猫をコンパクトな動きで蹴り飛ばす。直後に迫る蝙蝠は短剣で斬り裂さく──一見危なげなく捌いているように見えるが、グレイヴは動物たちの動きに僅わずかに驚おどろいた。

　連携しているのだ。無む闇やみに突とつ撃げきしているわけではない──正面かと思えば足下、そして次は頭上。そして次には正面と背後から同時に迫っている。グレイヴの意識を振り回して隙すきを作ろうとしている。

　動きが細かい分、人間の軍隊を相手にするよりも厄やつ介かいかもしれない──そしてとうとう、狼の爪が、グレイヴの腹を掠かすめた。

「チッ……！」

　懐ふところの狼を膝ひざで蹴り上げ、長刀の柄つかで脳天を潰つぶす。その時、グレイヴの長刀に犬が二匹ひき、狼が一頭嚙みついてきた。身体能力を引き上げているから振り回せないことはないが、重たいことは重たいし、これでは犬たちの体が邪じや魔まで、長刀の切れ味が発揮できない。

「んのっ！」

　全力で振り回し、強制的に犬たちを振り解ほどく。だが、その時──空が、翳かげった。

「……っ!?」

　ざぁっ、という音──風で森が靡なびくような音と共に迫りくるのは、大量の鳥、鳥、鳥！

　局地的な豪ごう雨うのように迫りくる大量の鳥が、その嘴くちばしをグレイヴに向けていた──地面に当たる直前で引き返そうとか、そういう意志を微み塵じんも感じない。

　まるで自分たちは矢だと言わんばかりに、グレイヴを貫つらぬこうと急降下してくる！

　しかも、それだけではなく、間ま違ちがいなく巻き込まれるだろうに、グレイヴの脚目がけて、五頭の狼たちが駆けてくる──全くもって、大した連れん携けい魂だましいである。

「まったく、やってくれやがる……！」

　五頭の狼を蹴り飛ばし、斬り捨て、処理を終えるも──直後。

　地面が、二回、大きく跳はねた。

「……っ！　なんて間の悪い……っ！」

　どうやら、山がせきをしたらしい──震しん動どうする地面に体がぐらつき、長刀を杖つえにして、転てん倒とうを堪こらえた、その時。

　背中を上に晒さらした無防備なグレイヴの体は、鳥の矢の雨に吞のみ込まれた。




　　　　●●●




「ちょっ──グレイヴ!?」

　突然の山のせきに驚き、障壁の中の二人は木の枝にしがみついていたのだが──ある意味、山のせきよりも驚きよう愕がくの光景に、ディアは驚きの声を上げる。

　空から降り注ぐ鳥の雨にグレイヴが吞み込まれるのを見てしまったのだ。

　だが、鳥はグレイヴだけを目がけてきたわけではなかった──ディアとミステルも標的だったようで、頭上でガンガンと鳥たちが障壁に阻はばまれる音が響ひびく。

　側面から爪を立てていた狼おおかみや犬も、上からの鳥に貫かれて絶命した──その様を見て、ディアはぞっとする。

　──この木を、そこまでして守りたいの？　と。

「ディア！　はやく呪じゆ文もんの続き、教えて！」

　山やま肌はだで獣けものたちが暴れ回っているせいか、山のせきがいつもよりも長く続く中──枝から手を離はなしたミステルの声で、彼女は我に返る。

「ごめんなさい──あまりにあんまりな光景だったから、ついよそ見を」

「大丈夫！」

　ミステルは、この上ない信しん頼らいを込めて言う。

「グレイヴは、ぜ～ったい、負けたりしないから！」

「……そう。じゃあ、手の甲の魔法陣に魔力を集中させながら、私の言葉を復唱して」

　跳ねる地面の上で頷うなずいて、依より代しろの木の幹に手を当てたミステルが、耳元で囁ささやかれる言葉を、自分の口で紡つむぎ直す。

　ミステルに出来る、精せい一いつ杯ぱいの祈いのりを込めて。




「愚おろかな願いに、終わりの鐘かねを

　希望・絶望、すべて等しく、あるべき世界の姿へ還かえさん

　悪魔の祝福、神の呪のろい、聖きよきも穢れも一切吞み込み

　我、ミステルが世界に命ず」




　手の甲の魔法陣が、一言ごとに輝きを増す。そして──




「──歪ゆがめる『逆理』を、回帰せよ！」




　──キンッ、と澄すんだ音が響いた気がした。

　ディアから囁かれた呪文を紡ぎ終わった直後、魔法陣の輝きが依代の木にも伝でん播ぱし、その光が臨界点に達した──あまりの眩まぶしさに、ミステルとディアは反射的に目を閉じる。

　そして。

「……っ、もう、大丈夫みたいね……」

　眩しさが収まったらしいと感じ取った二人は、恐おそる恐る目を開いた──あれだけ続いていた山のせきによる震動も、今はぴたりと収まっている。あたりには、奇き妙みようなほどの静けさが立ち込めていた。
















　二人が開いた目に映った光景は──

「あ、依代の木が、さかさまじゃなくなってるね」

　ミステルが、不思議そうに呟つぶやく──先程まで、上下逆転していた大樹は、今やすっかり、ただの普ふ通つうの、大きなクルコの木となっていた。枝の先に生なっているクルコの実からも、光は失われている。

　しかし、改めて見比べても、他のクルコの木より二回りは幹が太い──恐らく、相当長い間ここに立っているのだろう。

「……っ、そうだ、あいつは!?」

　ディアが弾かれたように振り返る。

　鳥の雨に吞まれたグレイヴは、一体どうなったのか。

　どうやら、あれだけいた動物たちは、どこかへ行ってしまったらしい──突然の光に驚いたのだろうか。ともあれ、問題がないらしいと、魔ま法ほう陣じんを削けずって障しよう壁へきを解く。

　残っているのは、死し屍し累るい々るいたる動物たちの死し骸がいの山。

「ちょっと……あいつ、この中に交じってたりしないでしょうね」

　噎むせかえるような血の臭においと飛び散った肉や内臓に、ディアは思わず顔を顰しかめる──この原因を作ってしまったのが自分であると考えると、思うところもあるのだが。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、グレイヴだもん」

　子供らしい根こん拠きよのない言葉で、ミステルが太たい鼓こ判ばんを押した──彼女もまた、動物たちの死骸を見て、少し悲しそうな顔をしていたが。

　血だらけ肉だらけの地じ獄ごくのような光景の中、ディアは地面に突つき立つ一本の長刀を発見した。グレイヴが使っていた物だった。

「……なんか、墓標みたいね」

　縁えん起ぎでもないことをディアが口にした途と端たん、その傍そばにあった狼の死骸がもぞもぞと動き出した。

「生き残り!?」

　思わずミステルを背後に庇かばい、身構えるディアだったが──その心配は杞き憂ゆうに終わった。

「ぶはぁーっ……人を勝手に殺してんじゃねえよ……ったく」

　狼の死骸の下から、グレイヴが恨うらみがましい目をして現れた──どうやら、傍にあった狼の死体を背中に被かぶることで、嘴の直撃を避さけたらしい。

　命に別状はなさそうな彼の姿を見て、ミステルが「ね、言ったでしょ？」という目でディアに笑顔を向けてくる。

　彼女は少しほっとしつつ、呟いた。

「あら、生きてたのね」

　そんな彼女らしい、ひねくれた言葉を。




　　　　●●●




「わっ……グレイヴ、血だらけだよ？　大丈夫？」

　地面に座ったまま動かないグレイヴを見て、ミステルが心配そうに声を上げる。

「血はほとんどこいつらのだよ。見た目ほど酷ひどい怪け我がはほとんどしてない──まあ、脚あしは庇い切れなかった分、鳥に結構つっつかれたみたいだけど」

　穴だらけになったズボンをまくると、ふくらはぎに十か所以上の傷があった。

　その他にも、腹や腕うで、背中に何か所か、爪つめ痕あとらしき傷が見られた。

「ちょっとまっててね、いま治すから！」

「あ──待って、ミステル」

　グレイヴの傷に手をかざそうとしたミステルを、ディアが止める。

　首を傾かしげるミステルをよそに、ディアは木の枝を拾って、グレイヴを中心にして、魔法陣を描えがき始めた。

「何の魔法陣を描いてんだ？」

「治ち療りようのための魔法陣よ──もうできるから、少し我が慢まんしてて」

　程なくして描きあがった魔法陣を確認して、よし、とディアは頷く。

「代価は──悪いけど、彼らの血を使わせてもらいましょうか。これだけあれば、私がやってもいいかな。ミステル、ちょっと見てて──次からは、あんたにもやってもらうことになるから」

「わかった！　……って、なにを～？」

　元気よく返事をしたものの、あんまり分かっていなかったミステルにくすりと笑い、しゃがみ込んで、手を魔法陣に添そえたディアが詠えい唱しようする。

「天空にて見守るものよ、祈りと癒いやしを司つかさどりしものよ。勇ゆう猛もうなる狼の血と引き換かえに、痛みを和やわらげ、傷を塞ふさぐ、慈じ愛あいの奇き跡せきをかの者に与あたえたまえ！」

　魔法陣が光を発し、同時に、地面を染め上げていた獣たちの血が淡あわく輝かがやき出す。

　それらが光の粒りゆう子しとなり、ふわり、と漂ただよったかと思うと──グレイヴの傷を取り囲むように渦うずを巻く。

　光の渦が消えた後──グレイヴの傷は、すっかり治っていた。

「……ふぅ、うまくいったわね」

　短く息をつき、グレイヴの傷の具合を見たディアが頷いた。

「おお……見事なもんだな」

　立ち上がったグレイヴが、とん、とん、とその場で跳ねる──痛みは消え、血が噴ふき出すこともない。所々にあった爪痕も綺き麗れいになくなり、服だけがワイルドに破られていた。

　ついでに言えば、周囲の血みどろだった風景も、多少マシになっていた。鹿しかや犬のものらしき血けつ痕こんは残っていたが、狼の血は、根こそぎ代価に使われたらしい。

「何が『費用コストと効果リターンが釣つり合わない』だよ。十分じゃねえか」

「そうでもないわ──今回は大量の狼の血があったから、私程度の魔力でもあんた一人を回復させられたけど、実際のところは結構ギリギリだったと思うのよ。グレイヴ一人回復させるために、いちいち狼を十頭以上狩かってくるつもり？」

「……ちなみに、二年前のお前ならどのぐらいで済んだんだ？」

「狼の血が、小こ瓶びんに一いつ杯ぱい分あれば十分治せたでしょうね──ミステルなら、きっともっと少なくて済むわよ」

「……そいつはそいつは。ミステルの魔力ってそんなに多いのか？」

「少なく見積もっても、グレイヴの五倍はあるわね」

「ごばっ……マジか」

「ええ、大マジよ。多ければさらにその倍ぐらいかしら。だから、次からは魔法陣だけ描いて、ミステルにお願いすることにするわ」

「わっ、分かった！　わたし、がんばるね！」

　意気込むミステルを尻しり目めに、グレイヴはディアに訊たずねる。

「しっかし、血を代価って──今交こう渉しようした神性存在って、天使か何かだろ？　大丈夫だったのか？」

「基本的に天使は血を好まないけど、狼の血は例外なのよ──狼は、天使が最も好む動物だから」

「……本当に大丈夫なのか、それ」

　好きな動物の血を渡わたされても困ると思うのだが──まあ、相手は神性存在だ。こっちの考え方など通用しないのだろう。血まで愛いとしいとか、そんな感じなのかもしれない。

　しかし──

「なあ、別に文句があるわけじゃないけど、ミステルの反霊術じゃだめだったのか？」

　わざわざ魔法陣を描く手間を考えると、魔法陣なしでも治ち癒ゆが可能なミステルの反霊術の方が手っ取り早いはずだ。

「……その理由は、説明すると少し長くなるの。宿に戻もどってから教えてあげるわ」

「そうか──じゃあ、村に帰るか……と、言いたいところだが」

　グレイヴは、死し屍し累るい々の獣けものたちを見て、口を開いた。




「なあ、こいつら埋うめるの、ちょっと手伝ってくれるか？」
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　その後、グレイヴたちは、獣たちを埋まい葬そうした──土を掘ほるためのスコップは、グレイヴが近くの木から切り出して作った。結構な量の死骸があっただけに、中々骨の折れる作業ではあったが。

「──終わっちまった今となっては割とどうでもいいんだけど、こいつらの戦い方、妙に組織的だったんだよな──理由、想像つくか？」

　埋葬作業中、グレイヴの発した質問だ──それに対し、ディアは答えた。

「そうね……よほど賢かしこいまとめ役がいて指示を出してたとか……そうでなければ、あの依より代しろの木に生っていたクルコの実に理由があるんじゃないかしら」

「クルコの実に？」

「ええ。光を帯びたクルコの実──あれには、何か変わった影えい響きよう力があった、と考えるのはどう？　『依代の木を守る』という本能が刷り込まれたか、あるいは、一定以上の知ち恵えを得たか」

「本能に従ったにせよ知恵を巡めぐらせたにせよ、獣たちにとっちゃ、依代の木を守るために最善の戦い方があれだったってわけか……逆理も、余計な入れ知恵してくれたもんだ」

　これから先の逆理の蒐集も、一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ──とグレイヴはため息をついた。

　そして埋葬を終え、クルコの実をいくつか採って──一つは、盛り上がった土の山の前に供えて、グレイヴたちはクラード山を後にした。

　途中で見つけた小川で、グレイヴは体の血を洗い落とす。そのまま帰ったのでは、ブルフルスの村人たちに要いらない混乱を与えるかもしれないからだ。

　村へたどり着くころには、既に時刻は夕方になっていた。

「ん～うぅ……なんか、すっごい、ヘンな感じだよぉ」

「さすがにいい加減慣れただろ……気持ちは分からんでもないけどさ」

　村についてなお、ミステルがそんなことを口にする──波のような揺ゆれに慣れたミステルは、今度は揺れない地面にひどい違い和わ感かんを持っているようだった。

　とはいえそれは、逆理を回収した何よりの証しよう拠こだろう。

「あ、お帰りなさい──お客さんっ!?　服がすごいことになってますけど大丈夫ですか!?」

　宿へ戻ると、宿屋の看板娘むすめ、ルノがそんな言葉と共に出で迎むかえてくれた。この上で血みどろだったらどんな反応をしたんだろう、とちょっと嗜し虐ぎやく心しんをくすぐられたグレイヴだったが、事実を伝えるわけにもいかないので、へらへら笑って答える。

「いやあ、ちょっと転んだ拍ひよう子しに引っかけちゃって」

「どこで転んでどう引っかかったらそんな破れ方するんですかっ!?」

　いい反応である。

「あ、そうだ──夕飯と、お湯の準備だけしておいてもらっていいですか？　ちょっと汚よごれちゃったんで」

「わ、分かりました。少し待っててくださいね」

　パタパタと奥へ向かう看板娘の後ろ姿に、何か違和感があった。

　少し観察して、グレイヴはそれに気づく──やけに眩まぶしいと思ったら、すらりとした脚がよく見えるのだ。

　どうやら彼女はグレイヴのアドバイスを真に受けたらしい──ルノのスカートが、極きよく端たんに短くなっていた。
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「……あん、たっ……その恰かつ好こう……ぷぷっ、どうしたの……？」

　食事を終え、各おの々おの汚れを落としてから、ディアの部屋にグレイヴとミステルが来た──反霊術ではなく、魔ま術じゆつを使ってグレイヴの傷を治した理由について話すためだ。

　しかし、二人を出迎えたディアは、笑いを堪こらえきれなかった。グレイヴが、可愛かわいらしい寝ね間ま着き──ピンクの布に、デフォルメされた熊くまの顔が刺し繡しゆうされた服を着ていたからだ。

　率直に言って、似合わない。

「いや、それがな……汚れ落としてる間にルノさんに服を没ぼつ収しゆうされちまって。なんか縫ぬい直してくれるらしいんだわ──悪いからそこまでしなくてもっつったんだけど、『昨日、傷を治していただいたお礼です』つって譲ゆずらなくてな。で、代わりにこれ渡された」

　治したのはミステルの方なんだけどなー、とミステルの頭を撫なでるグレイヴ。

「ふぅんっ……ぷぷっ、よかったじゃ、ないっ……、買い直すのに、お金がっ、かからなくて……くふぅっ！」

「そりゃまあ、そうなんだがな……あとディア、お前さすがに笑いすぎだ」

　呆あきれつつも、グレイヴとミステルはベッドへ、ディアは椅い子すに座って、話し始める。

「え～っと、集まった理由って、反霊術じゃなくて、魔術をつかった理由について話すため……だったっけ？」

　ミステルの言葉に、グレイヴと──ようやく少し落ち着いたディアが頷うなずく。

「ディアが反霊術を嫌きらってる理由に関係してるんだよな？」

「……まあ、そうね──どこから話したものかしら」

　少し悩なやむような様子を見せたあと、ディアが口火を切ろうとして──

「あー、やっぱちょっと待った。先に一つ、戦利品を楽しんどこう」

「戦利品？」

「じゃじゃ～ん！」

　と、ミステルが突つき出した手に持っていたのは──

「あら、クルコの実？」

　赤と橙だいだいの斑まだら模様が特とく徴ちよう的な、今日の冒ぼう険けんの戦利品だった。

「折角だから、話が複雑になる前に味見しようぜ」

「楽しみ～！」

　グレイヴがミステルの手からクルコの実を受け取り、持参したやや小ぶりなナイフを構える。

「あんた、そんなナイフも持ってたの？」

「果物とかを切る時用にな。戦せん闘とう用の短たん剣けんとかも火で炙あぶって消毒はしてるけど、口に入れるもんはさすがに別にした方がいいだろ。火を通すわけでもないし」

「意外と細かいのね」

「うっせ。ミステルが食うもんには不安要素がない方がいいって話だ」

　言いながら、グレイヴが皮に切り目を入れる。

「うわぁっ……！」

「……いい匂においね」

　それだけで、ふわりと芳ほう醇じゆんな香かおりが部屋の中に漂ただよった──甘い香りではあるが、クラード山で嗅かいだような、噎むせかえるほどの甘ったるさはない。むしろ、どこか爽さわやかさすら感じられる。

　尻しりの部分は切り落とさないまま、皮を剝むく。皿のように広がった皮の上で、見た目にも鮮あざやかな黄色の果実が姿を見せた。オレンジなどのような粒つぶ々つぶとした果肉と違ちがい、つるりとした表面はブドウを思わせる。皮目の部分からは、僅わずかに果か汁じゆうが垂れていた。

　その果肉を、グレイヴは器用に切り分け始める。真ん中に種があったにもかかわらず、綺き麗れいに六等分されたクルコの実は、黄色い花のようにも見えた。

「柔やわらかいけど、思ったよりしっかりしてたな……ほら、ミステル。ディアも。結構果汁出るから、服汚さないように気をつけろよ」

「は～い」

「ありがと……いただくわ」

　グレイヴの手の上から、ミステルとディアが一切れずつクルコの実を取る。運ぶ間にもふるりと揺れたその果肉は、見ただけでも柔らかさが伝わってくる。

　ミステルとディアは、同時にそれを口に運んだ。

「んっ……んん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

「…………!!」

　ミステルは頰ほおを押さえて言葉にならない何かを叫さけび、ディアは絶句しながらも、あまりのおいしさに頰を緩ゆるませていた。

　ふるふるとした実を口にした瞬しゆん間かん、ゼリーにも似た食感、そしてそれを楽しむ間もなく、弾はじけるように溢あふれた果汁がどっと口の中へ流れ込んでくる。
















　味を感じるよりも先に、ハチミツ入りの紅茶にも似た風味が一気に鼻を抜ぬけていく。少し遅おくれて、ようやく感じることのできた果汁の上質な甘さが、口の中を幸せで満たしていく。それでいて、ほんの僅かに含ふくまれる酸味が、その甘さにしつこさを感じさせない。

「お、い、しぃい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「……これ……スゴいわね……こんなの初めてよ」

　嚥えん下かしたあとも口に残る余よ韻いんに、二人は幸せそうな笑顔を浮うかべていた。ミステルなど、あまりのおいしさにベッドの上を転げ回っている。

「確かにうまいな……ほんとに果物かよ、これ」

　そしてその驚きよう愕がくはグレイヴも同様で──これまで色々な場所を巡ってきた彼をして、思わせた。

　クルコの実は、今まで食べてきた果物の中でも一番うまいと。

「……ミステル、よかったら、私の分のもう一切れ、食べる？」

　未いまだに転げ回るミステルの様子を見て、ディアがそう訊たずねると、体を起こしたミステルは目をぱちくりさせて訊ね返す。

「……ディア、いいの？」

「いいわよ。ほら、遠えん慮りよしないで」

　正直なところ、自分の分は自分の分として食べたいところではあったのだが──単純にミステルが喜んでいるのを見て、分けてあげてもいいかな、と思ったのである。

　そんな申し出を受けたミステルは、少し考え込むように唸うなって──

「ん～……うんっ、ありがとっ、ディア！　いただきます！」

「どういたしまして」

　にっこりと笑って、ミステルがクルコの実に再度手を伸のばす。それを僅かに微笑ほほえましい表情で見ていたディアの目の前に、にゅっと手が伸びてきた。

「……グレイヴ？　何よ」

「それ、やるよ」

　笑うグレイヴの手の先には、クルコの実の欠片かけらがつままれていた。大きさから見るに、六等分の内の一切れを半分にしたものだろう。

「俺の分の、残りの半分だ──ミステルに分けてくれた礼だよ」

「……別によかったのに」

「いいから持ってけ。なんならこのまま口に運んでやろうか？」

「結構よ。実だけありがたくいただいておくわ」

　グレイヴの指先からクルコの実を受け取り、口へ運ぶ。

　二度目だが、やはり美味。

　口の中に再度広がったクルコの実の味に、ディアの顔も自然に緩んだ。

　ごちそうさま、とグレイヴに言って、ディアは彼の横顔を眺ながめる。

　……意外と人を見てるのね、と、ディアはグレイヴの新しい一面を見た気分になった。
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　──クルコの実の食後の余韻も落ち着き、口を拭ぬぐったり手を拭ふいたりなどを済ませたあと、三人が今夜集まる理由となった本題について、ようやく話し始めた。

「まず最初に──魔術に必要な要素が、それぞれ持つ意味については知ってる？」

「……？　どういうことだ？」

　口火を切ったディアの言葉の意味を測りかねて、グレイヴが首を傾かしげる。

「知らないなら、まずはそこからね。あんたたちも知っての通り、魔術は魔ま法ほう陣じんを描えがいて、魔力を流して、神性存在を呼び出して、代価と引き換かえに願いを叶かなえてもらう。その流れは絶対よ──この中の一つでもなければ、魔術は成立しない」

　まず第一に、とディアは指を一本立てる。

「魔法陣を描くというのは、神性存在のいる世界と、この世界を繫つなぐための門を作るようなものなの。そもそもにおいて、これがなければ呼びかけることもできない。正確な魔法陣を描くためには、相当量の練習と莫ばく大だいな知識が必要になるわ」

　言って、ディアは二本目の指を立てる。

「二つ目に、魔力を流す。これは、門の鍵かぎを開いて、呼よび鈴りんを鳴らすようなものよ。この時に呪じゆ文もんを唱えることが多いけど、これは魔力に指向性を持たせて、向こう側へ繫がりやすくするため──魔力というのは、言葉やイメージにその性質を引っ張られるものだから。この呼びかけに神性存在が応じれば、魔法陣が輝かがやきを発するわ」

　そして、最後に──と、三本目の指を立てる。

「呼び出した神性存在に、代価を渡わたす──これは神性存在にとって、最も大事なものとも言えるわ。これがなければ、タダ働きのようなものだもの」

「は～い、ディア！」

「何、ミステル？」

「しんせ～そんざいって、代価をもらったらどうするの？　食べちゃうの？」

「あはは、いい質問だわ──そうね、ある意味食べる、というのが正しいかも」

「なんでも食うのか？　食べ物じゃなくても？」

　言いながら、グレイヴは山でのことを思い出す。自分の傷を治してくれた神性存在が、狼おおかみの血を啜すすっている様を想像してしまい、さすがにちょっとぞっとした。

「取り込むという意味では、食べるというのと同義かもしれない、って意味よ。むしゃむしゃ口から食べるわけじゃないわ」

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべる二人。

「いい、精せい霊れい、天使、悪魔に神──それら、肉体を持たない、霊的な存在の総そう称しようが神性存在っていうのは知ってると思うけど、彼らの住すみ処かは次元が一つも二つも上の世界なの。そこは、肉体という概がい念ねんがない世界とされているわ」

　──では、その世界に住まう神性存在の体は、一体何で構成されているのか？

「魔術師の間では、魔力のさらに上位の力の集合体だって考えられてる。確かめられた人はいないけど」

「なあ、神性存在の住む世界が、肉体……っつーか、実体っていう概念がないんだとしたら、代価を渡したところで持ち込めないんじゃないのか？」

「その通りよ──だから、魔法陣を通して神性存在が代価を受け取った瞬間、それらは魔力に変へん換かんされるわ。彼らはそれを取り込むことで、こっちの願いを叶えるために使用した以上の力を得られるってわけ」

「えっと～……」

　むむむ、とミステルがこめかみを揉もみほぐしながら、話を嚙かみ砕くだこうとしていた。

「つまりさ～、魔力って、しんせ～そんざいにとってのご飯みたいなもの？」

「みたいな、じゃなくて、まさにそうなのよ。ミステル、理解が早いわね」

「じゃあ何か、神性存在って連中は、まさかメシの匂いにつられて呼び出されてるってことじゃねえだろうな」

「そんな一いつ本ぽん釣づりみたいな表現はどうかと思うけど……正すほど間違ってもないわね」

　神性存在に対するイメージが、グレイヴの中で定まらなくなってきた今日この頃ごろである。

「使う魔術によって差し出す代価が変わってくるのは、神性存在ごとに好みがあるから──そして神性存在がより好むのは、魔力を取り込んだ際、自分の力への変換効率が高いものよ」

「へんかんこ～りつ……？」

「腹いっぱいになるってことだ」

「なるほど～」

　厳密には、取り出せるエネルギー……神性存在の場合は、『魔力のさらに上位の力』が多くなるということなのだろうが、グレイヴは目め一いつ杯ぱい嚙み砕いてミステルに言った。間違ってはいないようで、ディアも特に訂てい正せいを入れることはしなかった。

「──さて、魔術についての講こう釈しやくも大体済んだし、話を神隷術について──いや、あなたたちには反霊術の方が分かりやすいのかしら？」

「あぁ……それ、前から訊きこうと思ってたんだけど、やっぱ聞き違いとかじゃなかったんだな。何か、違いがあるのか？」

　訊こうとするたびにタイミングを外していた質問についてようやく訊けて、グレイヴはちょっとすっきりした。

「いいえ、呼び方の問題だけで、中身は何一つ変わらないわ」

「だったら、お前が言いやすい方でいいぞ」

「じゃあ、神隷術と呼ばせてもらうけど。二年前の《逆理の天変地異》以降に発生した、魔術と似て非なる術。それが、世間一いつ般ぱんの認識だけど……冗じよう談だんじゃないわ。あれは、魔術どころじゃなくタチが悪いのに」

　吐はき捨てるように言ったディアの目に、明確な怒いかりの火が灯ともり──そこで自分の感情に気づいたのか、二度深呼吸をして、自身を落ち着かせた。

「ふぅ……神隷術の仕組みは、魔術に比べれば至ってシンプルよ。起こしたい事象を頭の中で思い浮かべて、魔力を集中する。すると、その通りの事象が起こる。これは、ミステルならよく分かるでしょ？」

　こくん、とミステルが頷うなずく。傷が塞ふさがる、優やさしい光。それが、彼女が治ち癒ゆの際に頭に思い浮かべるイメージだ。

「起こしたい事象を、魔力がある限り起こせる。魔力が強ければ強いほど、イメージが強ければ強いほど、起こせる事象はより強力になる。まあ、こうやってみれば、そりゃ神隷術の方が習得しやすいわよね──けど実は、その神隷術によって起こる事象も、神性存在が引き起こしているものなのよ」

　初耳の話に驚く二人に、ディアは指を二本立てる。

「……力の起源を同じくするこの二つ、神隷術と魔術の大きな違ちがいは、二つ。分かる？」

「え～っと……魔法陣がない！」

「それに、代価もないな」

「そう──魔法陣と代価の不在。これが、大問題なのよ」

　ほとほと困ったと言いたげに、ディアは眉み間けんに指を当てる。

「魔法陣がなければ、神性存在との交こう渉しようもできない。かつ、代価がなければ彼らはこっちの呼びかけに応じることなんてまずない。そのはずだったのに、今はそのあり得ない事象がしっかり起こってしまっている──ルールが、捻ねじ曲がってしまっている」

　ちょうど二年前からね──というディアの呟つぶやきに、グレイヴは悟さとる。

「……《逆理の天変地異》が原因で、か」

「それ以外に原因なんて考えられないわ。私たちの魔力の量が反転してしまったように、逆理という存在そのものが、魔術にも多大なる影えい響きようを及およぼしているってこと」

　話を戻もどすわ、と前置きして、ディアがさらに続けた。

「神隷術によって起こる事象は、神性存在が起こしているということを、ほとんどの人は知らないわ。魔術のように姿を見せることは一いつ瞬しゆんたりともないけど、これは間違いない。一方で、神隷術には魔法陣がなければ代価もない──これは、さっきも言ったけれど、神性存在が無理矢理引っ張られて、かつタダ働きをしているに等しいの。つまり……」

「神隷術の効果を発揮するために使った力の、補ほ充じゆうができないから……」

「……お腹、ぺこぺこになるってこと？」

　ミステルの表現は可愛かわいらしすぎて、緊きん迫ぱく感かんが感じられないが──つまりは、そういうことである。厳密には、術者の発した魔力を得てはいるわけだが、代価を含ふくむ魔術と比べれば、得られる魔力は雀すずめの涙なみだほどにもならない。

　何より問題なのは、神性存在の方が、その一方的な呼びかけを無視できないという点だ。神隷術というものは、どういうわけか、そういう仕組みになっているのである。

　そして、神性存在が力を補充できないまま身を切り続け、空腹が臨界点に達してしまえば──消しよう滅めつする以外に、道はない。

　神性存在を、奴ど隷れいのように酷こく使しする、術。

　故ゆえに、内情を知る魔術師は侮ぶ蔑べつを込めて──

「神隷術、と、この術のことをそう呼んでいるのよ。だからこそ、あまりむやみやたらに神隷術を使ってほしくなかったの。重傷みたいな、急ぎの時とかはさすがに止めないけど──時間を取れる時なら、出来れば魔術の方を使ってほしい。それが今日、山での治ち療りようをストップした理由よ。ミステル、分かってくれたかしら？」

「ん～……っ、むつかしい……でも、神隷術は、あまり使わない方がいい、ってことだよね？」

「それだけ分かってくれれば十分だわ。今度、治療用の魔術を教えてあげる」

　ディアが、胸を撫なで下ろすように顔を綻ほころばせた。

「なるほどな……ところで、一つ気になったんだが」

　顎あごに手を当てたグレイヴが、やや顔を顰しかめて言う。

「神性存在ってのは……確か、色々司つかさどってるんじゃなかったか？」

「いろいろ～？」

「そうよ。生命、気候、大地──ほんとに色々あるわけだけど、一言でまとめることもできるわ」

「というと？」

「理、よ」

　世界にあるべき、ルールの全て。

　それを司っているのが、神性存在。

「ってことは、神性存在が死ぬと？」

「理が崩壊するわね──あくまで捻じ曲げているだけの逆理と違って、根本から消滅することになると思うわ。それが世界にどういう結果をもたらすのか、想像に難かたくないでしょう？」

「大変なことに、なっちゃう……よね～……？　ふぁあ、むにゃ……」

　神性存在とて生物、いずれ寿じゆ命みようを迎むかえる存在ではあるのだが、人類の目で見れば恐おそろしく長い寿命を持っているし、子供だって作る。つまりは、代だい替がわりをすることで、世界の秩ちつ序じよを保ってきたのだ。

　しかし、神隷術によって急速に力を削けずられるという状じよう況きようが続けば、代替わりの前に神性存在が消えてしまう。

「──だからこそ、逆理を回収しなければならないの。神隷術は、逆理の影響で使用が可能になっているものだから」

　ディアの目的は。

　全ての逆理を蒐集することによる、神隷術の抹まつ消しよう、ということだ。
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「──ようやく少し、納得がいった」

　それらを聞いたグレイヴは、頷く。

　逆理の回収と世界の救済──その二つが、ようやく繫つながったのだ。

　ちなみにミステルは、話が難しくなってきたのか、グレイヴの脚に頭を預けて、すぅ、すぅ、と可愛らしい寝ね息いきを立てて眠ねむっている。

「とはいえ、神性存在の力が削られてる影響は、そんなにすぐに出るもんなのか？」

「それが、もう出てるのよ。アルファリア導師国は知ってる？」

「このご時世に、知らない奴やつの方がどうかしてるビッグネームじゃねえか」

　グレイヴたちのいる大陸から見て、南にある島国で──元・魔術師の国。

　魔ま術じゆつ師しの待たい遇ぐうは手厚いが、魔術を使えない者に対する差別が激しい国として有名だった──奴隷として扱あつかわれる者も少なくなかったと、グレイヴは噂うわさで聞いている。

　しかし、《逆理の天変地異》をきっかけに、その立場は逆転する。

　それまで奴隷扱いされていた者たち、肩かた身みの狭せまい思いをしていた者たちが神隷術という武器を手に入れ──逆に魔術師たちは、魔術を使えないわけではなかったが、魔力の反転現象により、それ以前とは勝手の違う状況に追い込まれた。

　結果として、奴隷たちの反乱によって魔術師の国は滅ほろび──反乱軍を先導した『導師』と呼ばれる者が、今は国を治めているという。神隷術が、一般に反隷術──転じて、反霊術と呼ばれるのも、この出来事に由来している。

「で、その導師国がどうかしたのか？」

「注目してほしいのは、気候の話よ」

「気候って……確か、南の島国だから、年中通して温暖な気候のはずだろ？」

「もう、違うの」

　ディアは首を横に振ふる。

「今は、年中通して冷え込んでいるそうよ──一年の八割、雪が降っているらしいわ」

「八割……!?」

　グレイヴは、ミステルを起こさないように声を潜ひそめながらも、片方の眉まゆを撥はね上げる。

「この話の流れだと……逆理の影響、じゃないんだよな？」

「何も知らない人たちは、そう思っているでしょうね。でも逆理のせいだとするなら、もっと狂くるった事態に陥おちいっているはずよ。例えば、そうね……酷ひどい熱を持つ雪、とかかしら？　ともかく、今の導師国は、一年を通して冷え込んでいるわ──二年前までは、気温の低い時でも霜しもすら降りなかったのに」

　この異常度が伝わるかしら、とディアは言う。

「これは、至極真っ当な異常気象で、だからこそ危ない。神性存在が力を失い始め、理のバランスを崩くずしている証しよう拠こよ。この世界において、恐らく最も頻ひん繁ぱんに神隷術を使っている導師国の気候が、二年前を境に一気に狂った。これが偶ぐう然ぜんだなんてわけがない。なんなら、いずれ立ち寄って、ミステルに調べてもらえばいいわ──多分、《回帰の法》の羅ら針しん盤ばんは、反応しないから」

「まあ、それもそうだな。疑ってるわけじゃないけど」

　ただ、とグレイヴはディアを見る。

「一つ、分からない点があるとすれば──お前だ」

「私？」

　言い方は悪いかもしれないけど、と前置きをして。

「これ、お前がやらなきゃいけなかったことなのか？　《回帰の法》を見つけて、それ使える人間を探し回って。結構な苦労をしてきたんじゃないのか？」

　一年と半年近く──あちこちを彷徨さまよったと言っていた。

　たった一人で。

「なんでそこまでする？　お前は、どうしても世界を救わなきゃいけない！　って正義感のあるタイプには、正直見えないんだが」

「……まあ、そうね。確かに私、自分に関係のない事態を、わざわざ解決しようなんてほどの心意気は持ってないわ」

「…………」

「──これは、身内の尻しり拭ぬぐいよ」

　少しの逡しゆん巡じゆんのあと、ディアは覚かく悟ごを決めた表情で、口を開いた。




「《逆理の天変地異》を起こした魔術師は──私の、お父さんなの」
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　──ディアの父親、グリムは、優ゆう秀しゆうな魔術師だった。

　類稀まれなる才能を持ち、それまで接せつ触しよくすることが出来なかった神性存在に通じる魔ま法ほう陣じんをいくつも発見。グリム・オラクルといえば、魔術師の間どころか、少々学問をかじった程度の者ですら知らぬ者がいないほどの傑けつ物ぶつで、時代を変えた人物とまで言われることもある。

　特に大きかったのは、とある土地に遥はるか古代から残っていた、魔術的な呪のろいを解く魔法陣を発見した一件だという──呪いによって踏ふみ込めなかったその土地で発見された、新種の薬草や生物のおかげで、不治の病と言われていた病気の治療法が確立したり、考古学的な観点でも、太古に何が起きたのか、その考察の一助となる発見もあった。

　そんな父親のことを、ディアはとても尊敬していた。母親が早くに亡なくなり、父子家庭で育ってきたからというのもあるかもしれない。

　──わたしも、おとうさんみたいになりたい。

　そう思い、何を疑うこともなく、ディアは魔術を学び始めた。

　父親譲ゆずりの膨ぼう大だいな魔力量と知性、好きなだけ魔術を学べる環かん境きよう──そして何より、グリムという父親からの教え。

　魔術師として、この上なく恵めぐまれたディアの資質はあっという間に開花し、成長し、十四になるころには、周囲の大人が一目置くほどの一人前の魔術師となっていた。

　しかし──自分を育ててくれた父親への唯ゆい一いつの不満は、グリムが行っていた魔術の研究を、絶対に手伝わせてくれなかったことだ。毎晩毎晩一人で部屋に籠こもっては、厳重に鍵かぎを掛かけて絶対に立ち入らせてくれなかったのだ。

　そんな父親に不満を持ったものの、そうまでしてディアの手助けを拒こばむということは、まだ自分は力不足なのだろうと思っていた。

　ならば、もっと研けん鑽さんを積み、いつかその研究に加えてもらおう──そうディアは考えていたのだが、しかし。

　──二年前、ディアが十五歳の時。

　グリムが、突とつ如じよ失しつ踪そうした。

　家にいた執しつ事じや召めし使つかいなどはおろか、ディアにも何も言わずに。

　とはいえディアは、最初は気にも留めていなかった──上位の魔術師の会合や他の町への遠出などで、一日二日家を空けることはよくあったのだ。

　気になることがあったとすれば──普ふ段だん家を空ける際は厳重に鍵が掛けられているはずの、グリムの研究室。そこの鍵が、開きっ放しになっていたことぐらいだ。

　──珍めずらしいこともあるものね……急いでたのかな。

　部屋の中への興味がないわけもなかったが、この部屋の中に入るのは父の許可を得た時。そう考えていたディアは、父親の帰き還かんを待っていたのだが──

　……おかしいと感じ始めたのは、父親が姿を消して一週間が過ぎたころ。ここまで長く、それも理由もなく帰ってこないのは初めてだった。

　──お父さんの身に、一体何が？

　そう思い始めると、いてもたってもいられなくなり──その夜、ディアは唯一手がかりの残されていそうな、父の研究室へと足を踏み入れた。

　初めて入る、薄うす暗ぐらい部屋の中──そこには、夥おびただしい量の紙が散乱していた。その数は万を下らないだろう。それも、一枚一枚にびっしりと何かが書き込まれている。

　ディアは少々、ドキドキしながらその中の一枚を手に取る。グリムの足あし跡あとを探すためとはいえ、勝手に研究内容を見ちゃうのもなあ、という罪悪感。一方で、単純に、父がどんな研究をしているのかを知るのが楽しみでもあった。

　どれと定まらない高こう揚よう感かんに、ある種浮うかれていたとも言えるだろうが──紙に書かれた内容を目にしたディアは、頭の中に氷をぶち込まれたような気分になった。

　──な、に。これ。

　思わず、ディアの口からそんな言葉が漏もれた。

　びっしりと書き込まれていたのは、魔術師の中でも、所謂いわゆる《禁きん呪じゆ》と呼ばれる代しろ物ものについての研究レポートだった。

　……これが、ただの禁呪のレポートならば、ディアもそこまで驚おどろかなかった。上位の魔術師ならば禁呪の研究を任されることもある。当然危険が伴ともなうので、この研究にディアを加えなかったのも、まあ納得がいく。

　問題なのは──これを初めて見たディアの目にも、ただの禁呪のレポートには映らなかったという点だ。

　ディアは、次から次へと紙を手に取った──それは、知ち識しき欲よくとは違ちがう何かに突つき動かされてのものだった。もしかすると、それは恐きよう怖ふだったのかもしれない。

　この研究が、一体どこへ向かうのか──ディアにはまるで理解できなかったのだ。

　遥か太古に失われた禁呪。

　世界を歪ゆがめる禁断の魔術。

　魂たましい。霊れい域いき。上位次元。寿じゆ命みよう。反転。世界の混こん沌とん。

　関係のあるレポートから、まるで関係のなさそうなレポートまで、次から次へと、読んでいく──断片的な情報ばかりが、頭の中に積み重なっていく。

　そして、この研究レポートの行きつく先──答えの書かれた紙を発見し、読み終えて。

　──お父さんを、止めないと。

　そう思った瞬しゆん間かんに、閉め切っていたはずの部屋の中が、突とつ然ぜん眩まばゆく照らされた。

　世界を歪める、光の柱によって。

《逆理の天変地異》が起こった──世界が歪んだ瞬間である。




　……結局、あの優やさしかった父親が、何を思ってそんなものに手を出してしまったのかは未いまだに分からないが、ハッキリしていることは一つ。

　世界が狂ってしまったのは、父のせいだ。

　それを知ったディアは、途と方ほうもない罪悪感に襲おそわれた。

　わけの分からない事態に傷つく人々が生まれたのも。

　魔術的にあり得ない、神隷術が使われ始めたのも。

　全ての原因は、ディアの父親にある──そう、あくまで、ディア自身には原因はない。

　そんなことは重々承知の上で、それでも。

　──私には、この世界を元に戻もどす義務がある。

　そう、思ったのである。

　そこからの彼女の行動は早かった。

　魔術を用いて、叡えい智ちの神に逆理を戻すための力──《回帰の法》について、教えを乞こうた。反則じみた方法ではあるが、彼女は一刻でも早く、それを知りたかったのだ。

　が。

　この時に、彼女は魔力が低いとはどういうことかを思い知った。

　父親が家に残していった、代価として使えそうな道具の数々。竜りゆうの翼つばさや日の光を百年浴びた鉱石、とびっきりの力を持つ霊れい獣じゆうの牙きば、遥か昔の古魚の骨を内包した琥こ珀はく……まともに使っていれば、先百年は代価に困らないだろうほどの、価値ある品々。

　それらすべてが、たった一度で一つ残らず持っていかれた。綺き麗れいになった家の中を見て、この家はこんなに広かったのか、とディアは茫ぼう然ぜんとしたものだ。

　仮にこれが、魔力の量が反転する前のことであれば──半分、否いな、四分の一ほどで済んでいただろう。それでも洒落しやれにならない量ではあるのだが、こともあろうに、今の彼女に要求されたのはその四倍である。

　魔術において、自分の立場が酷ひどく不利なものになったことを、身を以もつて思い知った。

　だが、彼女はそれを、受け入れて。

《回帰の法》を使える者を、探すための旅に出たのだ。

　この逆理の世界を、元の世界に戻すために。
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「…………」

　話し終わったディアの鼓こ動どうが、酷く高まる──表情にこそ出さないが、彼女はかなり不安だった。

　これを知ったグレイヴが、どう思うのか。

　もしも自分を敵と見み做なして、ミステルと共に離はなれていってしまったらどうしよう。

　しかし、これから行動を共にする以上──これは、言っておくべきことだと思ったのだ。

　果たして、グレイヴの反応は。

「……ふぅん、なるほどね」

「…………………………………………え、それだけ？」

　かなり身構えていただけに、ディアとしてはかなり肩かた透すかしというか、拍ひよう子し抜ぬけな反応だった──一方のグレイヴは、ミステルの頭を撫なでながらディアを見る。

「別に俺は、逆理の世界に不利益を被こうむった側の人間じゃないしな。仮に被ひ害がいを受けてたとしても、別にお前が天変地異を引き起こしたわけじゃないんだろ？　だったらディアにどうこう言う理由はねえじゃん」

「それはそうだけど……」

　事実と心の持ちようは、別物である。

「それにむしろ俺は……あ、いや、なんでもない。今のは忘れろ」

「？」

　急にお茶を濁にごしたグレイヴに、ディアは首を傾かしげるも──グレイヴは、ミステルを抱かかえて立ち上がる。

「そろそろ、俺らは自分の部屋に戻るわ。明日あした、次のとこに出発するんだろ？」

「え、ええ。そのつもり」

「そっか。じゃあ、また明日な──あ、最後に一つだけ」

　ディアが開けた扉とびらを通り、廊ろう下かに出たグレイヴが振ふり返る。

「さっきの話を聞いて、ディアが甘いけどいい奴やつだってのは分かったぞ」

「っ……ば、馬ば鹿かにしてるの？」

　グレイヴの本心を摑つかめず、少々動どう揺ようしながらも訊たずねる。

「いやいや、本心だよ──そうじゃなきゃ、身内のやらかしたことって理由だけで、わざわざ旅になんて出ないだろ、普通。昨日だってほら、ぶつぶつ文句言いながら割れた皿拾ったり、看板娘むすめの傷の具合診みたりしてたじゃん。クールでキツい物言いする割りには、甘くていい奴だって思っ」

「今のは完全に馬鹿にしたわね！」

「ははは、じゃあな！」

　グレイヴが、子供一人を抱えているとは思えない速さで歩き去ったのを見て、はぁ、とディアはため息をつく。部屋に戻り、椅い子すに座って、机の上の鏡を見た。呆あきれたような嘲ちよう笑しようを浮かべる、少女の顔が映っている。

「……クールでキツい物言い、か」

　別に、好きでこうなったわけじゃない──二年前までは、まだもう少し表情も柔やわらかかったと思うけれど、それ以降は弱みを周りに見せないように注意して過ごしてきた。《回帰の法》を使える者を探す旅に出てからはなおさらだ。

　張り詰つめた態度で、人から反感を買うことも少なからずあった──と思う。

　だから、甘くていい奴、なんて評価を受けたのは、初めてかもしれない。

「……いまさら、柔らかい自分になるのは難しいと思うけど」

　折角、一いつ緒しよに旅をする仲間が見つかったのだ。

　ちょっとぐらいは、優しくなってもいいのかもしれない──と、口の端はしを指で押し上げてみた。

　静かな部屋の中、不器用な笑顔をした少女が、鏡に映っていた。




　　　　●●●




「──おはよう、二人とも」

　翌朝、宿の食堂で合流したグレイヴとミステルに、ディアは精せい一いつ杯ぱいの笑顔を向けてみた。

　なぜか二人が肩かたを跳はねさせ、ミステルはグレイヴの背後に隠かくれた。

「……？　どうかした？」

「いや、そりゃこっちのセリフだ……なんかすごい表情してるけど、どうした？」

「……ディ、ディア、ちょっと怖こわい……」

「……………………」

　ふっ、と表情を消した。

　慣れないことはするものじゃないな、と自嘲した。

「お、機き嫌げんが直ったらしいな」

「いつものディアだ～！」

「…………ええ、そうねぇ」

　どうやらからかいなどではなく、素で言っているらしい。ぶん殴なぐってやりたい衝しよう動どうに駆かられたが、さすがに食堂でそれもまずいだろうと思ったディアは、にっこりと全力の笑顔をグレイヴに向けた。正面に座ったグレイヴとミステルが何やら戦々恐きよう々きようとした表情を浮かべていたが、知ったこっちゃない。

「さて──朝食のあと、今後の方針について軽く話したいんだけど、いいかしら？」

「問題ありません」

「だいじょうぶ、です」

　……二人が敬語になっている理由を、小一時間問い詰めたくなったディアだった。
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「──さて、んじゃー次は北か！」

　宿を出た三人は、各おの々おのの荷物を抱えて、北側の村の出口へ向かう。

　宿を出る際に手を振りながら見送ってくれたルノ──の、眩まぶしい脚あしを見て、またこの村に来よう、とグレイヴは固く誓ちかった。下心に。

　向かう方角を北にした理由は、ミステルの羅ら針しん盤ばんだ──朝食の後、部屋の中で使用した際に、光の針が北を指したのだ。

「地図通りなら、北にあるのは極夜都市だったよな」

「きょくや……ってなに～？」

「ずっと夜の地域のことね」

「お日さまがでないの!?　そんなところがあるんだね～」

　そんなことを言いながら歩いていると、前方に村人の集団がいるのを発見した──何やら戸と惑まどったように話し合っている様子だ。

　その中に、見知った顔を見つけた。グレイヴが村へ来た当初に知り合った、ベジーとザドの親子である。

「ベジーさん、どうも」

「ん？　ああ、君らか……もう、村を出るのかい？」

「まあね。野菜、確かにうまかったよ。ところで、何かあったのか？」

「いや、それがだな……君らも気づいてないか？　地面が、全く揺ゆれなくなっているんだ」

　そう話すベジーの顔色は、非常にいい。

「しかも不思議なことに、昨日の昼過ぎあたり──集中して地面が揺れたあたりから、全く岩とかが飛来しなくってな。いつもなら時間を置いて、日に三、四回のペースなんだが。いや、もちろんいいことなのは分かってるんだが、どうにも不気味な感じがしてな。嵐あらしの前の静けさとでもいうのか」

「父ちゃんはびびりすぎなんだよー。飛んでこないんだからいいじゃん」

「穿うがちすぎなのは私もよく分かっている。だが、不安なものは不安なんだ」

　──無論それは、ミステルが逆理を蒐集したからなのだが、それらに関することは絶対に言わないことにしている。朝食後の方針会議で、三人はそう決めたのだ。

　実際、口にしたところで信じてはもらえないだろう。下手に口にして奇き異いの視線を受けるぐらいなら、言わない方がマシである。

　とはいえ、ミステルが全く感謝されないというのも、グレイヴとしては少々納得いかなかった──これもまた、親馬鹿的な視点であるかもしれないが。

　なのでグレイヴは口にした。

「もしかして、誰だれかが逆理をなかったことにしてくれたんだったりして？」

　馬鹿っ、と言いたげに、ディアの鋭するどい眼光がグレイヴを貫つらぬく。

　が──ベジーは、一いつ瞬しゆん目を丸くした後、大声で笑った。

「さすがに、それはないだろう──自然に消えた、という方がまだ納得ができる。逆理は、人の手でどうにかできるものじゃないだろうに」

「にーちゃん、ばっかじゃねーの！　そんなことできるわけないじゃん！」

　二人して否定的な意見である──まあ、グレイヴとて分かっていたことだ。

　望んでいた答えが得られなかったのは、少々心残りだが……まあ、仕方あるまい。

「よし、じゃあ俺たちはこれで──」

「グレイヴ！　荷物～っ！」

　村人の塊かたまりに背を向けて去ろうとしたグレイヴを呼び止めたのは、ミステルだ。ぴょんぴょん跳とびはねて、グレイヴの背負う荷物に手を伸のばしている。

「あ、そうだったな……でも、ここじゃちょっと騒さわがれるかもな。ベジーさん、ザド、ちょっとあっちまでいいか？」

「うん？　構わないが」

「なんだよー、ばかなにーちゃん」

　グレイヴ一行と二人の親子は、村人団子から外れて、とある家の陰かげに入る。

　そこでグレイヴの荷物から、ミステルは一つの果実を取り出した。

「はい、これあげる！」

　それを見て、ベジーは目を丸くし、ザドは目を輝かがやかせる。

「なっ……これは!?」

「クルコの実だ！」

　ミステルの掌てのひらに収まりきらないぐらいの、やや大おお振ぶりな実。赤と橙だいだいの斑まだら模様が特とく徴ちよう的な果実──クルコの実。逆理の蒐集後に、採ってきた内の一つである。

「……ほんとにとってくるなんて、思ってなかった。ねーちゃん、そんなにおとなだってみとめてほしかったのか？」

「あ、そういえばそんなことも言ってたね～」

　忘れてた、と言ってから、ミステルはにっこりと笑って、人差し指を立ててウィンクした。

「宿屋のお姉ねえさんに聞いたんだ～、ザドくんがクルコの実が大好きだって！　だから、あげる。ザドくんよりもちょっぴりお姉さんの、わたしからのプレゼントだ～♪」

　途と端たん、顔を真っ赤にしたザドが、目を逸そらしながらごにょごにょ言う。

「あ……ありがと……ねーちゃんのこと……おれよりおとなだって……みとめ……」

「ん～？　なになに～？」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　な、なんでもない！」

　耳を寄せられ、ザドはさらに真っ赤になって後ずさる。

「……本当に山に入ったのかい？　あれほど危険だと言ったのに」

　呆れたようにベジーが訊ねる。

「いやあ、それがちょっと用事が出来ちゃったもんで。まあ、ついでだ。噂うわさの味も気になってたし。俺たちの分もあるから、遠えん慮りよせずに受け取ってくれ」

「用事……？」

　そこで何かを思案するように顎あごに指を当て、僅わずかに目を見開いたあと、思いついた考えを振り払はらうように首を振った。

「いや……まさかな……そんなことが、あるはずがない」

　ぶつぶつと呟つぶやいた後、ベジーは未いまだに真っ赤な息子の頭に手を置き、笑う。

「わざわざ気を遣つかわせて悪かったね。クルコの実、ありがとう」

「いやいや、それじゃあ、お達者で」

「またね、ザドくん！」

「ね、ねーちゃんもな」

　歩き出したグレイヴにミステル、特に面識のなかったディアも会え釈しやくして二人に続く。

「──ああ、そうだ。一つ言い忘れていた」

　ベジーの言葉に、三人は足を止めて振ふり向く。

「もしかしたら、逆理を誰かがなかったことにしてくれたんじゃないかと言っていたが──あり得ないことだとは思うが、もしも、そうだとしたら」

　一いつ拍ぱくの、間があって。

「その人には、ありがとうとしか、言えないよなぁ……それだけだ。君たちの旅路の幸運を、心から祈いのっているよ」
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「まったくもう、信じられない……！　いきなりあんな匂におわせるようなことを言うなんて……！」

　村を出て歩きながら、ディアがぶつぶつと文句を垂れる──どうやら、ずいぶんとご機嫌斜ななめのようだ。

　ぱたぱたと、鼻歌交じりに先を歩くミステルから目を離はなさないままに、隣となりを歩くグレイヴがへらへら笑って口にする。

「そう言うなよ。一番最初なんだ、感謝の言葉の一つぐらいもらっといた方が、ミステルだってやる気出るかもしれないだろ？　あいつの子供っぽさ見てると不安になる気持ちも分かるけど、あんまり子供扱いしてやるなよ」

「……！」

　自分の内心を言い当てられて、ディアは僅かにバツの悪い表情を浮うかべる──ディアが心配していたのは、間接的とはいえ、ベジーからの感謝の言葉を受けて、ミステルが舞まい上がらないか、ということだ。

　思ったよりもしっかりしているとはいえ、彼女が調子に乗って、自分の力を吹ふい聴ちようしたりしてしまえば、相当厄やつ介かいなことになる。そうなれば、全ての逆理を蒐集するという目的の難易度は、現状に比べて跳はね上がってしまうだろう。

　そうならないためにも、《回帰の法》絡がらみの件には緘かん口こう令れいを敷しいたのだが。

「──グレイヴ、ディア！」

　その時、先を行くミステルが、くるりと振り向いて二人に笑顔を見せる。

「逆理の蒐集をさせてくれて、ありがとっ！」

「……？　え、どうしたの、急に？」

　お礼を言われた意味がいまいち分からず、ディアは訊たずねる。

「逆理の蒐集をできたのは、ミステルが《回帰の法》を起動できるだけの魔ま力りよくを持っていたからよ？」

「でも、《回帰の法》を見つけたのはディアだし、狼おおかみさんたちと戦ったのはグレイヴだもん。みんないたから、逆理を蒐集できたんだよ！　だから、ありがとっ！」

　手放しに伝えられた感謝の言葉に、ディアは思わず顔を顰しかめた──昨晩のグレイヴの時もそうだったが、彼女は素直な言葉をかけられることに、あまり慣れていないのだ。

　それも、ミステルを子供扱あつかいしていた直後のことである。バツが悪い、なんてものじゃなかった。

　先の感謝の言葉を見るに、ミステルは思ったほど舞い上がっているわけでもなく、彼女一人の手て柄がらであるとも思っていないようだ。

　むしろ、彼女一人……否いな、グレイヴとミステルの手柄だと思っていたのは、他でもないディア自身のようで──

「ほら、しけた面つらしてんなよ」

　ばしっ、と背中を叩たたかれた。

「これから先、一いつ緒しよに行動する以上は、誰か一人だけの手柄なんて多分ないんだからよ──『呼吸をする山』でも言ったろ？　戦せん闘とうは俺、治ち療りようはミステル。ディアの担当は？」

「……知識、だったかしら」

「そういうことだ──いいじゃん、お互たがい足りないもんだらけでよ。合あい縁えん奇き縁えんが折り重なって、一緒に旅するって決まったんだ。つまらねーこと言ってないで、互いに助け合っていこうじゃねえか。だから、これからよろしくな」

　ディアを横目で見ながら、グレイヴはにやにやと笑って言う──ディアの反応を楽しんでいるようだ。

「……ふ、ふんっ……全くもう、ロクでもない人と旅をすることになっちゃったわ。この先の苦労が思いやられるわ」

「……そういうの、俺はいいけど、ミステルあたりは真に受けるからほどほどにな？」

「っ……」

「はっはは！」

　ディアが睨にらむと、グレイヴは逃にげるように、先を行くミステルの隣へ行く。

「……ほんっとうに、全くもう……」

　あの人を喰くったような性格は、どうにかならないものか、とため息をつく。幼いがゆえの慈じ愛あいと優やさしさの塊のようなミステルが、グレイヴから悪あく影えい響きようを受けなければいいのだが、と心配になった。

　とはいえ、グレイヴも、ミステルも、ディアにとっては厄介なことに変わりない──いちいちこっちの内心をかき乱すようなことばかりしてくれる。前者は故意だから怒おこることもできるが、後者は無意識で、怒るわけにもいかない。どっちみちタチが悪かった。

　しかし──不思議と、嫌いやな気分ではない。

「……なんだかんだ、相性がいいのかも……か」

　ディアは、『呼吸をする山』でも言った言葉を、小さく呟いた──先行する、二人の新しい仲間を追いかけながら。
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「──そういえば、ミステル。逆理を蒐集してから、ざわざわする感じっていうの、何か変わったか？」

　追いかけてきたグレイヴが、ミステルにそんなことを訊ねた。

「ううん、そんなに変わらないよ？」

　胸のあたりで感じていたざわめきは、山の逆理を蒐集して以降少しは収まったものの──報告するほどのことではない。

「……何か、思い出したりは？」

「してないよ～」

　思い出していれば、真っ先にそう言っている。

　そうか、と少々残念そうに呟き、何やら考え込む様子のグレイヴを見上げるミステルは、ベジーとザドのことを思い出していた。

　なんだかんだ言いながらも仲の良いい親子の姿を、頭の中に浮かべて、思う。

　──わたしにも、あんなお父さんやお母さんが、いるのかな？

　そう考えると、胸の奥がきゅぅっとする。ざわざわするのとはまた違ちがう、なんだかひどく、寂さびしい気持ちになった。

　だからミステルは、隣を歩いているグレイヴの手を握にぎった。

「ん？　どうした、ミステル」

　グレイヴは、不思議そうにミステルを見下ろす。

「……ううん、なんでもないっ」

　ぎゅっと握った手は、少し硬かたいけれど──あたたかな熱が、確かに伝わる。

　すると、胸の奥のきゅぅっとする感じも、なくなった。

　──父親代わり、というわけでもないけれど。

　頼たよりになる兄のような存在であるグレイヴを見上げて、ミステルは。

「……えへへっ♪」

　と笑みを浮かべたのだった。
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　かくして、グレイヴ、ミステル、ディアの三人は、誰だれにも知られることなく、逆理を蒐集する──世界を救う旅を始めた。

　次なる逆理の地は。

　元・極夜都市──ナイターノット。

















Chapter1　二人の関係









　──魔ま獣じゆう、と呼ばれる生物が、この世界には存在する。

　頭に『魔』の文字がつくことから分かるように、魔力を糧かてに進化した獣けもののことだ。強くなるために、生命力の余よ剰じようエネルギーとされる魔力を使うという行こう為いは、決して人類だけの専売特許ではないということである。

　ただし、少々使い方が違う。

　人は魔力を用いて、自身の体を強化する。

　魔獣の場合は──自身を強化するために、魔力を用いて体を造り替える。

　牙きばや爪つめ、角などはもちろん、内臓や本来備わっていない機能などを、彼らは進化することによって得るのだ。

　既にあるものを強化するか、ないものを求めて作るかの違いだ──知ち恵えを使って環かん境きように適応してきた人類と、進化を繰くり返すことで環境に適応してきた獣の違いと言えるかもしれない。

　知性と野性の違いとも言えるかもしれないが。

　そのように魔獣たちは、より強くなるために進化を繰り返す──獣自身の魔力が高ければ、さらに強く進化していく。そういう個体は、往々にして群れのボスになることも多い。

　ともかく、短い期間で進化を繰り返す魔獣たちの存在は──魔力を使って戦う術すべを持たない人々にとっては、危険極きわまりない存在なのである。

　しかし、当然ながら──
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「これで──一丁あがりっと！」

　──よほどの怪かい物ぶつでもない限り、魔力を扱あつかう術を知る手て練だれにとっては、魔獣といえど大した障害にはならない。

　目元はふさふさとした毛で覆おおわれ、足の筋肉がやたらと発達した、猪いのししを源流としているらしい魔獣の眉み間けんが断ち割られ、赤色が草原に飛び散った。

　口元からは鋭するどい牙が生えていて、まともに突とつ進しんを喰らっていれば腹を貫つらぬかれていただろう──しかし、相手が悪かった。

　猪型の魔獣の突進を跳とんで躱かわしただけでなく、飛び越こえざまに眉間を叩たたき割った、藍あい色いろの髪かみの少年──グレイヴは、なんなく着地して長刀の血を振ふり払はらう。

「随ずい分ぶんといい牙を持ってるみたいだけど、当たらなきゃ意味はなかったな」

「……終わったみたいね」

「お疲つかれさま～、グレイヴ！　あと、猪さん、ごめんなさい」

　戦せん闘とうが終わったと見てか、二人の少女が、近くの岩の陰かげから姿を現した。一人は、赤色の長ちよう髪はつをうなじのあたりでまとめあげ、マントを纏まとった少女。表情こそ落ち着いたクールなものだが、年のころはグレイヴよりも少し下だろう。

　もう一人は、鮮あざやかな銀色の髪の少女だ──あまり飾かざらない髪型が、幼い顔立ちによく似合っている。年は十二歳前後といったところだ。グレイヴが仕留めた猪に両手を合わせて黙もく禱とうしているあたりに、優しい少女という印象を与あたえられる。

　二人の少女──ディアとミステルは、グレイヴの旅の仲間である。

　世界中に多大なる影えい響きようを与えた、理を捻ねじ曲げる逆理の力──それを蒐集するという目的のため、三人は旅を始めた。

　そして、そろそろ次の土地か──と思った矢先に、猪型の魔獣に襲おそわれた。

　ミステルとディアは戦う術を持たないため、一行の肉にく弾だん戦闘担当のグレイヴが、猪退治に剣けんを振るったという運びである。

　魔獣の死し骸がいを検分したディアが、ぽつりと呟つぶやいた。

「この魔獣が襲ってきたってことは、極夜の地も近いかもね」

「なんで分かるの～？」

　ミステルの質問に、ディアは猪型の魔獣の顔を指す。

「目のところが、毛皮で覆われちゃってるでしょう？　魔獣は環境に適応して姿形や機能を変えていく生物だから、この近辺では目が見えることに対してメリットが薄うすいんだと考えられるわ。つまり、極夜──常に夜の地域が近いっていうこと。視界が悪い状じよう況きように置かれれば、動物の目は極きよく端たんに進化するか、極端に退化するかのどちらかだもの」

「さすが、知識担当。分かりやすい説明だ」

　ひゅう、と口笛を吹ふいて、グレイヴが感心する──ディアからすれば、その言葉の調子から、少々からかわれたようにも感じたのだが。

「目があんまり見えてないの？　じゃあ、この猪さん、どうやってわたしたちの居場所が分かったの？」

「……匂におい、かしらね」

　ディアが、まじまじと死骸を見て答える。

「目が退化しているなら、それに対応してどこかが進化するものだもの──触しよつ覚かく、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かくのいずれかだと思うけど、この魔獣の源流が猪なら、多分、嗅覚がとても発達しているはずよ」

「ほへ～……ディア、物知りだ～」

　ディアの説明にミステルが感心する中、グレイヴは荷物を降ろして短剣を引き抜ぬく。

「ちょっと待っててくれるか？　こいつ、解体バラしちまうから」

「あら、どうするの？」

「毛皮は次の町で売る。何気に懐ふところが寂さびしいからな。処理した肉は俺らの道中の食料と……余ってて、売れる状態なら、こっちも売って金に──」

「ちょっと、肉を売るなんて許さないわよ。そんな勿もつ体たいないことするぐらいなら私が食べるから」

　食い気味にディアが早口でまくしたてるので、グレイヴは思わずディアを見上げた。涼すずしげな表情の中、獲え物ものを狙ねらう獣さながらに、瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいている。

「何、お前肉食なわけ？」

「何よ、その顔。女だって肉ぐらい食べるわ──ブルフルスのご飯もおいしかったけど、野菜がメインで肉分が少なかったのが惜おしかったわ」

「肉分て……」

　身も蓋ふたもない言い方をするディアに苦笑が漏もれた。外見こそクールなものだが、中身はその限りではないらしい。

「今日はお肉？　ごちそうだね～！」

　ミステルも、嬉うれしそうにそんなことを言う──どうやら、次の町に着くまで、肉が残ることはなさそうだ。なんなら骨までしゃぶられかねない。

　そこまで綺き麗れいに食べられれば、猪の方も本ほん望もうだろうが。

「……ところで、あんまり注目されるとちょっとやりづらいんだけど」

「ちょっと集中力が足りないんじゃないの？」

　くすりと笑って、ディアが言う──そういえば先日、『呼吸をする山』において、彼女がミステルの手の甲こうに魔ま法ほう陣じんを描えがく様を、それこそ穴が空くほど見入っていたグレイヴである。確かにあの時のディアの集中力はすごかったな、と思いつつ、作業を再開する。

「ふぅん、でも、さっきの戦闘といい、この解体作業といい、見事なものね。ずいぶん手慣れてるようだけれど、旅をする前は猟りよう師しでもやっていたの？」

「いや、旅をする前は盗とう賊ぞくやってたんだよ。町に長居も出来ないし、外で獣狩かったりはよくしてたからな」

「盗賊？　ちょっと意外かしら……と思ったけど、撤てつ回かいするわ。確かに猟師というには面つら構がまえが悪すぎるものね」

「猟師も大たい概がいだと思うけどな……っつーか、喧けん嘩か売ってんのかお前」

「あんたの方こそ、猟師の皆みなさんに喧嘩を売ってるの？」

　じろりと睨にらんでみるも、ディアは涼しげに笑うだけだった。そんな二人に割って入るように、ミステルが声を張り上げる。

「わたし、知ってる！　前は『し～ふ～どれっど』っていう盗賊だったって言ってたね！」

「……カニか何かだったの？」

　赤い海産物シーフードレツドか何かだと思ったディアが、意味が分からないと言いかけたところで、気づく──シーフードじゃない、シーフドだ。

『紅盗刃シーフドレツド』。

　数年前、とある大だい富ふ豪ごうの豪ごう邸ていに真正面から突とつ撃げきを掛かけたことで有名になった、武闘派盗賊の渾あだ名なである──曰いわく、邪じや魔まになるもの全てを力ちから尽ずくで排はい除じよし、盗ぬすみに入った先の人間を皆殺しにすることから、『紅盗刃シーフドレツド』と呼ばれるようになったのだとか。

　世界に名を轟とどろかせる怪かい盗とう、『白狐スノーフオツクス』と肩かたを並べるほどの、とんでもない悪名である。

　驚おどろくと同時に、ディアは納得もしていた──なるほど、かの武闘派盗賊の正体がグレイヴだというなら、『呼吸をする山』で獣の大群を相手に、たった一人で互ご角かく以上の戦いが出来てもおかしくはない。

「──お前がどんな噂うわさ聞いてるのか知らないけど、半分ぐらいは間ま違ちがってんぞ」

　自分の正体を知ったと見たディアに、釈しやく明めいでもないが、グレイヴは一言物申した。

「世間で言われるほどは殺してない」

「殺したこともあるってことね」

「こいつは生きててもロクなことしねーなって思った時だけな──人殺しを肯こう定ていする気もないが、死ななきゃどうにもならねえタチの悪い奴やつもいるってことだ」

　金、人脈、暴力──この世界において力を持つ者が、公正に裁かれることなどまずあり得ない。最悪、悪事を摘てき発はつした者が消されかねないのだ。

　だからこそグレイヴは、黒い噂が囁ささやかれている者のことを徹てつ底てい的に調べ上げ、狙い撃うちして、お仕置きついでに金品を巻き上げていたのである。

「……まあ、それもそうね。ところで、盗んだ金品はどうしたの？　どこかに貯ため込んであったりするのかしら」

「グレイヴ、盗んだお宝とか、ちゃんとお金にして町の人たちに配っちゃったって言ってたよ～」

　ミステルの言葉に、へえ、とディアは意外そうな顔をした。

「あんた、義賊だったのね？」

「賊は賊だろ。義賊だから見み逃のがせとか言う気はない──殺さないまでも、血祭りにあげることも少なからずあったわけだしな」

　そこで一息ついたグレイヴの前には、綺麗に分解された魔ま獣じゆうの姿があった──毛皮を剝はぎ取り、頭を落とし、血と内臓を抜いた見事なお肉の完成である。

「人殺しと旅をするのが嫌いやだって言うなら、勝手に逃にげるなり憲兵にタレ込むなり、好きにすればいいさ──俺は逃げるだけだからな」

「冗じよう談だん。あんたがいなかったら、ミステルだってついてこないもの。それに、戦闘担当のあんたがいなかったら、一体誰だれが肉を調達するのよ？」

「お前にとって重要なのはそっちかよ」

　珍めずらしく笑顔を見せたと思ったら、これである。

　肩を竦すくめたグレイヴは、短剣を拭ぬぐって鞘さやに納め、毛皮と肉の塊かたまりは別々の麻あさの袋ふくろに詰つめる。二つの袋をそれぞれの手に持ち、立ち上がった。

「さて、お待たせ。とりあえず進もうぜ──今日は野営になるとしても、少しでも多く進んでおきたいからな」
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「──そういえばすっかり聞きそびれてたけど、あんたたちって一体どういう関係なの？」

　じゅうじゅう、と音を立てる肉が焼き上がるのを待つ中、ふと思いついたようにディアが口にした。

　ミステルに記き憶おくがないことと、故郷を探しているというのは、三人が初めて会ったあの夜にグレイヴがそう言っていたので分かっているが──そのあたりについて訊きくのを、すっかり忘れていたのである。無論、踏ふみ込んだ質問になるため訊きにくかったというのもあるのだが。

　時刻は夕方──まばらに木の生えた道のど真ん中で、グレイヴたちはこの日の行動を終しゆう了りようし、野営を始めた。

　さほど寒いわけでもないが、獣けもの避よけのために火を焚たき、ついでに切り出した魔獣の肉を骨ごと焼いている──持ち合わせの調味料は塩と胡こ椒しようぐらいだが、肉が新しん鮮せんだからか、妙みようにおいしそうに見えた。

「記憶がどうのってことは、兄妹きようだいってわけでもないんでしょう？　全然似てないし。まさか見た目が好みだったから攫さらってきたとか言わないでしょうね」

「──実はな、ディア」

　グレイヴが、真剣な声こわ音ねで言う。それは思わず、ディアも身構えてしまうほどだった。

「俺とミステルは、腹違いの兄妹なんだよ」

「えっ……そうだったの？」

　炎ほのおを囲むグレイヴと、ミステルを交こう互ごに見るディア。改めて見ても全く似ていないが、なるほど、確かに腹違いの兄妹なら似なくても当然だ。何かしら、事情があるのだろう。

「それは──悪かったわね、さすがに少し踏み込みすぎたかしら」

「大だい丈じよう夫ぶだよ～、ディア」

　にっこにこしながら、ミステルが言う。

　ミステルみたいな女の子にまで気を遣つかわせるなんて、年上失格ね──とディアが思っていたところへ。

「今の、グレイヴの冗談だから～」

「じょっ……！」

「……っくくく！」

　真実を聞かされたディアは恥はずかしさから頰ほおを紅潮させ、一方のグレイヴは堪こらえきれないとばかりに噴ふき出した。

「グ、グレイヴ！　あんた私を騙だましたのね!?」

「いやいやあんなにあっさり鵜う吞のみにするとは思わなかった……おっと、首を絞しめようとしてるみたいだが、肉が黒くろ焦こげになってもいいのか？」

「くぅっ……！　肉を人ひと質じちに取るなんて卑ひ怯きような……！」

　悔くやしげなディアを見て面おも白しろがりながら、グレイヴは肉を焼き続ける。

「本当はな、お前の言う通り、ミステルは攫ってきたんだよ」

「は、はあ？　まさかあんた、幼女趣しゆ味みの性せい癖へきが──って、二度も騙されないわよ！　それも嘘うそね！」

「ううん、わたし、グレイヴにさらわれたらしいんだ～」

　攫われた本人が認めたので、ディアは目を丸くする。

「ちょっと、まさかあんた、本当に幼女趣味が──」

「あったらどうだって言うんだよ？」

　にやにやしながらグレイヴは肯定する。

「決まってるでしょ、その歪ゆがんだ性癖を、次の町に着くまでに叩たたき直してあげるわ」

「そうかそうか。そうだな、お前が相手してくれたら案外一発で直るかもなー」

「な……っ！」

　立ち上がって、自分の体を抱だくようなポーズで、ディアがグレイヴから一歩離はなれる。

「ちょっと、あんた私をそういう目で見てたの!?」

「宿の一件で分かり切ってたことだろうに。そういうのを隠かくすほど初心うぶな性格でもないもんでな──で、どうなんだ？　お前にそこまでの覚かく悟ごはあるのか？」

「くぅう……！　このスケベ……！」

　いらないこと──ブルフルスの宿でのことまで思い出してしまったディアは、さらに顔を赤くする。どことなく目つきがいやらしいグレイヴに警けい戒かい心しんを露あらわにするが、しかし、そんなディアの袖そでを、ミステルがくいくい、と引いた。

「あの、そうじゃなくってね、ディア。さらわれたのは、よかったことなんだ～」

「……？　それって……どういうこと？」

「ミステルはな」

　過度に真剣な声音ではなく──一方で、沈しずんだ雰ふん囲い気きも感じさせない、普ふ段だん通りの口調で、今度こそグレイヴは真相を語った。

「どっかの魔術師に、人体実験されてたんだよ」

「え──」

　肉を火で炙あぶりながら、困こん惑わくしたようなディアに、グレイヴが言う。

「まあ、こいつが焼き上がるまでの時間つぶしにゃちょうどいいかな──話してやるよ、俺とミステルの出会いってやつ」
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　──グレイヴが、ミステルを助けたのは二年前。

『紅盗刃シーフドレツド』、その絶頂期。どこへ盗みに入っても捕とらえられる気がしなかったし、誰と戦っても負ける気がしなかったころだ。

　そんな折、グレイヴはとある村で一つの噂話を聞く──なんでも最近、少し離れた森へ入った大人や子供が、たまに神隠しに遭あうらしい。一部の大人は、森に住む魔術師の仕し業わざなんじゃないかとも言っていた。

　少々気になったグレイヴは、勝手に例の森の中を探たん索さくすることにした──しかし、探せど探せど、人が動いたような痕こん跡せきは見られない。

　その時、魔術師の仕業なんじゃないか、と村人が言っていたことを思い出し、体を魔力で強化する──魔力を流すことにより、周囲の魔力に対しても敏びん感かんになるのだ。

　相手が本当に魔術師であったなら、何か手がかりが見つかるはず、と思ったのである。

　正直期待はしていなかったが──結果は、大当たりだった。

　巨きよ大だいな魔力が、そう遠くない場所で渦うず巻まいているのが分かったのだ。

　その魔力を辿たどって向かった先には、一見何もなかったが──ただの森だったが、一定以上足を踏み入れた段階で、突とつ如じよそれは姿を現した。

　森の奥深くに、ひっそりとそびえ立っていたのは──神しん殿でんと見み紛まがうほどの巨大な屋や敷しきだった。恐おそらく内部は三階構造。とにかくでかい。

　何より驚きなのは、これほど巨大な屋敷が、目前に迫せまるまで影かげも形も見せなかったことだ。

　魔術師による隠おん形ぎようが掛けられていたのだろうが……ここまで巨大な物を隠しきれるという話は、グレイヴとて聞いたことも見たこともない。

　一方で、これは黒だな、とグレイヴは判断する──その屋敷の外に、三人分の死体が、投げ捨てられたように積みあがっていたのだ。大きさから見て、子供の死体が一つ、大人の死体が二つ。子供の死体は首がなく、大人の死体は二つとも腹を切り開かれている……らしい。分かりにくかったのは、投げ捨てられて潰つぶれていたのと、若じやつ干かん腐くさっていたからだ。

　生き残りがいるのなら、助けてやらないとな──そう思ったグレイヴは、当時愛用していたマフラーで顔を隠し、その屋敷へと足を踏み入れた。

　真正面から、堂々と。

　その屋敷に足を踏み入れた瞬しゆん間かんから、侵しん入にゆう者に対する迎げい撃げき用トラップの数々がグレイヴを歓かん迎げいした。

　よく見る通常のトラップから、魔術的なトラップまで、実に様々。おまけに、外見を裏切って、玄げん関かんからロビーと思おぼしき広間までは一本道。上下左右から迫りくる魔術師の仕し掛かけ──常人であるなら、一歩進むごとに命を一つ落としているだろう。

　とはいえ、そこはグレイヴである──そのことごとくを弾はじき返し、あるいは躱かわし、彼はどんどん奥へと進んでいった。

　進むごとに、この屋敷が、何かしらの研究のためのものだということは分かったのだが──不思議だったのは、あまりに不自然な人の数だ。

　これだけ巨大な屋敷なら、警備員の一人や二人いてもおかしくない──どころか、何かを研究しているようではあるのに、研究員の一人も見当たらない。

　結局、その屋敷を出るまでの間に、グレイヴがその屋敷内で見た者の数は、たった二人だけである──一人は、いわずもがな、ミステル。

　もう一人は、この屋敷の主あるじだろう、女だった。

　二人を見つけたのは同時だ──部屋の中で手足を拘こう束そくされ、全ぜん裸らで寝しん台だいに乗せられた少女……意識のないミステルと、それを見下ろす、白衣を着た女。周囲に散る紙のデータには、何が書かれているのかいまいち理解できなかったが──しかし。

　年とし端はもいかない子供を使っての、人体実験。

　このまま見過ごすわけにもいかないと、さすがの彼も義ぎ憤ふんに駆かられた。

　グレイヴは、その白衣の女に声を掛けるも、雑音など聞こえないとばかりに彼女は無反応だ。そもそも、そこに行きつくまでのトラップによる騒そう音おんも凄すさまじいものだったはずなのに、まるで身構える様子のない女を、グレイヴは不気味に思った。

　しかし、このままではらちが明かないため、グレイヴは白衣の女へ近づき、肩かたを摑つかんだ。

　そこでようやく侵入者の存在に気付いたとばかりに、その女は振ふり返り──開口一番、とんでもないことを口にした。




　──おっとっと、ちょうどいいところに。

　──ねえ、ちょっとこの娘こ、孕はらませてくれない？




　ぞぁっ、と。

　内臓がひっくり返ったんじゃないかと思うほどの、酷ひどい寒気がグレイヴを襲おそった。

　向こうからすれば突とつ然ぜん現れた侵入者だろうに、特に驚おどろくこともせず、数年来の知り合いに頼たのむように、その女はそんな身の毛もよだつことを当然のように口にしたのだ。

　そして、グレイヴは直感した。

　この女は、生かしておくべきではないと。

　相手が女だろうが関係ない──というか、当時のグレイヴに、その女は既すでに人には見えなかった。きっと悪あく魔までさえ、あそこまで醜しゆう悪あくには見えないだろう。

　だから、殺した──胸を短たん剣けんで、一ひと突つき。

　直前に感じた酷い寒気とは裏腹に、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっけなく、その女は死んだ──不気味だったのは、死ぬ前も死んだ後も、まるで表情が変わらなかった点だが。

　まるで生きていたころから死んでいたようだった。

　あまりに不気味だったため、念のために脈や呼吸も調べたが、完全に止まっていた──完全に、死んでいた。

　そして、寝台のミステルの枷かせを外して、グレイヴの上着で包くるみ、屋敷の出口を目指したのである。

　たとえ死体であったとしても、あの女と一いつ緒しよの空間には、これ以上いたくなかったから。




　　　　●●●




「──ただまあ、やばかったのはそのあとなんだよなあ」

　パチパチ、と薪まきが燃える音や、肉の脂あぶらが弾ける音の中、変わらず肉を焼きながら、グレイヴはぼやくような調子で言う。

「ミステル抱かかえて脱だつ出しゆつしようと思ったけど、一本道のトラップ群でしくじっちまってな。俺は致ち命めい傷しようを負ったわけだ」

　ミステルを抱えていたから、普段ほど動けなかったという理由もあるのだが、それを聞くとミステルが気に病やむ可能性が高いため、口には出さない。

「ぶっちゃけ結構やばかったけど──まあ、ミステルみたいな女の子を森に放っておくのも気が引けてね。死ぬ気で人里……神隠しの噂うわさを聞いた村までたどり着いたわけだ」

「……そんなことがあったのね。魔術師による人体実験……ミステルの体に異常はなかったの？」

　どこか苛いら立だちを含ふくんだ声音で、ディアがそう感想を述べた。ミステルを気にしてか、たまに視線を彼女へ飛ばしている。

「いたって健康だよ……と、言いたいところだが、一つ、大問題があった」

「わたし、あのお屋敷にいる前の記き憶おく、あんまり分からないんだ～」

「えっ、それって──」

「多分、記憶喪そう失しつなんだな。一応医者にも診しん察さつしてもらったんだけど、間ま違ちがいないらしい。人体実験の影えい響きようかどうかはともかくとしてもな」

　肉を回転させ、額の汗あせを拭ぬぐって、グレイヴが肩を竦すくめる。

「ミステルは、その村の出身でもなかったらしいし──村の住人に訊きいて回ったけど、見たことがないって答えばっかりだったんだよ」

　いっそのこと、この人里に助けた少女を置いて行こうか、と思ったグレイヴだったが、彼女本人は「こきょ～へ帰りたい」と願っていた。

　そう言われては、グレイヴとしては断れない──頼まれてもないのに、自分が助け出した女の子だ。故郷を見つけるまで面めん倒どうを見るのが筋というものだろう。

　ミステルのことをミステルと呼び始めたのも、その時のことだ──彼女は自分の名前も分かっていなかったので、グレイヴが半ば冗じよう談だんで『謎ミステル』と呼んだのが気に入ったらしい。

　そしてグレイヴは、盗とう賊ぞく稼か業ぎようを一いつ旦たん休業し、その人里を拠きよ点てんにして約一年間、周辺の村や町を巡めぐったものの、芳かんばしい成果は得られず。

　最終的には、湧わき上がる嫌けん悪お感かんを押し殺して、ミステルが捕らえられていた例の屋敷にも向かったが──罠わなに加えてデータの類、さらには主たる彼女の死体すらも、綺き麗れいさっぱり消えていた。血けつ痕こん一つ残さずに。

　繫つながりのある何者かが、証しよう拠こを抹まつ消しようしたのかもしれない、とグレイヴは考えている。

「──そんでもって一年ほど前に、ミステルの故郷を探すために、本格的に世界中を回る旅に出たってわけだ。納得したか？」

「納得はしたけど……それならそうと最初から言いなさいよ」

　話を一通り聞き終えたディアが、少しばかり不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「はは、ディアの反応がなかなか面おも白しろくって、ついつい口が滑すべっちまった」

「あんた、本当に性格悪いわね……でも、よかったの？　そんな目的があるのに、逆理の蒐集なんてことに付き合わせちゃって」

「だいじょ～ぶ！　あっちもこっちもいくのは同じだもんね！」

　にっこり笑ったミステルの言葉に、グレイヴが頷うなずく。

「そういうこった。世界を巡るっていう点において、俺らの目的は一いつ致ちしてるし──その内にミステルの故郷が見つかれば万ばん々ばん歳ざいだからな」

「あ……でも、ミステルの故郷が途と中ちゆうで見つかったら、どうするの？」

　ディアが、やや不安げに訊たずねるが──

「心配すんな。途中で見つかっても、逆理の蒐集は最後までやるって話はついてる。見つかっちまえば、いつでも帰れるわけだしな」

「うん！　わたし、がんばるよ～！」

「そう……えっと……」

　ディアは、謝るべきか、お礼を言うべきか、わずかに悩なやんで──

「──ありがとう、ミステル」

　と、お礼を言った。

　ミステルは、一瞬きょとんとしたが、すぐにディアに笑い返した。

「へえ、珍めずらしく素直じゃん」

「……うるさいわよ」

　グレイヴの余計な一言に、ディアは不機嫌そうにそっぽを向いた。

「っと、そろそろいいかな」

　グレイヴが、炎ほのおの中から肉の塊かたまりを引き上げる──脂が滴したたり、いい具合に焦こげ目めがついていて、実においしそうだ。

　その肉を、火で炙あぶって消毒した短剣で削そぎ落とし、用意した器うつわに盛っていく。肉をすべて削ぎ落とすと、器にはこんもりと肉の山が出来ていた。その器とフォークを各おの々おの手にしたのを見て、グレイヴは言う。

「さて、食おうか」

「うん！　いっただっきま～す！」

「いただきます」

　フォークを突つき刺さし、全員、まずは一切れ、丸々口に運ぶ──獣じゆう肉にく特有の臭くさみを抑おさえる胡こ椒しように、味を引き立てる塩だけの味付けではあるが、豪ごう快かいで、シンプルにおいしかった。

　嚙かむとじゅわりと滲にじみ出る肉にく汁じゆうは、新しん鮮せんな肉だからこそ味わえるものだろう。

　グレイヴは当然だが、ミステルとディアもまた、女らしさなどかなぐり捨てて肉にかぶりついている。

　そんな二人の様子を、肉を食べながら見ていたグレイヴは、目もく撃げきしてしまう。

　肉の脂で口の周りをてらてらと光らせているディアが、一息ついた際に、ぺろりと舌で唇を舐なめた瞬間を。肉を食べたことによる、ある種恍こう惚こつとした表情と合わさって、妙みような妖よう艶えんさを醸かもし出していた。

「……？　何よ、人の顔をじろじろみて」

　そんなグレイヴの視線に気づいたのか、ディアがやや警けい戒かいした表情で訊ねる。

「いや、お前はエロいなと思って」

「何をどう見たらそういう結論に行きつくのかしら、ちょっと詳くわしく訊きたいわ──ねっ！」

「おい馬ば鹿かやめろ、フォークは飯を食うためのもんであって尋じん問もんする道具じゃねっ……っぶねぇえっ！　頭に向かって振り抜ぬいてんじゃねえよ殺す気か!?」

　フォークを構えるディアが舌なめずり──そこには先ほどの妖艶さは欠片かけらもなく、不気味な暗殺者の風格が漂ただよっていた。

　その後、ディアによるグレイヴへの攻こう撃げきは、ミステルが仲ちゆう裁さいに入るまで続いたのだった。








Chapter2　星の都（昼）









「グレイヴ～、今日、ず～っとまっくらだね～？」

「ああ──極夜の地域に近づいてるからな」

　火の灯ともった松明たいまつを手に、街道を歩くグレイヴとミステルは、言いながら空を見上げた──まだ朝方だが、既に空は夜の様相を呈ていしている。

　グレイヴ・ミステルの旅の事情のカミングアウトから三日──次なる逆理の地へと向かう旅路の中。

　二日前から夜が長くなり始め、三日目の今日はほぼ夜。

　道を間違えていない何よりの証拠だ。

「それに、ちょっと涼すずしいかも？」

「夜が長いってことは、日が出てる時間も短いってことだもの──気温が他に比べて低くなるのは当然ね」

　一歩後ろを歩くディアが、マントの前を閉じながらミステルの疑問に答える。

「ただ、このあたりは南風が流れ込んでるらしいから、そう強きよう烈れつに冷え込むことはあまりないらしいけれど──って、聞いてないわね」

「大だい丈じよう夫ぶか、ミステル？　寒くないか？　俺の上着着るか？」

「大丈夫だよ～、まだそんなに寒くないもん」

　ディアの説明するこの地の特とく徴ちようを聞き流しながら、ミステルがグレイヴの手を握にぎる。

「それに、こうやってるとあったかいもんね？」

「……確かにな」

　にへらと笑うミステルに、グレイヴの顔も思わず綻ほころぶ。

「ディアも、手、つなぐ～？」

「……確かに多少肌はだ寒ざむくはあるけど、大丈夫よ」

　若じやつ干かん不機嫌そうに答えたディア。地味に拗すねているらしい。

「筋肉が足りてないんじゃねえの？　力つけろ力」

「……別に同じ対応を求めてるわけじゃないけど、あんたほんとに対応の差が極きよく端たんね」

　呆あきれたようにディアが呟つぶやく。

「もうそろそろナイターノットには到とう着ちやくするでしょうし、別に寒さ対策はしなくてもいいでしょうね」

「？　ナイターノットって、あったかいの～？」

「私はそう聞いているわ。極夜ゆえに、街を照らす松明があちこちに配置されていて、それらすべてがずっと燃えているから、結果として街の中の気温は上がっているらしいわ」

「へぇ～、あったかい場所なんだね！」

「高いトコから街を見下ろすと、結構な絶景だって聞いたことあるな。それに雨が降ることも少なくて、空を見上げても星が見えるから、別名『星の都』なんて呼ばれてるらしい──まぁ、大陸有数の観光地だな」

「二人とも、くわしいね～？」

「それだけ有名だってことさ──おっ、あれがそうじゃないか？」

　松明を差し向けた、闇やみの向こう側──徐じよ々じよに、大きな街らしき影かげが見える。このまま歩いていれば、時間はどれだけもかからないだろう。

「わぁっ、どんなところなんだろ～、はやくいこっ！　……って、あれっ？」

「おっ？」

「えっ？」

　三人は同時に、困こん惑わくの声を上げて足を止めた。

　なぜなら、なんの前まえ触ぶれもなく、突とつ然ぜん景色ががらりと変わったからだ。

　極夜の地域を、中心へ向けて進んでいたはずなのに──

「……なあ、一応訊きくけど、俺たちって極夜の地域の中を進んでたはずだよな？」

「ええ──松明がないと足下もロクに見えないほどの真っ暗闇の中を進んでたはずよ」

　ディアの答えを受けて、グレイヴは顔をひくつかせて、言う。




「じゃあ……ここ、なんでこんなに明るいんだ？」




　──三人の目の前に広がる光景は、まるで昼さながらに明るい世界だった。

　極夜の地域にはあるまじき光景だ──さらに言えば、ついさっきまで、進行方向にこんな明るい光など、まったく見えなかったはず。

　後ろを振ふり向くと、そこは壁かべのように、真っ暗闇が広がっている──グレイヴは闇の中へ手を突っ込んでみるが、なんの抵てい抗こうもなく通りぬける。次いで、顔を突っ込んでみた。やはり、さっきまで自分たちが通ってきた暗闇の世界がある。意味が分からない。

「……どうやら、これがこの地の逆理らしいわね」

「極夜の昼……ってか？」

「昼なのかどうかも分からないわね……見て、この後ろの真っ黒なやつ、ちょっと弧こを描えがいてるみたい──どこかを中心に、一定範はん囲いが明るくなっているみたいよ」

　見れば、黒い壁は左右に長く延びている。これはこれで奇き妙みような風景だった──別世界に隔かく離りされたような、胸がざわつく不安さがある。

　それに、この場所には奇妙な違い和わ感かんがある……なくてはならないようなものが、この場所にはない気がする。

　グレイヴがその理由に勘かん付く前に、ディアが提案した。

「ともかく、ナイターノットに行きましょう？　まずは情報収集からしないと……あら、ミステルはどこ？」

　ディアの言葉に、グレイヴはミステルの姿を探し──見つけた。

　なぜか、暗闇の中から上半身だけを見せている。

「ど、どうしたんだ、ミステル？」

「壁から抜けなくなった人～！」

「…………」

「…………」

　笑顔で放たれた唐とう突とつなミステルのギャグに、二人は一瞬目を見合わせ。

「……ぶふっ！」
















「あははっ！」

　ミステルの可愛かわいらしい発想に、思わず噴ふき出してしまった。




　　　　●●●




「あぁ──なんか違和感があると思ったら、影がないんだな」

　極夜都市・ナイターノットへ到着する直前、グレイヴはそう口にした──違和感の正体に気付いて、すっきりしたような口ぶりだ。

「あら……本当ね。こんなに明るいのに、全然影がない」

「わわっ、本当だ！　なにこれ、へんなの～！」

　グレイヴの気づきを受けて、ディアとミステルも自分の足下に目をやる──闇など全く感じられない、むしろ眩まぶしいぐらいのこの地域には、影が全く存在していないのだ。ミステルがぴょんぴょんと跳とびはねるが、影は全く見られない。

「……グレイヴ、なんだかあんた、顔が少しのっぺりしたんじゃない？」

「その言葉、そっくりそのまま返すぜ……しかしまあ、影がない世界ってのは、どうなんだろうな？」

　呟いて、街道周辺の景色を見る──草原の中、まばらに木が見られる風景だが、足下の草はおろか、木にも影が見られない。情じよう緒ちよもへったくれもないな、と思わざるを得なかった。

　影を生まない光か──はたまた、闇が白くなっているだけなのか。

「前のクラード山に比べたら、住人に直接的な影えい響きようが出ているとは思えないけど──この現象が逆理である以上、蒐集するだけよ」

　グレイヴが頷うなずき、足を止める──三人の目の前には、ナイターノットの外門があった。

「まあ、そりゃそうだな──さて、いよいよ到着だ。まずはざっくり街を見て回ろうぜ。ここがミステルの故郷かどうかも、調べなきゃならねえしな」




　　　　●●●




　極夜都市・ナイターノットは、背の高い建物が建ち並ぶ繁はん華か街がいだ。

　常に真っ暗な夜であるという土と地ち柄がらか、特に中心街には飲み屋が多い。昼という概がい念ねんがないせいだろう、この都市の人々は、昼の時間帯にも酒を飲むことにあまり躊ちゆう躇ちよがない。むしろ酒を飲みながら働いている者も少なくないわけで、酒さけ吞のみにとっては天国のような街、とグレイヴは噂うわさで聞いたことがある。

　松明に照らし出される幻げん想そう的な光景が、人を宴うたげに駆かり立てるのかもしれないが──

「──こうやって見て回ってると、そんな楽しげな雰ふん囲い気きなんて見る影もないよな」

「まさに文字通り、って感じね」

　中心街を歩くグレイヴとディアは、そう言い合う──やはりこの街の中も、まるで影が存在していない。これだけ建物があって影が全くないというのは、街の外など比にならないほどの、酷ひどい違和感があった。

　まるで、不出来な絵画の中に迷い込んだようだ。

　普ふ段だんは街を照らし出している、そこかしこに設置された松明も、今はその役目を為なしていない──照明の必要がないぐらいに明るいからだ。

　おかげで、気温はやや冷え込み気味──多少は温かさを期待していたディアは当てが外れたと言わんばかりに、マントの前をしっかり閉じている。

　また、冷え込んでいるのは気温だけでもないらしい──街を歩く人の数はまばらで、どこか活気も薄うすい。時折、酒場が騒さわがしくなることもあるが……街全体で見てみれば、かなり静かな方だった。

「見るからに逆理の影響が出てんじゃねえか……やっぱ、暗いところを照らし出してるのと、元から眩しいのとは別物ってことなのかね」

「おかしなものね、人間って」

「この街に来る人らは、案外酒じゃなくて雰囲気に酔よってたのかもな」

「あら、なんだか詩人みたいなことを言うのね。自分に酔ってるんじゃない？」

「聞かなかったことにしろ」

　冷笑を浮うかべて皮肉な物言いをするディアに、グレイヴは苦々しい表情で返す。

「ね、グレイヴ！　この街の人、お面被かぶってるよ！　なんでかな？」

　一方、ミステルは初めて見る光景にはしゃぎ気味のようだ。

　ミステルの言葉に、グレイヴも、道行く街の住人を眺ながめる──確かに、多くの人が面を被っていた。ただまあ、あれはお面と言うよりは仮面だろう。

　犬、猫ねこ、狐きつね、獅し子し、鳩はとに梟ふくろう、道化師の物まで。動物がメインではあるものの、太陽を模しているらしい物などもある。

　被り方も、人それぞれの様だ。完全に顔を隠かくしている者から、半分だけ被っている者、顔を晒さらして頭に引っ掛かけているだけの者など、こうしてみると様々だ。

「んん……？　祭りや仮面舞ぶ踏とう会って雰囲気でもないけどな」

「そのあたりも、あとで聞き込んでみればいいんじゃないかしら」

「そうだな……おっ？」

　その時、ぽつん、とグレイヴの鼻先に雨あま粒つぶが落ちた。

　思わず空を見上げるが、眩しい空が広がっているだけだ。

　しかし、ぽつん、ぽつん、と次々に水すい滴てきは飛来する。

「グレイヴ！　雨がふってきたよ！　晴れてるのに！」

　珍めずらしい現象に、ミステルのテンションが上がったらしいが──実際のところは、雲の影が生まれていないだけだろう。空模様で天候が分からないというのも、中々難なん儀ぎなものである。

　グレイヴが夢のないことを考えている間にも、雨足はだんだんと強まっていた。

「まじか──誰だれだよ、雨が少ない土地だって言ってたの」

「降らないってわけじゃないんでしょう？　だったらこういうこともあるわよ──運がよかったんじゃない？」

「言ってる場合か、とりあえず宿探すぞ！」

　二人にそう言って、グレイヴは街の中を走り出した。
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「……逆理ってやつは本当に融ゆう通ずう利きかねえな……」

　その後、なんとか宿を見つけた一行だったが、その宿へ足を踏ふみ入れた直後の、グレイヴの言葉である──建物の中にまで、影かげが一切なかったのだ。

　たとえ逆理の影響下であろうとも、室内なら多少は薄うす暗ぐらいイメージがあったのだが──そんなことは全くなかった。

　とはいえ、驚おどろきもそこそこに、グレイヴは宿の手続きを手早く済ませる──思いのほか探し当てるのに手間取ってしまい、三人揃そろって濡ぬれ鼠ねずみ状態なのだ。早く部屋へ行って着き替がえるなりさせないと、グレイヴはともかく、ミステルとディアが風邪かぜを引く。気温が低めのこの土地ではなおさらだ。

「──そのまま部屋に入られると無む駄だに汚よごれるな」

　手続きを終えた後、不愛想な犬の面をつけた店主から、そんな不愛想な言葉を頂いた──ついでに、体の水を拭ふきとるためのタオルと、寝ね間ま着き用らしい無地の着替えを木の桶おけに入れて渡わたされた。

　どうも、ここの店主さんは不器用らしい。誰かさんそっくりだな──と思いながら、指定された部屋へ向かっていると。

「何よあのおじさん、あんな言い方することないじゃない」

　その誰かさんがそんなことを口にしたが、いやいやいや、とグレイヴは突つっ込んだ。

「お前が言うのかよ。多分、あの人お前と同類だぞ」

「誰が同類ですって？」

　後ろからのいかにも不満そうな声には、口の端はしを吊つり上げるだけで黙もく殺さつした。

　ちなみに、借りた部屋は一つである──手続きをしていた際、ディアからはかなり文句を言われたのだが、金が勿もつ体たいないという理由で、彼女も渋しぶ々しぶ引き下がった。

　グレイヴの後ろをついてくるディアは、元々閉じていたマントの前を、さらに手で閉じている──マントの下は、恐おそらく透すけてしまっているのだろう。濡れた髪かみ、肌はだに張り付く服、透けた下着……扇せん情じよう的なディアの姿を想像してしまい、若じやつ干かんムラッときてしまったグレイヴである。

「あはは～、びちゃびちゃだ～♪」

　一方、二歩先を歩くお子様のミステルは気楽なもので、濡れても全く気にしていないようである。むしろその無防備さにグレイヴの方が心配になるぐらいだ。

「……ミステル。この街に、見覚えはあったか？」

　そろそろ判別がついたかと、グレイヴは訊たずねる──が。

「ん～ん、違ちがうみたい～」

　と、ミステルは首を横に振ふった。

「……そっか」

「ねえ、ちょっといい？　ミステルって、故郷がどんなところか覚えてるの？」

「ぜ～んぜん覚えてないよ～。でもね、なんていうか……ちょっと変わった感じがするの！　その変わった感じがないから、この街は違うかな～、って思って」

「……ずいぶん雑な探し方ね」

「他に手がかりがないんだ、仕方ねえだろ」

　肩かたを竦すくめたところで部屋の前に到とう着ちやくし、グレイヴは長方形のタオルを広げて、ミステルの頭を包んだ。わしわしと、力加減には気をつけながら濡れた頭を拭いていく。

「わはっ、くすぐったいよ～」

「こら、あんまり動くなって……ん、よし」

　ミステルの頭を拭き、体は自分で拭かせたあと、別のタオルをディアへと放る。

　ディアがタオルを受け取り、うまいこと前を隠しながら髪を拭き始める傍かたわら、グレイヴは背負っていた荷物を降ろして、財布から数枚の硬こう貨かを取り出す。

「俺、濡れたついでにちょっと毛皮を売ってくるわ──あと、聞き込みもしてくる。飯はついてるみたいだから、先に食ってていいぞ。なんなら眠ねむっててもいい。この荷物だけ、悪いけど部屋の中に運んどいてくれ」

「は～い」

「あら、聞き込みに行くなら私も行くけれど？」

「聞き込みに行く場所のメインは酒場だぞ？　活気は薄れても酔よっ払ぱらいの五人や十人はいるだろ──やめとけやめとけ。絡からまれても面めん倒どうじゃねえか」

「む……」

　まあ、グレイヴの言う通りである──そして、ディアが絡まれた際に誰が面倒を被こうむるのかというと、まず間違いなく相手をいなすことになるグレイヴの方なのだろう。

　この街で早々に心証を悪くするのはあまり得策ではないし、喧けん嘩か自体は別に問題ないのだろうが、グレイヴに迷めい惑わくを掛けるのも悪い。

「それに、ミステルを一人にするのもな」

「……それもそうね」

　グレイヴとしては、単純に心配で──ディアからすれば、逆理を蒐集する旅においての最重要人物だ。何かあっては、困る。

「じゃあ、分かったわ──大人しく留守番してる」

「グレイヴ、いってらっしゃい！」

「おう、いってくる」

　麻あさ袋ぶくろを片手に、グレイヴが来た道を引き返していく──ちなみに、魔ま獣じゆうの肉は宣言通り、ここまでの道中で食べ尽つくした。主にディアが。

　藍あい色いろの髪が見えなくなってから、ディアが荷物を抱かかえる。

「重っ……」

　思わずそんな言葉が口をつく程度には、荷物は結構な重量だった──ディアが背負ったら歩くことも難しそうなこれを背負って、グレイヴは顔色一つ変えずに歩いていたのか。

　疲つかれていない──はずがないのに。

「意地を張ってるのか……気を遣つかわれちゃったのか」

　どっちかしらね、と呟つぶやいて、彼女はミステルと一いつ緒しよに部屋へ入った。
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　一行に用意された部屋は、思ったよりは広めの部屋だった──入口から見て右側にベッドが二つ、左側に一つ、それぞれ横に並んでいる。左のベッドの奥には円形のテーブルと、三さん脚きやくの椅い子すがテーブルを囲むように置いてあった。

　しかし、部屋の中まで眩まぶしいとは──影がないと、部屋の中はこんな風に見えるのか、とやや顔を顰しかめてディアは思う。この分では、眠るのにも苦労しそうだ。

　部屋の真ん中に荷物を固め、ディアは水を吸って重くなったマントを脱ぬぐ。

「うわ……やっぱり、ずいぶん濡れちゃったわね」

　自分の姿を見下ろして、呟く。マントの下に着ているのは、白を基調とした袖そでなしの服で、かなり体にフィットしたデザインなのだが、雨に濡れたせいでさらに肌に張り付いている。下着も透けてしまっていて、酷ひどく扇情的だった──ポーズを除けば、概おおむねグレイヴの想像通りの有様である。

「……我ながらあられもない恰かつ好こうね……これは人に見せられないわ……」

　幸いにして、鞄かばんの中の下着の替かえは濡れていない。髪を解いて、靴くつや服を脱ぎ、下着も脱いで、もう一度体全体をさっと拭く。替えの下着に着直して、宿からの借りものである部屋着を着る。

　ワンピースのようなデザインで、膝ひざを隠すほど丈たけは長い。無地でシンプルすぎるが、寝間着ならばこんなものだろう。

「わは～、ディアとお揃いだね～♪」

「あら、可愛かわいいじゃない、ミステル」

　ミステルもまた、同じデザインでサイズの小さい寝間着に袖を通していた。これが年の差というやつか、自分よりも可愛らしく見えた。

　その後、濡れた服やタオルを備え付けられていた物もの干ほし竿ざおに掛かけて、ようやくディアは一息ついた。

「ふぅ……ミステル、この後どうする？　先にご飯行く？」

「あ、その前に、ちょっといいかな～？」

　ディアが腰こしかけたベッドの隣となりに、ミステルも腰を下ろす。

「あのね、ディア。お願いがあるんだ～」

「お願い？」

　そしてミステルは、上うわ目め遣づかいで、そのお願いを口にした。

「わたしに、魔術を教えてほしいの」

「……魔術を？」

　ディアは思わず目を丸くした。

　ミステルからのお願い──想像がつかなかった、というのがディアの本音ではあったのだが、それにしたって想定外のお願いだった。

「この間の、治ち癒ゆの魔術のことだけじゃなくて？」

「うん、それ以外にも、色々教えてほしいんだ～。反霊術……神隷術？　は、あんまり使わない方がいいもんね。だから、代わりに魔術を教えてほしいの。戦うのはむつかしいかもしれないけど、グレイヴの助けにはなるかな～、って思って」

「……優やさしい子ね」

　ディアは、ミステルの頭を撫なでた。

「そうね、それはいい案だわ──ミステルの膨ぼう大だいな魔力を使わない手はないものね。けど、やるとなったらびしばしいくわよ」

「うんっ！　ありがと、ディア！　あ、でも、このこと、グレイヴにはひみつにしてほしいんだ～」

「あら、どうして？」

　首を傾かしげたディアに、ミステルはとびっきりの悪戯いたずらを企たくらんだような笑顔で、答えた。

「だって、グレイヴをびっくりさせたいんだもん！」

「……ミステル、あんた、ちょっとグレイヴに似てきたんじゃないの？」

　随分可愛らしい理由に、ディアの表情も思わず緩ゆるんだ。
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「──あぁ、この街の奴やつらが、仮面を被かぶってる理由か？　顔から陰いん影えいがなくなっちまったから、顔の見分けがつきにくくなっちまってな。そんで、分かりやすくするために仮面を被り始めたんだ」

　グレイヴの質問に対する、酒場の店主の返答である──そう話す彼も、梟ふくろうの仮面を、半分ずらして被っていた。

　毛皮を売ってとりあえずの路銀を稼かせいだグレイヴは、やや静かな街の中、そこそこ賑にぎわっている酒場に入って、情報収集を始めていた──手元には、琥こ珀はく色いろの液体が注がれた、口の広いグラスがある。店に入った以上、礼れい儀ぎとして頼たのんだものだが、思ったよりも美味だ。あまり飲み慣れているわけではないので、一口目の口当たりは強かったが、慣れればその強さが心地いい。

　カウンターに座っているため背後の様子は窺うかがえないが、テーブルについている酔っ払いたちが結構な騒そう音おんを立てている──雰ふん囲い気きとしては、まあ悪くない。

「逆に言やあ、仮面被ってないのはほとんど外から来た客ってことになるな。客引きを避さけたかったら、仮面を被ることをお勧すすめするぜ。あいつらは主に外から来た奴らから金を落としてもらいたい連中だからな」

「そいつはどうも……で、もう一つ訊ききたいんだけど、この近辺で、どっか変わったところってないか？」

「この近辺で変わったところぉ？　おいおい兄ちゃん、この明るい部屋が見えねえのかよ？　これが変わってないっていうんなら、お前さんがこの街一番の変わり者だぜ」

「窓閉めきってるのにまるっきり暗くないこの部屋がどうかしてるってのは分かってるよ。そうじゃなくて、そうだな……なんか、変な魔獣が出たとか、そんな噂うわさを聞いたことは？　特に、二年前からこっちの話で」

　サービスで出されたチーズを口に放り込む。これがまた相当クセの強いチーズで、味自体は悪くないが口に風味が残りすぎる。

　そこで酒を流し込むと、チーズの強すぎるクセと酒の口当たりの強さがうまい具合に混じり合って、口の中でレベルを一つ押し上げる──いい組み合わせだ、とグレイヴは感心する。この店主、言葉は雑だがいい腕うでをしているのだろう。

「あぁ──なるほどな。しっかし、二年以内で、魔獣の話か……なんか、天変地異以降、あちこちで凶きよう悪あくなのが出たって話を聞くけど、そのあたりも逆理の影えい響きようなのかね？」

　しかし近辺となると──と、梟が首を傾げて考える。

「人食いの樹海は……北西だからちと遠いな。ああ、そういえば北のナラズ渓けい谷こくに、やたらでけえサソリが出るって話は聞いたことあるな。北から来る商人が遭そう遇ぐうしたらしくって、死ぬかと思ったってぼやいてたぜ。北からの客足が落ちたのも、その辺が理由なのかもな」

　──ビンゴ、とグレイヴは心中で呟く。

　恐おそらく、それが逆理の依より代しろだろう。

「しかし、そんなもん調べてどうしようってんだ、兄ちゃん？　剣けん持ってるみてえだが、まさか倒たおしに行こうってんじゃねえだろうな？」

「ま、場合によるかな」

「おいおい、そんな無む謀ぼうなことやめとけよ。相手は別に、街を狙ねらってるわけじゃねぇんだしな。放っといても問題ないなら、わざわざ触ふれるこたぁねえと俺なんかは思──」




「いいかお前ら！　あたしが！　そのでっけぇサソリとやらを始末してきてやるよ！」




　そんな宣言が響ひびいた途と端たん、拍はく手しゆや口笛が店の中を囃はやし立てる。

　どうやら、後ろの方でも、件くだんのサソリの話題が出ていたらしい──聞き流していたので気づかなかった。

　グレイヴが目を向ければ、騒さわぎの中心には一人の少女がいた。

　酒の入った木製のジョッキを掲かかげている彼女の年は、グレイヴと同じぐらいだろう。やや短めの茶ちや髪ぱつと、恐らくディア以上のサイズの大きい胸が特とく徴ちよう的だ。影かげがなくてもよく分かる。チューブトップに厚手のボレロ、ショートパンツと、この涼すずしい中、露ろ出しゆつ度どの高い衣装で肌はだ色いろを大おお盤ばん振ぶる舞まいしている。さっきの荒あらっぽい口調の宣言と言い、ずいぶんと気きつ風ぷの良いい少女らしい。

「……どうやら、無謀なことを考えてるのは、お前さんだけじゃあなかったらしいな」

「そうみたいだ」

　グレイヴはカウンターの向こうの店主に笑いかけて、例の息巻く少女を見る──見たところ、彼女は剣を腰から下げているが、身体能力はそこまで高そうには見えない。しかし、魔力によって強化して戦うスタイルの可能性もあるので、現時点ではなんとも言えない。

　あれだけの自信があるのなら、実力がどうあれ、手を組むのもありかとグレイヴは思ったのだが、すぐにその考えを撤てつ回かいした──逆理を蒐集する場面を見られるのはまずいからだ。彼女がどういう立場であれ、《回帰の法》を知る者を増やすのは得策ではない。たとえ、いずれ知られることであるとしてもだ。

　チーズの残りを口に放り込み、酒を飲み干し──代金をカウンターに置いて、グレイヴは立ち上がる。

「ごちそうさん」

「ああ──本当に行くなら、気ィつけてな」

　傍そばに立てかけておいた、宿からの借り物である傘かさを持って、片手を上げてグレイヴは店を後にした。
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「──とまあ、そんな具合で、この辺で一番怪あやしいのは北のナラズ渓谷だな」

　宿に戻もどったグレイヴは、宿からの借り物である寝ね間ま着き──やや寸足らずのズボンと、半袖のシャツを着て、ディアとミステルにそう報告した。

「巨きよ大だいなサソリ、か……まず間ま違ちがいないでしょうね。ミステル、羅ら針しん盤ばん見せてくれる？」

「は～い」

　ミステルが右手を持ち上げると、逆理の依代、その位置を示す光の羅針盤が現れる。しばらく針が回転した後、二か所を示して針は止まった。

　一本はグレイヴを──もう一本は、別の方向を。

　ただし、グレイヴを指す針が微び動どうだにしないのに対し、もう一方を示す針は、僅かにブレている。

「……ん、やっぱ北だな」

　地図と照らし合わせて、グレイヴが頷うなずく。

「ね～、なんか針、ちょ～っとだけ動いてるよ？」

「今回の依代が、生物である証しよう拠こね。やっぱり、そのサソリが依代なんだわ」

「じゃあ明日あしたの行先は決まったな」

　明日の朝に出発すると決めた後、グレイヴがふと気づいたようにディアに訊たずねる。

「そういえば、お前の魔力の反転現象って、《回帰の法》で戻せたりしないのか？」

　──二年前の《逆理の天変地異》以降、人が持つ魔力の量は反転してしまった。それも世界に蔓延はびこる逆理の影響だと考えられているが──もし魔力の量が戻れば、ディアも戦力として数えられる。決してグレイヴに自信がないわけではないが、戦力があるに越こしたことはない。

　しかしそんなグレイヴの質問に、ディアは悩なやむように唸うなった。

「んー……それはさすがに考えたことなかったわね。けど、難しいんじゃないかしら」

「……というと？」

　考えたことがなかったという割りに、ディアの返答は早かった。

「起こっているコトの規模が違いすぎるもの──逆理の影響はあくまで局地的なものだけれど、魔力の反転現象は世界規模で起きているものだから。どちらかと言えば、魔ま術じゆつに対する神隷術のように、逆理の力の副次的な影響で捻ねじ曲がっている……と考えられないかしら」

　逆理が直接関係しているわけではなく──あくまで間接的な影響。

　故に、《回帰の法》では元に戻すことが出来ない、という考えらしい。

　──可能性自体は他にもいくらかあるのかもしれないが。まるで逆理とは別の所に理由があることだって考えられる。

　つまり、現時点での結論では──

「結局、ディアの魔力が戻るのは、逆理を全部回収した後──世界が元に戻ったあとってことか」

「そうなるわね──ごめんなさい、負担かけちゃって」

「別にいいって。逆に俺のお株が奪うばわれなくてよかったよ。じゃ、明日に備えて眠ねむっとこうぜ。なんなら添そい寝ねしてやろうか？」

「結構よ」

「あ、グレイヴ～。わたし、そっちに行ってもいい～？」

「おう、こいこい」

「駄だ目めに決まってるでしょ、だったら私がミステルと添い寝するわ」

　影のない部屋の中、そんなやり取りを経て、三人は眠りについた。

　が、天てん井じようを見ながらグレイヴは思う──ディアとミステルには話していない、酒場で息巻いていた少女のことを。

　渓谷へ向かう時に、あの娘こと被らなければいいんだけど、と。

　もっとも、世の中というのは、そういうことほど現実になるもので──
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「へえ、お前らも渓谷に向かうのか？　目的はもちろん噂になってるサソリだろ？　じゃあどっちが先に討とう伐ばつするか勝負だな、負けないぞ！　あたしはアイロスって言うんだ！　よろしくな！」

　街の北口で顔を合わせた途端にそう話しかけてきたのは、例の酒場の少女──アイロスだった。うへえ、と内心グレイヴは頭を抱かかえるが、名乗られた以上は名乗り返さねばなるまい。

「俺はグレイヴ──こっちのちっこいのがミステルで、赤い髪かみのがディアだ」

「よろしくね、アイロスさん！」

「…………」

　ミステルは挨あい拶さつをし、ディアは会え釈しやく。

　互たがいに自己紹しよう介かいを済ませて満足したのか、アイロスは先に北の渓谷へ向けて歩き出した──馴なれ馴れしくも、グレイヴの肩かたを叩たたいて。ずいぶんと距きよ離り感かんの近い娘むすめだった。

　そんな彼女の背中を眺ながめて、グレイヴは呟つぶやく。

「これは……少し面めん倒どうなことになるかもしれないなあ……」








Chapter3　求めた力









「……つまり、グレイヴは彼女の存在を知っていたってことかしら？」

　極夜都市・ナイターノットを出て、北のナラズ渓けい谷こくへと延びる、草原に挟はさまれた街道。

　そこを歩きながら、ディアはやや恨うらめしげにそう訊ねた。

「まあ、昨日酒場で情報収集してる時に見かけたんだよ──印象には残ってる」

「バストが大きかったからでしょう？」

「ご名答。お前も俺のこと分かってきたな……じゃなくて。ディアが引っかかってんのは、俺があいつのことを話さなかったことについて、だよな？」

　一人で先を歩くアイロスの背中を見ながら、グレイヴは訊ねる。

「普ふ通つうに、絡からむことはないんじゃないかって思ってたから言わなかったんだけど」

「彼女が今日渓谷へ向かうなら、鉢はち合わせすることぐらい十分考えられたわ。私たちが向かう日をずらせばよかったんじゃないかしら」

「いや単純に、金銭的な問題でそれは避さけたかったんだよ。あそこの宿意外と高いぞ……さすが観光地。出来れば明日には出たいと思ってたし。それに、あっちが今日向かうのかは分からなかったんだ。もしそうでも、朝イチなら鉢合わせすることもないと思ってたんだが、まさか同じ時間に出発するとはな……」

　とはいえ、こうなってしまった以上は仕方がない。にやぁっ、と笑ってグレイヴは提案する。

「折角だから利用しようぜ。わざわざ先行して露つゆ払はらいしてくれるってんだから」

「あ、あんた……それは思ってても口にしちゃいけない類のセリフよ？」

「グレイヴ、悪い顔してる～……」

　口ではそう言いながらも、ミステルとディアもグレイヴの案には賛成の様だった。

「危なくなったら助けに入ればいいんだし」

　というついでの一言が、思ったよりも効果的だったらしい。

「そうだ、それはそれとしてだ──なあ、逆理の依より代しろ……この場合は逆理の獣けものか。一いつ般ぱん人に容易に倒たおせるようなもんじゃないとは思うが、それでも、時々殺されることはあるんじゃないか？　そうなると、逆理ってどうなるんだろうな？」

　迷めい惑わくに思った村や街の人々が討伐依い頼らいを出したり、血気盛んな戦士たちが腕うで試だめしに挑いどんだり、という事例はあるだろう──前にいる、アイロスがそうであるように。

「ん……そうね。多分、近くにいる別の生物か何かに、依代が移るんじゃないかしら。確かにそういう事例がないとは思えないけど、逆理が戻ったっていう話も聞かないし」

　現在の世界の情勢から、ディアはそう推測した。

「んじゃ万が一、先に仕留められると厄やつ介かいだな。逆理が飛ぶってことだもんな……」

　問題は、あの少女がそれだけの力を持っているかどうかだが──

「あっ、グレイヴ！　アイロスさんに猪いのししさんが向かってる！」

　ミステルの声に、視線を前方のアイロスへ向ける。

　見れば、先日グレイヴも仕留めた、猪型の魔ま獣じゆうがアイロスへ突とつ進しんしていた──これはちょうどいい機会だ。あの少女の実力を見み極きわめる絶好のチャンス。

　一応長刀を抜ぬき、いつでも走り出せる状態で、アイロスをじっと見る。

　そしてアイロスは、足音から自身へ迫せまる何者かに気づき──

「うっ、うぉわっはぁっ!?」

　──そんなに驚おどろくことか？　と言うほどに、驚きよう愕がくの表情に顔を歪ゆがめて、彼女はその場を飛び退のいた……おまけに着地の仕方が悪かったのか、盛大に尻しり餅もちをついた。

「……うっわぁ」

　思わず、グレイヴの口からそんな落らく胆たんの声が漏もれた。彼女の実力は知らないが、あれだけの自信家なのだ。正直言って、あの程度の魔獣相手なら全く問題はないだろうと思っていたのだ。

　ところが現実はどうだ。

　大きく飛び退いたおかげで不意打ちの突進は喰くらわずに済んだものの──猪型の魔獣の方は、追つい撃げき態勢に入っている。

　あれでは、次の突進はよけられまい。

「ったく、仕方ねえな……！」

　グレイヴが助けに入るため、走り出そうとした──その瞬しゆん間かん。

　尻餅をついたまま、アイロスが片手を挙げ、高らかに、叫さけんだ。




「《焰の瞳アルデバラン》！」




　直後、周辺の気温が一気に上じよう昇しようした。

　空に掲かかげたアイロスの手──その上に、煌こう々こうと燃える、炎ほのおの球が出現したのだ。大きさは、人の頭ほど。その炎の球が、魔獣を指さすアイロスの動きに沿って、ごうっ、と音を立てて飛ぶ。

　そして、魔獣の鼻先に炎の球が衝しよう突とつしたかと思うと、ボンッ！　と音を立てて、弾はじけた。爆ばく発はつをもろに喰らった魔獣は、吹ふき飛ばされた上に、体を炎に包まれた。そのあとしばらくのたうちまわっていたが、やがて動きを止めた。

「ふふん──ま、あたしにかかればこんなもんだよな」

　立ち上がって尻を払ったアイロスは、腕を組んで得意げにそう言った。どうやら不意打ちに気づかず、驚いてすっ転んだことはなかったことになっているらしい。

　神隷術の使い方は、いくつかの系統に分けられるが──アイロスが使ったのは、その中でも『術名詠えい唱しよう』と呼ばれる、特にスピードに長たけた使用法だ。

　名詞から連想されるイメージが、魔力により強い指向性を持たせるのだ。今のアイロスを例にするならば、《焰の瞳アルデバラン》という言葉が、彼女の中では『爆ばく炎えんの球』を強くイメージするキーワードになっているのである。

「は～……すごいね～」

　その戦せん闘とうを見ていたミステルが感心の声を上げ、グレイヴとディアは揃そろって顔を顰しかめていた。特にディアは、親の仇かたきを見る目つきでアイロスを睨にらんでいる。

「……あの娘、神隷術を使うのね」

「みたいだな。でも、おかげで疑問が解けたよ。どうやら俺の目も、あながち曇くもっちゃいないらしい……ところでディア、今のお前の顔、子供が見たら泣くぞ」

「大きなお世話よ……それにしても、勿もつ体たいないことするわね、彼女」

「全くだな。毛皮は売ればそれなりの金になるのに。もうちょっとスマートに仕留めてくれれば収入もあったんだがな……」

「あら、そっちなの？　私はお肉の方だったんだけど」

「……この肉食め」

　言い合いながら、グレイヴは思う。道理で、いまいち強そうに見えないわけだ──アイロスが使うのは、魔力ではなく、神隷術なのだ。さすがに内面を見抜く目までは、グレイヴは持っていない。

「……ってことは……場合によっちゃ、あいつは敵になるわけか……」

「サソリさんの奪うばい合いってこと～？」

「……いや、そういうことじゃないさ」

　グレイヴの返答に首を傾かしげるミステルだったが、グレイヴはミステルの頭を撫なでるだけで、言葉の意味は答えなかった。

「さて、ちょっとペース上げるか……いよいよもって、先を越こされると面倒なことになりそうだ」
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　ペースを上げるか、とは言ったものの。

　グレイヴ一人ならばともかく、ミステルとディアがいる状じよう況きようではそれも難しかった──単純に、ミステルの歩ほ幅はばと、ディアの体力的な問題である。

　一方のアイロスは、時折襲おそい来る魔獣を蹴け散ちらしながらも、その足はほとんど止まらない。さくさくと先へ進むので、距離は広がる一方である。少なくとも、彼女には基き礎そ体力はあるようだ。

「ア、アイロスさん、速いね～」

「そ、そうね……くぅ、術に頼たよってるくせに……」

「……お、でも、足止めたみたいだぞ？　休きゆう憩けいに入るみたいだし、俺らも休憩するか」

　足を止め、各おの々おのその場に適当に座り込み、グレイヴは背中の荷物から食料を取り出す。スティック状に焼かれたその携けい帯たい食料は、味はまあまあだが、焼く時に水分を飛ばしているせいか、口の中がパサパサするのが玉に瑕きずだ。

「いやあ……携帯食感が凄すさまじいな」

「口の中渇かわいちゃうよ～」

「なんとも言えないわね……」

「へえ、そんな微び妙みようなの？　一口くれない？」

「くれないって、グレイヴあんた、自分の分あるで──っ!?」

　隣となりから掛かけられた女の声に、ディアがぎょっとする──そこには、いつの間に来ていたのやら、先にいたはずのアイロスが座っていた。その目は、ディアの持つ携帯食料を興味深そうに眺ながめている。

「あ、あなた、いつの間に来てたのよ!?」

「え、普通に来たけど」

「グレイヴも何か言いなさいよ！　あんたなら気づいてたでしょ！」

「黙だまってた方が面おも白しろいかと思って」

「あんたやっぱ最悪ね……で、アイロスさん。あなたは何しにこっちへ来たの？」

　一応の落ち着きを取り戻もどして、ディアが訊たずねる。

「そう邪じや険けんに扱あつかわないでほしいなぁ……おんなじ獲え物ものを狙ねらう同士、昼ご飯ぐらい一いつ緒しよに食べてもいいじゃんさ？」

　ディアと肩かたを組んで、アイロスは言う。やはり馴なれ馴れしい。が、

「いいよ～。いっしょに食べよ！」

　──ミステルの許可が出ては致いたし方かたない。肩からアイロスの手を払うものの、ディアはそれ以上文句を言うことはなかった。

　自前の昼食らしいサンドイッチを頰ほお張ばるアイロスに、グレイヴが訊ねる。

「なあ、焼肉娘むすめってなんで噂うわさのサソリを狙ってんだ？」

「え、何その焼肉娘って。もしかしなくてもあたしのことか？」

　身に覚えのない渾あだ名なで呼ばれたアイロスが、きょとんとしてグレイヴに訊ね返す。

「ああすまん、うっかりした。道中の猪連中を片かたっ端ぱしからこんがり焼いてるから、つい」

「そんなおいしそうに表現されても……っていうか、あいつら食えたのか？　うへー、そりゃ勿体ないことしたわー」

「おかげでウチの肉食お嬢じよう様が歯ぎしり鳴らして大変だったぜ」

「あんただって折角の毛皮がー、金になるのにー、とかって嘆なげいてたじゃない」

「あー、えっと……なんかごめんな？　肉食ちゃんと……守しゆ銭せん奴ど？」

「次その呼び方したら、指から爪つめ引っぺがすわよ」

「「こわっ」」

　ディアの鋭するどい眼光に、アイロスとミステルの声が重なった。

　一方守銭奴と言われたグレイヴは、まあ似たようなものか、と特に否定しない。単に、この先の費用のことを考えると、貯ためられる時に貯めておきたいだけなのだが。

「話を戻していいか？」

「ああ、あたしがなんでサソリを狙ってるかって話だったよな？」

　アイロスはサンドイッチを一口齧かじって、続ける。

「別に変な目的とかはないぞ？　まあ、そのサソリが、渓けい谷こく通る人に多少迷めい惑わくかけてるからって理由もなくはないけど、根っこの理由は単純に腕うで試だめし兼けん、討とう伐ばつ賞金だな。やたら強くて、そこらの連中じゃ手も足も出ない魔獣らしいじゃん？　だからか知らないけど、一応懸けん賞しよう金が出てんだぜ」

　魔獣、と彼女はそのサソリを指して言う──逆理の依より代しろという存在を知らないのだから、当然だが。

　しかしそこには特に触ふれず、グレイヴは目を丸くする。討伐賞金というくだりに反応したのだ──一体いくらだ。どれだけの額が懸かけられている。

「まともに戦って倒たおすのは難しいかもしんないけど、今のあたしには反霊術がある──しかも、これが意外とあたしに合ってたみたいでな。前は勝てなかった魔獣の類にも勝てるようになったし。折角手に入れた力だ、思う存分振ふるわないと損だと思わねえ？」

　嬉うれしそうなアイロスの話を聞きながら、グレイヴは思う。

　やはりそうだ、このアイロスという少女──《逆理の天変地異》以降の世界に恩恵を受けた側の人間だ。

　魔力の反転現象によって総量が激減したというディアとは真逆で、総量が増えただけでなく、反霊術──神隷術という力を得た少女。

「…………」

　そんなアイロスを、ミステルはぽかんとした顔で眺めている。

　何を考えているのかは──グレイヴにも、大体想像はつくが。

　と、その時。

「──履はき違ちがえないで」

　ディアが、吐はき捨てるようにそう口にした。

「それは、あんたの力じゃないわ──借り物の力で図に乗らないで」

「……あん？」

　アイロスとて、さすがに聞き流すことはできなかったらしい。目つきを険しくして、ディアを睨みつける。

「おい、どういう意味だよそれ。あたしの力が借り物？　反霊術は、れっきとしたあたしの力だろうが」

「その呼こ称しようを使っている時点で、何も知らないのよ、あんたは」

　ディアも引く気はないとばかりに、正面からアイロスに視線をぶつける。

「勿体つけた言い方してんじゃねーよ。何が言いてえんだ」

「自分が使っている術の成り立ちも知らないくせに、我が物顔でそれを使っている馬ば鹿かを見るとイライラするのよ」

「喧けん嘩か売ってんだなそうなんだな？」

　アイロスが、ディアの胸倉を摑つかんで、顔を引き寄せる。お互たがいの額がぶつかるほどの距きよ離りでも、二人は互いに視線を外さない。

「グ、グレイヴ～……」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気に恐おそれをなしたのか、ミステルがグレイヴの背中に回る。

「はいはいっと……おいお前ら、さすがにその辺にしとけ。ミステルがビビって漏もらしそうになってるだろ」

「もっ、漏らしそうにはなってないよ！」

　ぱんぱん、と柏かしわ手でを打ちながら、おどけたグレイヴが二人の仲ちゆう裁さいに入る。

　アイロスは舌打ちしてディアの胸倉から手を離はなし、ディアは涼すずしげな表情をまったく崩くずさなかった。

「悪いな、ディアはちょっとばかり反霊術に嫌けん悪お感かんがあるもんで」

　神隷術、という単語は、アイロスの前であるため使わない。その方が話もスムーズに進むだろうと判断してのことだ。

「反霊術に嫌悪感……？　何、肉食ちゃんは魔ま術じゆつ師しかなんかなわけ？」

　ついさっき使うなと言ったはずの呼称で呼ばれ、ディアがぎろりとアイロスを睨にらむ。それが故意であることは考えるまでもなく分かった。

「はん、奴ど隷れい扱いしてた連中からしっぺ返しでも喰くらったか？　自じ業ごう自得もいいとこじゃねーか──それとも、自分たちに使えない術を使ってる奴やつらが羨うらやましいのか？」

　挑ちよう発はつとも取れるアイロスの言葉に、しかしディアは無視を決め込む。

「グレイヴ、渓谷へ急ぐ必要はないわ──断言してもいい。彼女程度の実力では、例のサソリを倒すことなんて絶対にできないから」

「……あ？」

　逆に、アイロスはディアの言葉を無視できなかったようで、明らかにイラついた表情で口を開いた。

「上等だ──だったら件くだんのサソリ、あたしが先に討伐してきてやんよ！　賞金はビタ一文分けてやんねーから、あとで吠ほえ面づらかくんじゃねーぞ！」

　そう叫さけんで、アイロスは一人でさっさと歩いて行ってしまった。

「あっ……グレイヴ、いいの？」

「ああ……今はな。とりあえず、あっちよりもこっちだ」

　彼女の背中が小さくなる程度まで見送ってから。

「……ディア」

「悪かったとは思ってるわ」

　グレイヴが何か言うよりも早く、ディアは口を開いた──僅かに、悔かい恨こんを滲にじませる表情で。

「ちょっと、感情的になってたわね」

「分かってんならいいけど……お前、この先神隷術使う奴に会うたびにこんなこと言ってたら、敵ばっか作ることになるぞ？　少しは抑おさえろよな」

「……ごめん」

　ディアが俯うつむいて、小さな声で謝った。表情から覗のぞく感情は僅かだが──涼しい顔の裏では、相当凹へこんでいるらしい。

　そんな彼女を見て、グレイヴは長めにため息をついたあと、ばし、と軽くディアの肩を叩たたいた。

「ま、気持ちは分からないでもないけどな」

「……ん。ありがと」

「グレイヴ！　ディア！　早くアイロスさんを追いかけようよ！」

　話が一段落したと見たのか、ミステルが声を上げた。

「だって、サソリさん、強いんでしょ？　アイロスさん一人じゃ危ないよ！」

「──そうだな、よし、急ぐか！」

　相も変わらず優やさしいミステルの言葉に、グレイヴは笑って答えた。
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　ナイターノット北方のナラズ渓谷は、遥はるか昔の大だい豪ごう雨うによって出来たものだ──降りに降った大量の雨水が、標高の低い方へと流れる間に、周囲の地面を削けずり取って出来た地形である。

　岩の壁かべに挟はさまれた道の広さは、大人五人が並んで歩けるぐらい。

　この地は元々雨は少ない方なので、今となっては水も流れず、乾かわいたものだが──多少、岩の隙すき間まから草が顔を出しているぐらいである。

　しかしこの渓谷もまた、影かげがない。本来は極夜の地域にあるこの渓谷、月の下で見たのであれば相当な絶景のはずだが、影がないという一点が、むしろこの谷の不気味さを助長していた。

　この地形が影えい響きようしているのか、時折風が吹ふき抜ぬけると、渓谷全体から唸うなり声のような音が響ひびく。なかなかどうして、それだけでも結構な威い圧あつ感かんを放っていた。

「さってと……奴やつこさん、どこにいんのかねー」

　そんなどことなく不気味な渓谷を歩きながら、アイロスは呟つぶやく。

「くっそ……あいつめ。見てろ、絶対に鼻を明かしてやるかんな……」

　直前に口論になった、赤あか髪がみの魔術師の顔を思い浮うかべて舌打ちする。

「……二年前とは違うんだよ。絶対あたし一人で倒してやる……！」
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　──二年以上前。

　アイロスには、大した力はなかった──剣けんを持ってはいるが力に欠け、魔術は覚えることが多くてお手上げ状態。そして魔力による身体強化もできない。当時の彼女の魔力が少なかったのも、制せい御ぎよが難しかった理由の一つだろう。少ない魔力を使おうとするのは、水の少ない井い戸どから、桶おけで水を掬すくい上げようとするようなものだからだ。

　冒ぼう険けん家や旅人、傭よう兵へいの自由な生き様に憧あこがれて、生まれ故郷である小さな町を飛び出した彼女だったが、その先で待ち受けていたのは、結局のところ力がなければ自由ではいられないという残ざん酷こくな現実だった。

　なんとか受けられる依い頼らいをこなして、どうにか日々を食いつないで。宿に泊とまる金があるはずもなく、寝ねる時はほぼ野宿だった。

　自由で刺し激げき的な毎日からは程遠い日々で、この上なく惨みじめな気分を味わった。金がないと見てか、やたらと胸の大きくなったアイロスの体目当てで寄ってくる男たちもいた。辛かろうじて残っていた女としてのプライドから、さすがにそれは拒こばんだが──断って去る輩やからはまだいい。寝込みを襲おそってくるようなクズもいた。その時、彼女は生まれて初めて人を殺あやめた。クズだから死んで当然だと頭では思っていたが──自分の手で命を止めるというのは、あまり気分のいいものではなかった。

　小さな町での、平へい穏おんだが不自由のない暮らしを思い出して、涙なみだを流す夜もあった。帰りたいと心の底から思ったこともあったが、家出同然に出てきた自分を、両親は温かく迎むかえてくれるだろうか。答えはおそらく、否いなだ。もう縁えんを切られているに違いない。だから、帰るわけにはいかない。

　──自身に、そう強く思い込ませていた。

　怖こわかったからだ。

　もし本当に帰ったなら、意外と両親は普ふ通つうに受け入れてくれるかもしれない──しかし、もしもそこで断られたら？　帰りたいと願っていたのに、自分の居場所がどこにもないと、親にとどめを刺さされたら？　そんな状じよう況きように置かれて、果たして自分はまだまともな思考ができるのか。それを確かめるのが怖いから、家には絶対に帰らないと決めていた。

　それでも、捨てたはずのものは、一日ごとに輝かがやきを増していった。いっそ、あの平和な日々を忘れてしまえればいいのに、と倒とう錯さくしたことを考えることすらあった。

　そんな日々が、半年ほど続いたころ──《逆理の天変地異》が起こった。

　そして、少しずつ使われ始めた反霊術。同業者が使っているのを見て、自分も使えるんじゃないかと思い──見事に、成功した。

　ずっと憧れていた、彼女が求めた力の具現──灼しやく熱ねつの火球の発動に。

　魔力を操るという感覚も、それ以前より摑みやすくなっていた──魔力の反転現象により、魔力の量が増えたからだ。もっとも、魔力による身体強化は、結局彼女は習得できなかったのだが。

　だから彼女は、反霊術を磨みがいた。ようやく手に入った、彼女のたった一つの鋭するどい牙きばを。

　実戦での術のタイミングを計るために、魔ま獣じゆうなどを相手にする依頼を受けたり、崩ほう落らくで塞ふさがった山道を、術を使って開通したり──そうしていく内に、金も入るようになった。少しずつ顔を知られるようになったのか、下手に声をかけてくる者も減った。

　今では、自由を謳おう歌かしている──かつて彼女が憧れた、旅人たちのように。

　あれほど輝いていたかつての日々も、もはや彼女の目には退たい屈くつなものとしか映らない。

　──今のあたしには、力がある。

　だから、今回も、絶対に──と、彼女が考えた、その時。

　コツン、という物音が、渓けい谷こくの岩がん壁ぺきに響いた。
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「……っ！」

　アイロスは、うっかり物思いに耽ふけっていたことを恥はじる──ここは既すでに戦場だ。しかも、狙ねらいの敵は相当な大物。もし不意打ちでも喰らっていたらどうする気だったのか。

　力を得たとはいっても──油断していいわけではない。

　剣を片手に、前後を素早く確認する。異常は、今のところ見られない。

　さっき反はん響きようしたのは、一体なんの音だ……？

　緊きん張ちようと高こう揚ようで、胸の鼓こ動どうが高まっていく。

　正体の尻尾しつぽも影も見えないこの状況で、アイロスの額にじわりと汗あせが滲み──

「──影も見えない？」

　ふと呟いたアイロスが、まさか、と上を見る。

「っ！」

　いた。

　岩壁の、頂点近く──上を向かなければ視界に入らないような場所に。

　巨きよ大だいなサソリが、こちらを見ていた。

「そりゃあ……影がないんだから、上にいても気づかねーよな……！」

　サソリが僅わずかに動き始めるが、本格的に動き始める前に、アイロスはそれに剣の切っ先を突つきつける。

「《焰の瞳アルデバラン》！」

　彼女の魔力によって生成された爆ばく炎えんの塊かたまりが、巨大なサソリ目がけて飛んでいく。

　着ちやく弾だん、爆発──ズン、と体に響く衝しよう撃げきのあと、砕くだけた岩がパラパラと音を立てる。

「どうだ……？」

　間ま違ちがいなく命中した。仕留めたとまでは言わないが、ダメージぐらいはあってもおかしくないはずだ。

　直後、立ち込める煙けむりを突き破って、化けサソリが跳ちよう躍やくした──ズン、という重じゆう厚こうな音を立てて、それはアイロスの前に着地する。

「……うおっ」

　改めて眼前に来られると──デカい、の一言に尽つきる。苔こけむしたような暗緑色の体は、体長だけならアイロスの四、五倍はあるだろう。さらに体を覆おおう甲こう殻かくが、鎧よろいのように厚く、硬かたく、進化していた。その防御力の高さは確かめるまでもなく伝わる。

　加えて、両りよう腕うでの螯はさみも異様だった──ともすれば体を覆う甲殻以上にごつく、重厚。角ばった形のその両腕は、断ち切るためのものというよりは、挟んで逃にがさない万力のようなイメージを与あたえる。

　鎌かま首くびをもたげる尾おは、アイロスの身長の倍ほどの高さからこちらを狙っている。当然のように、先せん端たんには、握にぎり拳こぶしほどの太さの針──まず間違いなく、毒針だろう。

　そして、体の正面──顔にあたる部分。鎧じみた甲殻の隙間からぎょろりと覗くそれは、眼め。巨大な一つの眼が、アイロスを敵と認識した。

　正面、横、そして上。全方位から与えられるプレッシャーに、若じやつ干かん気け圧おされる。

　だが、彼女が何より驚おどろいたのは、そのサソリの異様な外見ではなく──

「無傷ってどういうことだよ……！　《焰の瞳アルデバラン》が直撃したんだぞ!?」

　歯は嚙がみをするが、引くわけには行かない。

　自分のたった一つの牙が通じないなど、認めるわけにはいかなかった。

　ザザザ、と音を立てて動き出したサソリへ、彼女は再度術を放った。

「《焰の瞳アルデバラン》！」

　──しかし、彼女自身、気づき始めていた。

　高揚感は、既に冷め切っていて──代わりに、恐きよう怖ふが芽生え始めていることに。
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「ちっ、ちょっと遅おそかったか……！」

　ナラズ渓谷の入口──そこへたどり着いたグレイヴたちは、先から響く爆音で、戦せん闘とうが既に始まっているのだと悟さとる。

「グレイヴ、どうするの～？」

「この先は、俺だけで行った方がよさそうだな……万が一岩壁が崩落して、生き埋うめになったらマズいし」

　何せ、戦っているのは爆炎を放つ焼肉娘むすめだ。

　アイロスなら崩落に巻き込まれたところで、自分で術を使って岩を吹っ飛ばすこともできるだろう。グレイヴなら生き埋めにならない限りは、跳とび越こえるなり道を切り開くなりすることができる。仮に生き埋めになっても、死なない程度の自信もある。

　が、ミステルとディアは、肉体的には普通の少女である。この先に進むのは、少々リスクが高すぎる──障しよう壁へきの魔術を使ったとしてもだ。

「二人とも、待っててくれるか。サソリを逃げられない程度に痛めつけたら戻もどってくるから」

「分かった！　グレイヴ、がんばってね！」

　ミステルがそう言ってから、ディアが一歩前に出てくる。

「グレイヴ、その……」

　言い淀よどむディアの表情から、グレイヴは察する。

「なんだよ、告白か？」

「そんなわけないでしょうが」

　真顔に戻ったディアを見て、けらけらとグレイヴは笑う。

「冗じよう談だんだよ。アイロスも助けてくるから心配すんな」

「……ごめん」

　口論によってアイロスを焚たきつけてしまったのはディアなのに、そのアイロスを助けに行くのはグレイヴなのだ。素直に申し訳ないと思い、ディアはそう口にした。

「まー、あれだ。あんまり気にすんなよ」

　グレイヴが、軽い口調でそう言ってくる。

「あいつに死なれて後味が悪いのは俺らも同じだからな。さくっと行ってさくっと片付けてくるさ」

「……あんまり油断するんじゃないわよ」

「おっ、キツめの言い方。調子戻ってきたじゃん？」

「どういう意味よ！」

「はっはは！」

　ディアの怒ど声せいを背に、グレイヴは逃げるように戦場へと走り出した。
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「くっそ……！」

　渓谷の中腹──一つ眼の化けサソリと戦闘中のアイロスは思わず毒づく。体に傷はないものの、呼吸は荒あらく、体を汗が伝っている。爆炎を連続して使ったことによる周囲の気温の上じよう昇しようと、単純に疲ひ労ろうである。

「なんだよあいつ、全然術が効かねーじゃねーか！」

　一方、アイロスが睨にらむ先にいる化けサソリは、健在──燻くすぶった火から出る煙の中、傷一つなく動いている。その動き方から見ても、まるでダメージを負った様子が感じられない。

「蒸し焼きにすらならねーってどういうことだよ……！　しこたま術を叩たたき込んでるってのに……完全に熱が遮しや断だんされてんのか……？」

　術は効きが悪い──業ごう腹はらではあるが、それは認めざるを得なかった。

　だが、術が通じないと決まったわけではない。

　まともに当たれば、術が通じないわけがない。

　強きよう迫はく観念にも似た思考の末に、彼女は一つの結論へ至る。

「あの殻からが邪じや魔まだ」

　化けサソリの表面を覆う、暗緑色の分厚い甲殻──あれさえなければ、中身を焼き切ることが出来る。

　剣けんを握り直し、彼女は化けサソリへ突とつ撃げきする。

　ザザッ、という短い音と共に、サソリが動く──体を旋せん回かいさせながらの、螯による薙なぎ払はらい。それを跳躍して躱かわし、脇わきに滑すべり込んだアイロスは剣を振ふりかぶる。

「やぁああああああああっ！」

　ガキッ！　と硬い音が岩壁に反響する──つまり、アイロスの剣は、サソリの外殻に阻はばまれたのだ。

「くっ……そ硬いなぁ、ちくしょう！」

　二度、三度、打ち込んでも結果は変わらない──サソリの外殻には傷一つつかない。

「んのっ……!?」

　四度目を打ち込もうとしたところで、ぎょろりとサソリの眼がアイロスを睨む──その時、尻尾が迫せまっていることに気づいた。慌あわてて一歩下がると、さっきまで立っていた場所にサソリの尻尾が降ってきた。

　さらに、体を旋回させたサソリが、左の螯を外側に薙いでくる。こちらも辛かろうじて躱したが、体勢が整わないままに彼女は剣を振るう。

　しかしそれは、左の螯のど真ん中で挟はさみ込まれ。

　瞬しゆん間かん、バキンッ！　と、彼女の剣はへし折られた。

「くっ──」

　武器を折られたが、しかし彼女はまだ諦あきらめない。

　とっさに柄つかを手放し、勢いをつけて、サソリの体の真下に──懐ふところに、潜もぐり込んだ。

「体の大きさが仇あだになったな──どてっ腹に風穴開けてやんよ！」

　強固な外殻を持つ生物は、えてして内側が柔やわらかいものだ。経験則からの推測である。

　試しに一発、殴なぐってみる──ぶにょっとした、気持ち悪い感覚。しかし、外殻のような硬さはない。

　いける、と彼女は確信した。掌てのひらをサソリの腹に当て、会心の笑みで術の名を叫さけぶ。

「喰くらいやがれ──《焰の瞳アルデバラン》!!」

　気合十分、魔力もありったけを注ぎ込んだ爆炎が、アイロスの目の前で炸さく裂れつした。

「あっづ……！」

　思わず、アイロスは呻うめく──当然だ。自分の目の前で爆炎が炸裂すれば、当然彼女とてダメージは免まぬがれない。

　だが、その甲か斐いはあった。

　限りなく無防備に近い腹に、零ゼロ距きよ離りで叩き込まれた爆ばく炎えんは、サソリを焼きながら真上へと吹ふっ飛ばした。

　ずずぅん、という音が、少し離はなれたところで響ひびいた。

「はっ……はっ……よっ、しゃ、あ！　どんなもんだ、こらぁあ！」

　立ち上がって、勝かち鬨どきを上げるアイロス。直後、突つき上げた右腕の痛みに、顔を盛大に顰しかめた。

「……っづぅ……」

　右腕の、肘ひじから先──皮ひ膚ふの半分ほどが、赤く爛ただれてしまっている。ジンジンと、鼓こ動どうに合わせて痛みが響いた。

　また、火傷やけどは右腕だけではない。服は少々焦こげ付いているし、露ろ出しゆつしている皮膚のあちこちが赤く引きつったり、小さな水ぶくれができたりしていた。

「あーあー……腕のいい術師が見つかんなきゃ、女としては終わるんじゃねーの、これ」

　アイロスは炎ほのおの反霊術は得意だが、治ち癒ゆの反霊術は使えない。反霊術は、人によって向き不向きがはっきりと存在しているらしいのだ。

　だから、できれば綺き麗れいに治せる術師がナイターノットにいることを願うばかりだ。

　とはいえ、死ぬことに比べればどうということは──

「──あ、え？」

　ふと、燃えているサソリを見て。

　彼女は、思わずそんな声を漏もらした──動いたのだ。

　確実に、間ま違ちがいなく仕留めたはずの、未いまだに燃えているサソリが。

　しかもそれは、死ぬ寸前の動き方ではない──ひっくり返って身動きの取れないサソリは、尾おを器用に使って、通常の体勢に立て直した。

「嘘うそ……だろ、おい……！　絶対に、死んだはずだろ、どうなってんだよ！」

　サソリは知ったことか、とばかりに身を震ふるわせ、尾で体を叩く。体に残っていた僅わずかな炎も消しきった──その姿は、その動きは、どてっ腹に爆炎を叩き込まれた生物の動きではない。まるで堪こたえた様子もない。

　悪夢を見ているようだった。

「ひっ……！」

　思わず、彼女はサソリに背を向け、逃にげ出した──しかし当然、サソリの方がそれを見み逃のがしてくれるはずもなかった。

　ザザザザ、という音が、アイロスを追ってやってくる。

「なんで──なんで！　術が──あたしの術が通じない!?」

　分からない。分からないが、何かを口にしていないと、今すぐにでも発はつ狂きようしてしまいそうだった。

　己おのれのたった一つの牙きばを、死力を尽つくして突き立てたというのに、相手は全く動じない。

　信じていたものがへし折られた。

　プライドも。

　自信も。

　なくしていく、なくなっていく。悪夢の権化のような敵と、真なる命の危機に迫られ、アイロスは自分が崩くずれていくのを感じていた。

「ぜぇ、はっ……えほっ、はぁっ！」

　呼吸も乱れる。吸うと吐はくを同時に行おうとして息が詰つまる。

　怖こわい怖い怖い怖い。

　自分の力が全く通じない相手がいるという、この現状が怖い。

　ザザザザザザザザザ──迫る音に、思わず振り向く。

　サソリが、アイロスを仕留めようとその尾を突きだした瞬間だった。

「う……あっ！」

　前へ跳ぶ。尾が後ろの地面に突き刺ささる。

　しかし直後、体勢を崩したアイロスの背中を、迫るサソリの右ストレートが捉とらえた──頑がん丈じような螯はさみに摑つかまれなかっただけマシとも思えるだろうが、吹き飛ばされて岩がん壁ぺきに叩きつけられたアイロスには、そう思う余よ裕ゆうもなかった。

「がはっ！　げほっ……えほっ！」

　吐き出す唾つばに血が混じる。ぐらっ、と視界が霞かすんだ──頭を打ったのかもしれない。

　ザザ、ザザ、とサソリが寄ってくるが、もはや逃げるほどの気力もない。

「……ここで、死ぬのかな……あたしは」

　戦っても殺せない、逃げても逃げきれない。体力ももう限界で、精神はとっくに敗れている。もう嫌いやだ。

　どんな形でもいいから、もうこんな悪夢終わらせてくれ、と願って、アイロスはぼうっとサソリを見る。

　サソリはその尾の狙ねらいを、アイロスの頭に定めて──引き絞しぼった矢のように、放つ。

　──瞬間、サソリの体が吹き飛んだ。

「……!?」

　何が起きたのか理解できずに、アイロスは目を白黒させる。

　あの巨きよ体たいが──吹き飛ぶ？

　一体全体何事だ？

「あーあー、酷ひどい有様だな……でも、驚おどろくってことは、まだ生きてるってことだよな？」

　音もなくやってきて、アイロスにそう確認したのは、赤あか髪がみの魔術師の同行者。

　悪夢を意外な形で終わらせたのは、グレイヴという名の少年だった。
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「しっかしまあ、息巻いてた割りにずいぶんいい恰好してるじゃねえか？　俺にしてみりゃ眼福だけどな──ほら、これでも羽織ってろ」

　そう言って、グレイヴは自分の着ていた上着を放ってくる。

　改めてアイロスは、自身の体を確認する──元々露出の多い恰かつ好こうだっただけに、あちこちが焼けてさらに際きわどいことになっていた。普ふ段だんの恰好が恰好だけに、アイロスはさほど気にしてはいないが。

「あ……え、と……っ」

　それよりも、アイロスは何から伝えるべきか迷った──混乱しているのだ。

　お礼。疑問。安あん堵ど。警告──様々なことが頭の中でぐちゃぐちゃになって、何を言えばいいのか全然分からない。

「……ま、ちょっと待っとけ。とりあえずあいつを仕留めないとな」

　アイロスが混乱していると見てとったのか、グレイヴは長刀を逆手に、短剣を順手に構えて、先ほど吹き飛ばした──蹴けり飛ばした、サソリへと向く。

　そんな彼の姿を見て、最初に伝えるべきことがようやく決まった。

「むっ……無理、だ」

　つっかえそうになりながらも、そう口にする。

「あれは……ダメだ、あたしたちが相手に出来るようなのじゃ、ない」

「…………」

「ダメだったんだ──あたしの術も、効かない……腹の下から、ぶち抜ぬいた……はずなのに、あいつ、ピンピンしてて……」

「……へえ？」

　興味深そうに、グレイヴはアイロスの言葉を受け取った──しかし、表情を見るに、撤てつ退たいを決めたわけではなさそうだ。

「情報提供、ありがと──よっ！」
















「ばっ……！」

　こともあろうに。

　グレイヴは、笑いながらサソリへと正面から突っ込んだ。

「そいつの殻から、アホみてえに硬かたいんだぞ！　剣が通じるわけないだろ！」

　標的を変へん更こうしたのか、サソリがその巨体に見合わぬ機き敏びんな動きでグレイヴに対応する。

　己へ向かって振るわれる長刀を、その強きよう[image: 靭]じんな螯で捕とらえようと、開く。

　──ダメだ！　アイロスは、そう思った。

　挟み込まれたその瞬間、真っ二つにへし折られるに違いない。

　どれほど渾こん身しんの一いち撃げきでも、あの殻を、ましてや最も強固と思われる螯を断ち切るなんて──

「──えっ？」

　次の瞬間、アイロスの口から間の抜けた声が漏れる。

　真っ二つになったのだ。

　サソリの、重じゆう厚こうな螯が──真ん中から、バッサリと。

「な、え、嘘だろ!?」

「お、らぁっ！」

　右手の長刀を振ふり抜いたグレイヴは、サソリの体の左側に潜り込み、回転──左の短たん剣けんを振るって、サソリの尻尾しつぽを斬きり落とす。

　さらに長刀で、左側の脚あしをまとめて斬り払はらう。バランスを崩したサソリの体が、がくんと左に傾かたむいた。

「よっ、と！」

　グレイヴの攻こう勢せいはまだ止やまない。サソリの真上に跳とび、右側の脚も斬り飛ばす。さらに着地して、健在だった右側の螯を腕の根元から斬り落とした。

　グレイヴの動きが止まるころには、サソリは手も脚も尾ももがれた、見るも無残な姿になっていた。

「…………」

　アイロスは、言葉を発することが出来なかった。

　自分があれほど苦戦したあの化物を、ここまであっさり無力化するなんて。

「……すっげえ」

　自然、口がそう動いていた──あの藍あい色いろの髪の剣士は、自分が憧あこがれた強さを持っている。

　どんな障害もものともしない、自由に生きられる強さを。

「ふいーっ……ま、こんなもんだろ」

　長刀を鞘さやに納めながら、グレイヴは軽く汗あせを拭ぬぐう。

「……とどめ、刺さねえの？」

「こっちにも、色々と事情があってな──それは後回しだ」

「そうか……まぁ、あれに何ができるとも思わないから、いいけど。それより、お前すごいな。なんだ、その力」

「ああ、あれだよ。魔ま力りよくによる身体強化──体に魔力を流してれば、武器にも流れて切れ味も増すからな」

　それを聞いて、ああ、とアイロスは納得する一方、ここまで力が出るものなのか、と感心していた。

　よく分からないから、難しいから──そう思ってどこか敬遠していた魔力の制せい御ぎよだったが、グレイヴを見ているとその考えも改めざるを得ないと思った。

　苦労をしてでも習得するべきかもしれないと。

　折角拾った命だ、それも悪くない。

「ほら、立てるか？」

　未だに壁かべに背を預けていたアイロスへ、グレイヴが手を差し伸のべる。

「ああ……悪いね」

　左手でグレイヴの差し出した手を摑み、立ち上がる。

「……礼を言うのが、遅おくれちまった。ありがとう、助かった」

「何、ことのついでだ」

　ケラケラ、と笑うグレイヴを見て、アイロスは一つ決意する。

「なあ……じゃあ、ついでに一つ、頼たのんでもいいかな？」

「そいつは参ったな……俺はその頼み事、多分断れないぞ？　前金で結構なモノを拝ませてもらってるからな」

　グレイヴの視線が、アイロスの胸元に行く。グレイヴの上着で大部分が隠かくされているものの、そこはやはり男性用の上着──前を閉じても、胸の谷間が顔を覗のぞかせていた。

「はは……こんなんでよければ、別にいくらでも見せてやるけどな」

　それが代金だというなら、安いものだ。見られることに恥はずかしさがないとは言わないが──グレイヴが相手と考えるなら、見るだけで済まないとしても、不思議と悪くはないと思う。

　彼がそこまで要求するかはさておき。

「その……さ」

　続きを口にするのは、少し気恥ずかしかった──今まで誰だれかに師事したことなんてなかったから。

　しかし、独学で身につけるのは難しかろうと、アイロスは頼んだ。

「あたしに、魔力の制御方法を教えて──」

　びっ、と。

　アイロスの顔に撥はねた赤い液体が、彼女の言葉を中断させた。

「「……っ!?」」

　グレイヴも、アイロスも、茫ぼう然ぜんとしてそれを見る。

　グレイヴの胸から生えてきた、一本の針を。




　　　　●●●




「……ぐ、ぶっ」

　驚きよう愕がくが落ち着く暇ひまもなく、グレイヴが吐と血けつする。くずおれようにも、深々と刺ささった針がそれを許さない。

「な……え……っ!?」

　アイロスは、視線を赤く染まった針から、グレイヴの背後へ向ける。

　無力化されたはずの悪夢が。

　暗緑色の巨大なサソリが、斬り飛ばされたはずの尾おで、グレイヴを貫つらぬいていた。

「なっ……なんで……!?」

　アイロスが身動きを取れないでいると、先にサソリの方が動いた──尾を振るい、グレイヴを尾から払いのけたのだ。

　先ほどとは逆に、吹ふき飛ばされたグレイヴが、岩がん壁ぺきに叩たたきつけられて血を盛大にぶちまける。ずるり、と大量の血を岩に引きずって、グレイヴはその場に倒たおれた。

「……っ」

　当事者じゃないが、分かる。

　あれは、だめだ──完全に殺された。

　胸を貫かれた上に、恐おそらく毒も回っているだろう。助かる見込みは、欠片かけらもない。

「……っ、けど、なんで……!?　絶対に斬られてたはずだろ……！」

　グレイヴは、油断したわけではないだろう──殺していないとはいえ、手脚に加えて尾も奪うばったのだ、動くと考える方がどうかしている。

　その時、アイロスの目の前で、サソリに変化が起きる。

　グレイヴに真っ二つにされた螯はさみ──その断面がごぼごぼと泡あわだったかと思うと、ずるり、と新しい螯が生えてきたのだ。

「冗じよう、談だんきついぜ……！　どんだけ傷つけても立ち直ってくるのはそういうことかよ！」

　どれだけダメージを受けようとも。

　即そく座ざにその傷が治る、超ちよう再生能力！

「あり得ねえ──どんな魔ま獣じゆうだよ、こいつ！」

　再生能力が高い魔獣の話ならアイロスも聞いたことがあるが、傷ついた傍から再生していく魔獣の話など寡か聞ぶんにして聞いたことがない。

　しかし、悲しいかな──彼女が対たい峙じしているのは、魔獣ではない。

　常識など一切通じない、逆理の獣けものである。

「……っ」

　どうする、とアイロスは頭を巡めぐらせる──じりじりと、サソリから距きよ離りを取りながら。あれとまともに戦えたグレイヴはとっくにやられて、助かる見込みはない。

　そういえば、彼の同行者は？　赤あか髪がみの魔術師と、小さい女の子は？

　ここにいないということは、おそらく渓けい谷こくの入口にいるのだろう。

「…………」

　彼女たちが、グレイヴを待っているのだとすれば。

　アイロスには、この結果を伝えに行く義務がある──もしもグレイヴを捜さがしに来て、サソリと鉢はち合わせしてしまえば、彼女たちに抵てい抗こうの術すべはあるまい。

　故に、ここで大人しく殺されるわけには、いかない。

　アイロスは、心の中でグレイヴに謝って、渓谷の入口へ向けて駆かけ出した。

　当然、サソリも追ってくる──しかし、グレイヴの死を目にした今、アイロスは一周回って冷静になっていた。襲おそいくる悪夢にも、慌あわてない。

　倒す必要はない。あたしが逃にげる時間を稼かせげればいい。

　そのためには何をすればいい？

「──《焰の瞳アルデバラン》！」

　火傷やけどで痛む手を、サソリではなく岩壁の上部へ向ける。直後、放たれた三つの火球が、一定間かん隔かくを置いて岩壁に着ちやく弾だん、爆ばく発はつ。

　抉えぐり取られ、崩ほう落らくした岩石が、土ぼこりを立てながらサソリの行く手を阻はばむように道を塞ふさいだ。無論、サソリは壁を伝うなりして乗り越こえてくるだろうが、少しは距離を稼げる。

　そして壁を伝って追ってきたサソリを見て、アイロスは確信する。あのサソリには、岩石を吹き飛ばすような攻こう撃げき手段は備わっていない。

　あるなら、あの程度の岩石は吹き飛ばしてくるはずだ。

　だったらこの方法は、十分に力を発揮する！

「《焰の瞳アルデバラン》！」

　今度は、壁とサソリの間を狙ねらって、一つの火球を放った。決して広い的ではないが──二年間、磨みがきに磨いた術の腕うでは伊達だてではない。《焰の瞳アルデバラン》に限って言えば、威い力りよくもコントロールも抜ばつ群ぐんなのである。

　結果、走りながら放った火球は、見事に狙い通りの位置に着弾──爆発。サソリ自体には大したダメージはないものの、足場を吹き飛ばされたサソリが岩壁から剝はがれ落ちる。

　そしてひっくり返ったサソリが体勢を立て直している間に、岩壁上部へ《焰の瞳アルデバラン》。最短の直線距離を塞いで、アイロスはさらに先へと進む。

　──戦せん闘とうにおいては意外と機き敏びんな動きを見せたあのサソリも、単純な速度勝負となるとさすがに不利らしい。硬かたく、重たいゆえに、その速度はやや鈍にぶい。

　これで、渓谷の入口に着くまでは時間が稼げるだろう。

　そしてその読み通り、アイロスは渓谷の入口に、無事たどり着くことができた。

「はぁ、はぁっ……！　おい、お前ら！」

　グレイヴを待っていたであろう二人も、すぐに見つかった──ミステルとディアは、驚おどろきの表情でアイロスを見た。アイロスが着ている上着が、グレイヴの物だと気づいたのだろう。

「ちょっと──なんであんたがそれを？」

「すまない、今あれこれ、言ってる場合じゃ、ないんだ。落ち着いて……聞いてくれよ」

　膝ひざに手をつき、荒あらい息を整えながら、彼女はそう前置きする。ディアは話の続きに想像がついてしまったのか、僅かに眉まゆを顰ひそめた。

　そして、アイロスはそれを口にした。

「グレイヴは──死んだ。例のサソリに殺されちまったんだ」

「っ！」

「う、そ……？」

　ディアは嫌いやな予感が的中したとばかりに唇くちびるを嚙かみしめ、ミステルは目を見開いて茫然と口にした。

「それだけじゃない──あのサソリは、あたしを追って今もまだこっちに向かってる。もうどれだけもしない内に着くだろうな」

　だから、とアイロスは続けた。

「あの化けサソリはあたしが引きつけておくから、お前らはその間にできるだけ遠くへ逃げろ」

「……あんた、死ぬ気なの？」

　ディアが訝いぶかしむような目を向けてくる。

「……先に言っておくが、グレイヴが死んじまったのはあたしのせいでもあるんだ。だから、あたしにはお前らを逃がす責任がある──たとえ、命を賭としてもな」

　グレイヴのおかげで拾ったこの命だ。

　この瞬しゆん間かんに懸かけず、一体いつ懸けるというのか。

「早く行け！　多分長くは保もたねえぞ！」

「……分かったわ。ミステル、行くわよ」

　ディアがミステルの手を引き、渓谷を去ろうとするが──ミステルは、頑がんとして動こうとしない。

「やだ。わたし、ここにいる」

「ミステル、話を聞いてたの？　ここにいたら危ないのよ。まさか、サソリと戦うつもりじゃないでしょうね。あんた、魔術だってまだ全然使えないのよ？　触さわって呪文を唱える間、大人しくしててくれるわけもないわ」

　ディアが諭さとすように言うも、ミステルは見向きもしない──じっと、ただ渓谷の方を見つめている。

　ザザザザ、と、何かが迫せまる音が近づいてくる。

「ミステル、私はあんたをここで失うわけにはいかないの。お願い、分かって」

　足音に気づいたディアが、焦あせったように早口で言う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ミステルは、平常通りの口調で返す。

「グレイヴが来てくれるもん」

「ちっ……！」

　ミステルの言葉を耳にして、アイロスが苛いら立だったように舌打ちして、ミステルの胸倉を摑つかんだ。

「いつまでも甘ったれたこと言ってんじゃねえよ！　胸貫かれて、毒も回って、生きてられるわけないだろうが！　何度でも言ってやる、あいつは死んだんだよ、あたしのせいで！」

　叫さけんで、ずきりと胸が痛む。

　そう、例えばグレイヴ一人であったなら──アイロスに構うこともなく、もしかしたら不意打ちも喰くらわなかったかもしれない。

　ぎり、と歯ぎしりをしてから、アイロスはミステルを突つき放す。バランスを取り損ねて、ミステルが尻しり餅もちをついた。

「……どんな強い奴やつでも、どんなに信しん頼らいを寄せてる奴でも、死ぬ時は案外あっさり死ぬもんなんだよ。何が目的で旅してるのか知らないけど、それも受け入れられないなら、お前は旅なんかするもんじゃない。故郷に帰って大人しくしてろ」

「──その故郷を、探してるんだよ。わたし」

　ミステルに背を向けかけたアイロスが、動きを止める。

「グレイヴ、言ってくれたもん。俺は絶対にお前を故郷へ連れていくって」

　あの屋や敷しきから助けてくれただけじゃなくて。

　手がかりもほとんどないのに──お金を持っていたわけでもないのに。

　それでもグレイヴは、ミステルにそう言ったのだ。

　だから、ミステルは、グレイヴに全ぜん幅ぷくの信頼を寄せている。

　家族の顔すら記き憶おくにないミステルにとって、グレイヴは唯ゆい一いつの家族だ。

「だからわたし、グレイヴを待つ。グレイヴはぜ～ったい来るって信じてるから」

　アイロスを真正面から見る目には、子供とは思えない意志の光が宿っていた。

　直視していられなくて、気け圧おされたように背を向けてから、アイロスは言い返す。

「……それとこれとは話が別だっつーの……あと、そろそろ時間切れだな」

　アイロスが、どこか力のない表情で渓谷を見る──もう見えるところまで、化けサソリが迫ってきていた。それを初めて見たディアが息を吞のむ。

「──肉食ちゃん、ミステルを無理やりにでも引っ張っていけ！」

「わ、分かったわ──ごめん、ミステル！　逃げるわよ！」

　ディアがミステルを抱かかえ上げるが、ミステルはディアの腕から逃のがれようと、じたばたともがく。

「やだ！　わたし、ここを離はなれない！」

「お願いだから、分かって！」

「ぜ～ったい、やだ！」

　騒さわがしい後ろには目もくれず、アイロスは火球をその手に生み出す。

　子供の癇かん癪しやくに付き合っている余よ裕ゆうは、もうない──あとは力の限り戦うだけだ。

　その間に、ミステルが落ち着いて、この場を離れてくれることを祈いのって。

「わたし、知ってるもん！」

　ザザザザザザザザ──サソリが、アイロスの攻撃圏けん内ないに入る。

　そして彼女は、火球を放とうと──

「グレイヴは、あんなサソリなんかにやられたりしない！　わたし、ぜったいにここを離れないから！」




「いや、こういう状じよう況きようでは逃げてくれよ──じゃないと俺が浮うかばれないだろ」




　聞き違ちがいかと思った。

　なぜなら、その声は──

　アイロスも、ディアも、思わず一瞬固まった、その時。

　ドッ！　と、サソリが真っ二つに断ち切られた。胴どう体たいが、左右対たい称しように。

「……は、ぁ？」

　意味が分からず、アイロスの口からはそんな声しか出てこない。

　なぜなら。

「ったく……危ないところだな。おちおち死んでもいられねえ」

　断ち割られたサソリの真ん中。

　そこでやれやれと言いたげに苦笑しているのは──他ならぬ、死んだと思っていたグレイヴだったのだから。

　茫然とする二人に、実に嬉うれしそうな声でミステルが言った。

「ほら、来てくれたでしょ？」




　　　　●●●




　突とつ然ぜん現れたグレイヴに、アイロスは混乱するばかりだった──グレイヴが受けた傷は生きていられるものではないはずだったし、仮に命があったとしても動けるような傷ではなかったはずだ。

（それとも、おかしいのはあたしの方なのか……？）

　サソリといい、グレイヴといい、致ち命めい傷しようを受けてもピンピンしている存在を立て続けに見たせいで、アイロスは若じやつ干かん自分の常識を疑い始めたが──そこで、はたと気づく。

「いや──だめだ、真っ二つにしたところで、そいつは！」

　一瞬力を抜ぬきかけたアイロスだったが、冷静になってそれはまずいと考える。

　このサソリは、どれだけ傷をつけても瞬時に再生してしまうのだから。

「──ここだ！」

　しかし、グレイヴはサソリの断面が泡あわ立だつ寸前、とある箇か所しよに長刀を突き刺さした。

　長刀が貫つらぬき通したのは、サソリの心臓だった。

　すると、びくん、とサソリが痙けい攣れんし、断面から泡が弾はじけて消えた──再生する様子も、ない。

「……どういう、ことだ？」

「まあ、これは経験則だな──この手の奴は、心臓押さえとけば再生が止まることがあるんだよ。こいつはどうかと思ったが、どうやら当たりらしいな」

「ああ……」

　どういう理り屈くつかは、まるで分かりはしないけれど、どうやらそれは事実の様だ。

　だったら、と遠えん慮りよなく彼女は訊たずねた。

「どういう、ことだ？」

「……俺が、死んだと思ってたんだろ？　いやーまったく、俺を見捨てていくなんて酷ひどいぜ。まだ生きてたのにさ」

「う……そうだったのか？　そりゃ、悪かったよ」

　グレイヴはけらけら笑う。

「半分冗じよう談だんだよ。あの状況じゃあ死んだと思われても仕方ねえし、撤てつ退たい決めるのも当然だ。まさか、俺の連れを逃にがそうとしてくれてたとは思わなかったけど」

「……それが当然の筋だと思ったんだよ」

「ちょっとグレイヴ、話をはぐらかさないで。まだ生きてたって、一体どういう意味──」

「グレイヴ～っ！」

「ごぅっふ!?」

　疑問を呈ていしたディアの脇わきを抜けて、ミステルがグレイヴにすさまじい勢いで抱だき着いた。その勢い、もはやタックルと変わらない。

「やっぱり生きてた！　ちゃんと生きてた！　ほら、言ったでしょ!?　ね、ね!?」

「ちょ、ちょっと待て、ミステル。頭を押し付けるな、今はまずいマジでマジで」

「ミ、ミステルミステル！　傷口に頭抉えぐり込むような真似まねしちゃだめよ！」

　珍めずらしく興奮しているミステルの肩かたを摑んで、ディアと一いつ緒しよに引き離す──よくよく見れば、グレイヴの口元には血の跡あとがあるし、胸元は特に血みどろだ。ピンピンしているように見えるが、ふらふらしているところを見ると、実際のところはかなりギリギリなのだろう。

「うぇっほ……あー、えっと、なんだっけ……そうそう、まだ生きてたってのがどういう意味か、って話だったな。確かに、アイロスの言う通り、俺はサソリに胸を貫かれたわけなんだが──その針、アイロスが思ってるほど太くなかったんだよ」

　血は派手に出たから錯さつ覚かくしたのかもな、とケラケラ笑う──少し、青白い顔で。

「毒もそこまで強い致死性のやつじゃなかったし……ちょっと麻ま痺ひするだけだったから、手持ちの解げ毒どく剤ざいでなんとかなってる……と、思う。さすがに少し、気絶しちまったみたいだけどな」

「そう、だったのか……って、お前その傷、大丈夫なのか？」

「そうだよ、グレイヴ！　痛そうだよ！　すぐにわたしの術で治して──」

「いや」

　ミステルが反霊術の方でグレイヴの傷を治そうとするのを制止して、未いまだに痙攣しているサソリを指さす。

「先にあれを、どうにかしちまおう」

「いや……どうにかってお前、あのサソリ、殺しきれないだろ？　あのまま放っとくしかないんじゃないのか？　長刀なら、また買えばいいんだし」

　意味を測りかねたらしいアイロスがそう口にする一方、ミステルはきょとんと目を丸くして、ディアは何やら思案顔で唸うなり始める。

「……いいの？　アイロスさん、いるよ？」

「いまさら目を閉じててくれとか、先に帰っててくれとか、さすがに不自然すぎるだろ。気絶させるとしても、俺にはもうそれだけの体力もないし」

　グレイヴのさらっとした言葉に、アイロスがぎょっと目を剝むいた。

「ん……そう、ね。仕方がないわ。あれを放っておくわけにはいかないものね」

　ディアもそう結論を出し、許可を出す。

　ミステルは頷うなずき、サソリへと近づいていく。グレイヴもそれに付き添そった。

「……？　お前ら、一体何を──」

　ミステルがサソリの外がい殻かくに触ふれ、集中。

　ミステルの右手──その甲こうに、《回帰の法》の魔ま法ほう陣じんが浮かび上がった。

　そして彼女は、呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「愚おろかな願いに、終わりの鐘かねを

　希望・絶望、すべて等しく、あるべき世界の姿へ還かえさん

　悪魔の祝福、神の呪のろい、聖きよきも穢けがれも一切吞み込み

　我、ミステルが世界に命ず」

　一言ごとに強くなる魔法陣の輝かがやきが、サソリの体へと伝でん播ぱしていく。その光景を初めて見たアイロスは、驚きよう愕がくに言葉を失った。




「──歪ゆがめる『逆理』を、回帰せよ！」




　キンッ。

　硬こう質しつだが、どこか澄すんだ音がして、光が爆ばく発はつ的に強まった──思わず全員が目を閉じて、そして。

「っ……なんっだ、今の……、……？」

　閉じていた目を開いて、アイロスは困こん惑わくする。

　暗い。

　目を開いたはずなのに、まるで閉じているかのように、視界が暗いのだ。

　一いつ瞬しゆん失明したかと思ったが、徐じよ々じよにグレイヴたちの姿も見え始める──しかし、あの巨きよ大だいなサソリの姿は見当たらない。

　目が徐々に、暗くら闇やみに慣れ始めてきている──そして、アイロスは気づいた。

　この土地が、二年前までなんと呼ばれていたか。

「まさか!?」

　空を見上げる。

　見み渡わたす限り、一面の空を、瞬またたく星々が埋うめ尽つくしていた。

「……星の都……極夜の地」

　極夜。それは、明けない夜のことを指す。

　しかし、この光景は、二年前──《逆理の天変地異》が起こった際に、見られなくなったはずだった。

　つまり……信じられないことに。

　彼らは、逆理を消してしまったということか？

　この二年間──誰だれにもどうすることもできなかった、逆理を。

「嘘うそだろ……お前ら、一体何者だ？」

　思わずといった調子のアイロスの言葉に、暗闇の向こう側のグレイヴは肩を竦すくめた。

「全部は話せないけど、納得してもらえるようには説明するよ──けどその前に、木片にでも火を灯ともしてもらえないか？」

　少なからず警けい戒かい心しんを強めたアイロスに、きわめて気軽に話しかけるグレイヴ。




「うちには腕うでのいい魔術師がいるんだ──お互たがい、先に治ち療りようを済ませようぜ」




　　　　●●●




「……魔術はここまで効果覿てき面めんなのか……」

　魔術による治療を受けたアイロスの感想である──爛ただれていた右手は綺き麗れいに元通り。体のあちこちにあった火傷やけども治っている。触さわっても痛みはない。完治である。

「腕のいい魔術師がいるって言っただろ？」

　ディアから借りた羽ペンで、紙に何やらしたためながら、けらけら笑ってグレイヴが言う。彼の胸の傷もまた、綺麗に治っていた。

「……だな。ありがとよ、お二人さん」

「……ん」

「ど～いたしまして～！」

　アイロスにお礼を言われた二人が、各おの々おのそう返す。

　魔術の代価に使ったのは、ディアが渓けい谷こくから見つけてきた月つき詠よみ草そうという、天使が好む薬草だ──黄色みを帯びた丸い葉と、香こうにも使われるような、特有の清せい涼りよう感かんがある香かおりが特とく徴ちようである。ミステルも気に入ったらしく、手に持った月詠草の匂においをふんふんと嗅かいでいる。

　日の光と水気に弱いため、雨が少なく、日差しの強くない場所でしか育たない薬草だ。

《逆理の天変地異》により、二年前から白びやく夜やと化したこの土地のため、もしかしたら見つからないかもしれない──というディアの懸け念ねんは、杞き憂ゆうに終わった。

　むしろ、もっさりと群生していたのだという。

　考えてみれば当然で、この地の光は日の光ではなく、逆理によるものだったのだ。おまけに例のサソリのせいで、そもそも月詠草を採りに来る者自体が減っていたのだろう──ちょうど、『呼吸をする山』におけるクルコの実のように。

　そして採取を終えた後。岩の地面に羽ペンでは魔法陣を描えがけないため、近辺に生えていた雑草や花をすり潰つぶして、飲み水で延ばして作った即そく席せき塗と料りようで岩の地面に魔法陣を描く。

　あとはミステルが魔力を流して、月詠草を代価に、二人の治療完かん了りようである。

「──さて、じゃあ本題に入ろうか」

　灯あかりとしてアイロスに着火してもらった焚たき火びを挟はさんで、グレイヴは口を開く。

「今アイロスが見た通り、俺たちは……というかミステルは、逆理を消して、《逆理の天変地異》以前の状態に戻もどすことが出来る。詳くわしくは話せないが、そういう力を持ってるんだ」

　無論、消すというくだりは嘘である──が、逆理を蒐集するなどと言ってもまず信じられないだろうし、《回帰の法》についても知られない方がいい、という判断から、情報を伏ふせた。それに実際、まるっきり嘘というわけでもない。結果としては、消えるのと変わらないのだから。

「……それと、さっきのサソリが、なんの関係があったんだ？」

「ああ──一定の地域に影えい響きようを及およぼす逆理には、核かくだか依より代しろだかって呼ばれる存在があるらしい。今回の場合は、あの化けサソリがそうだったってことだな」

「へぇ……改めて聞いても、信じられないな……けど、なんでそんなことやってんだ？」

　どこか訝いぶかしげにミステルを見ながら、アイロスは言う──蒐集と説明しても信じられないだろうが、消すというのも大たい概がいな話である。彼女の疑問も無理はない。

　しかし、白夜だった土地が極夜の土地に戻ったのは事実。彼女からすれば、疑うに疑えないというのが本音だろう。

「全ての逆理を消して、世界を二年前の──《逆理の天変地異》以前の状態に、完全に戻すため、だな」

「……ちょっと待った」

　アイロスが、何か引っかかったように口を挟む。

「逆理が全部消えたら、世界が二年前の状態に全部戻るって？」

「ああ」

「じゃあ……反霊術は？」

　アイロスの声は、どこか震ふるえていた。

「…………」

「まさか、反転した魔力も？」

「全部、元通りよ」

　黙だまりこくったグレイヴに代わり、ディアが横から答えた。

「反転した魔力は元に戻り、魔術が歪んだ結果生まれた神隷術──反霊術は、使えなくなるわ」

「じょっ……冗じよう談だんじゃねえ！」

　思わず立ち上がって、叫さけぶアイロス──突とつ然ぜんの剣けん幕まくに、ミステルがびくっ、と肩を跳はねさせた。

「いまさら──いまさら、この力を手放せるか！　やっと手に入れた力だぞ──やっと、自由になれたんだぞ！」

「偶ぐう然ぜん拾ったものが、持ち主の所に帰るだけよ。あんたみたいのを、そうね──盗人ぬすつと猛たけ々だけしい、と言うのかしら」

　予想通りの反応に苛いら々いらしているのか、ディアは舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく言い放つ。そこまで言うか、とグレイヴですら少々引き気味だ。

「大体、知らないとは言わせねえぞ──逆理がもたらしたものは、悪いもんばかりじゃないことぐらい分かってるだろ！　人が住めない土地に住めるようになった話もあれば、新しい資源が生まれた土地もある！　お前らは、そいつらを全員切り捨てる気か!?」

「それと同じように、人が住めなくなった土地も生まれた。資源を失った土地もある。総合的に見れば、むしろ不利益を被こうむった人の方が多いはずよ」

「助かる人間の方が多いから、あたしみたいな奴やつらの意思は無視するってことかよ!?」

　ミステルは、そんな二人の顔を交こう互ごに眺ながめていた──少し、泣きそうな表情で。

「いや──それは違ちがうな」

　今度は、グレイヴが口を開く。

「仮に、逆理で不利益を被っている奴らの方が少なかったとしても、俺たちは逆理を消す旅に臨のぞんでたと思うぞ」

「は……？　どういう意味だよ」

「俺たちの最終的な目標は、反霊術を消すことなんだ──このまま世界中で反霊術が使われれば、世界が滅ほろぶらしいからな」

「……!?」

　グレイヴとディアは、アイロスに反霊術──神隷術の仕組みを説明した。

　神性存在から、一方的に力を絞しぼり出している現状を。

「──つまり、このままでは神性存在が消しよう滅めつして、世界が滅びかねないということよ。駄だ々だをこねてる頭でも理解できたかしら？」

　いちいちそんな喧けん嘩かを売るような言葉を交えるあたりに、ディアの苛立ちが見てとれた。

「……お前が反霊術を毛け嫌ぎらいしてる理由はよく分かったけど」

　対して、アイロスはどこか、渋しぶい表情で口を開く。一いつ瞬しゆんグレイヴをちらりと見て──すぐに視線をディアに戻した。

「やっぱあたしは、反霊術を失って、二年前の状態に戻るなんてごめんだ。もう一度あんな日々を過ごすぐらいなら、世界なんて滅んでくれても全然かまわないぜ」

「世界と一いつ緒しよに心中するの？　はた迷めい惑わくな話ね」

「はた迷惑はこっちのセリフだ──なんだかんだ言いながら、お前は反転で失った魔力を取り戻したいだけじゃないのか？」

「魔力がないと不便ではあるけど、生きていけないほどじゃないわ。別に私自身は、魔力に固こ執しゆうしてはいない──あんたと違ってね」

　二人の間に流れる重たい空気に、ミステルはおろかグレイヴにも口を挟むことが出来なかった。ミステルにいたっては、グレイヴの背後で震えている。そんな彼女を小動物みたいで可愛かわいいな、と考えているあたり、グレイヴも若じやつ干かん現実逃とう避ひ気味だった。

「なあ、別に今この瞬間から術を使うなって言ってるわけじゃないんだ──世界のためとか言っちまうと確かに胡う散さん臭くさいんだが、分かってくれないか？」

　グレイヴのそんな言葉に、アイロスはしばし目を瞑つぶり……やがて、雑念を振ふり払はらうように頭かぶりを振った。

「……あたしの主張は、譲ゆずれねー。グレイヴの頼たのみでも、それは聞けねーよ」

　頭をがしがしと搔かいたアイロスが、ふぅーっ、と長くため息をつく。

「……つーか、こんな話をあたしにしてよかったのかよ？　逆上したあたしが、お前らを殺してでも止めにかかるとは思わなかったのか？」

　だとしたらずいぶん迂う闊かつだな、と中ちゆう腰ごしになって、グレイヴたちに手を向ける。

　その目に、ギラリと殺気を宿らせて。

「っ……」

　その殺気にディアは身構えるが、一方グレイヴは特に身構えることなく、微び笑しようを浮うかべたまま、じっとアイロスの目を見続けている。

「…………」

「…………はぁ」

　しばしの沈ちん黙もくのあと。

　アイロスの方が目を閉じて、向けていた手を下ろした。

「ここでどうこうするのはやめとく──グレイヴには、助けてもらった借りもあるからな。それに、どっちみち、今のあたしじゃお前に勝てそうにない」

「まあ、そう言うだろうと思ったよ」

　グレイヴは、おどけて肩かたを竦める。

「さっきもそうだったし、アイロスは律りち儀ぎなとこあるからな」

「うっせー」

「……あんな殺気を当てられて、よくもまあそんな吞のん気きなこと言ってられるわね」

　ディアは呆あきれたように言うが、グレイヴも動じない。

「そりゃお前、本気の殺気と脅おどしの殺気の違いぐらいは分かるからな」

「ちぇ、バレバレかよ……あーあ、脅し甲が斐いのねー野や郎ろうだぜ」

　先ほどまでの殺さつ伐ばつとした空気はどこへやら──やってらんねー、と顔を背そむけてぼやくアイロスに、グレイヴは訊たずねる。

「俺たちはこれからナイターノットに戻るけど、お前はどうするんだ？」

「あたしも戻るよ。なんなら道中、守ってやろうか？」

「そいつは楽でいいや」

「お前じゃなくて後ろの二人だっつーの……ったく、じゃあ行こうぜ」

　そう言って立ち上がった二人は、焚き火に水をかけて勢いを弱め、足で踏ふんで火をもみ消す。

「……傭よう兵へいと言うか……旅人って、みんなあんなにフランクなのかしら」

　つい先刻までかなり危険な空気を放っていた二人のやり取りを見ていたディアが、不思議そうに呟つぶやく。自分では、あそこまで距きよ離りは縮まないだろう。

「わぁっ……！」

　ふと、空を見上げたミステルが、感動したような声を上げ、つられてディアも上を向く。

「…………っ」

　そして、思わず息を吞のんだ。

　火を消したことで、闇やみを遮さえぎるものがなくなり。

　世界を包んだ黒の中、遥はるか彼方かなたで宝石のように瞬またたく、無数の星が見えたからだ。

　それらは揺蕩たゆたう帯のように連なり、目を引きつけて離はなさない。ディアの中で、『星の道』という言葉が浮かぶほど、それは神秘的な空だった。

　ディアもあちこちを旅をしてきたが──一晩でこれほど多くの星が、これほどはっきり見えた夜はない。

　それでいて、ごちゃごちゃと混雑したような印象がないのがすごい──星というのは、多ければ多いほど美しく見えるようだった。

　さらに、夜空の端はしに浮かぶ月の光が、渓けい谷こくに影かげを落としている。

　光と影の対比が利きいた、芸術的な光景がそこにあった。








Chapter4　みんなの幸せ









　──夜を取り戻もどしたナイターノットの、中心街のさらにど真ん中。

　そこは、狂きよう騒そうに満ちていた。つい数時間前に夜が戻ったばかりだというのに、ナイターノットの住人は薪まきを組んで巨きよ大だいな火を焚たき、打楽器のリズムに合わせて踊おどり狂くるっている。

　夜と影が戻った今、もう必要もないだろうに、ご丁てい寧ねいに仮面を被かぶったままで──もっともその光景は、仮面舞ぶ踏とう会というには、かなり上品さに欠けている。

　踊りながら酒を呷あおっている時点で、品も何もあったものではないだろうが──どちらかといえば、部族の儀式と言った方が近いかもしれない。

　一方、街中に設置されていた松明たいまつも、久方ぶりにその役目を果たしていた──煌こう々こうと揺ゆらめく炎ほのおが、街並みを赤く照らし出す様は、幻げん想そう的の一言だ。明るさだけで言えば昼のようではあるが、赤い光と揺らめく影は、通常の昼とはまた違った趣おもむきがある。

　見ているだけで心が煽あおられるような──そんな雰ふん囲い気きが、街全体に満ち満ちていた。

　そんな街の一角、中心街の端はじっこにある服屋で──

「なあ、これなんかいいんじゃないか？」

「どれどれ……って、こりゃあたしには小さすぎるだろ」

「確かに、結構なサイズだからピチピチになっちまうな」

「胸の話じゃねーよ……いや間違っちゃいないんだけどさ。さすがにこれはあたしでも着れねーって。露ろ出しゆつ狂きようじゃねえんだから」

「紙かみ一ひと重えだろ。あんだけ肌はだ出してたくせに」

「やかましいわ」

　──グレイヴとアイロスは、服を物色しながらそんな会話を交かわしていた。

　ナイターノットへ帰き還かんしたのち、ミステルとディアは宿へ向かい、グレイヴとアイロスは、共に街へ繰くり出した。

　グレイヴがアイロスと行動を共にしている理由は、二つある。

　理由の一つは──

「なあ、でも本当によかったのか？　こっちとしちゃ確かに助かるんだけど」

「討伐賞金ならくれてやるって言ってんだろ。あのサソリをやったのは一から十までお前らの手て柄がらだし。あれで賞金だけもらってくほど、あたしも面つらの皮は厚くねえ──むしろ、この服の代金と路銀をもらうだけでも悪いと思ってるぐらいだからな」

　ランプで照らされた店内で、アイロスはそう返す──ナイターノットへ帰ってくるまでの道中で、サソリの討伐賞金はグレイヴたちに持っていってほしい、と彼女が申し出たのだ。

　それを受け取るために、グレイヴがついてきたという運びである。

　討伐賞金は、スムーズに手て渡わたされた──証しよう拠こになり得うるサソリの体の一部は逆理ごと消え去ってしまったが、探知系の神隷術を使う職員が、サソリが生き残っていないかを調べたのだ。

　ちなみに賞金額は、この街の宿に一月丸々泊とまってもお釣つりが来るほどだった──これで、しばらくは金に困ることはないだろう。

　そして、理由の二つ目。

　サソリとの戦せん闘とうであちこちだめになってしまったアイロスの服を買うのに、付き合うためだ──アイロスは、未いまだにグレイヴの上着を身に着けているのである。

「おっ、よさそうなの発見……すいませーん、これ着ていいですかー？」

　どうぞー、と店員の許可を受け、アイロスが見み繕つくろった服を持っていく。

「試着か？　なんなら着き替がえ、手伝ってやろうか？」

「結構だ……グレイヴって少しも自重しねーのな」

「下心には正直に生きてるもんでな」

「お前、最低だ」

　呆れたように笑ったアイロスの手から、グレイヴが服をひったくった。

「あっ、なんだよ、返せよ」

「試着室まで持ってってやるよ。男女で一いつ緒しよに出で掛かけたら、荷物持ちは男の役目だろ？」

「うーわ、そういうこと平気な顔して言うか、普ふ通つう？　お前やっぱタチ悪いわ」

「勘かん違ちがいならいくらでもしてくれて結構だぜ」

「ありがとう、そのセリフのおかげで正気に戻ったわ」

　そんなやり取りを繰り返しながら、店の奥、試着室へ。

　木の板で区切られた、やや窮きゆう屈くつな空間だ。正面には姿見があり、入ってきた場所は布を引いて外からの視界を遮しや断だんする。

「ああ、そういえばアイロス」

「ん？」

　服を脱ぬいでいる最中──布の向こうからの声に、アイロスは気軽に応じる。

「お前、渓谷で何か言いかけてたよな？　ほら、俺がサソリに刺さされる直前。あれ、なんだったんだ？」

「あ、あー……」

　魔ま力りよくの流し方──使い方、制せい御ぎよの方法を教えてほしい。

　グレイヴの強さを目まの当たりにして、そう頼たのもうと思っていた彼女だったが、それはやはり無理なことであると気づいたのだ──なぜなら、グレイヴとアイロスでは、既に立場が違う。

　逆理をなくしたいグレイヴたちと、逆理を残したいアイロス。

　今でこそこんな風に馴なれ合ってはいるが、今後どうなるかなんてまるで分からない。

　案外次に会った時は、殺しあうような立場になっている可能性だってある。

　無論、それは極論ではあるのだが──実際、根本的なところで、彼らとは決別してしまった。

　グレイヴだって、それをよしとするはずがない──よしんば、グレイヴがアイロスの頼みに応じたとしても、ディアの方が了りよう承しようするはずがないだろう……ミステルはともかくとして。

　そうなれば、彼らの関係に致ち命めい的てきな亀き裂れつを走らせることになりかねない。

　アイロスには、身を引く以外の結論がないのだ。

　そう考えるあたりが、グレイヴが彼女を『律儀』と評する所以ゆえんなのだが。

「……あれな、悪いけど忘れてくれ。なんでもないから」

「んあ？　煮にえ切らないな……なんだよ、言えよ」

「うっせー。なんでもないっての」

　言っていて、少しだけ残念でもあった。

　教えを請こいたかったのもそうだが、もう一つ──女として、グレイヴとはもう少し一緒にいてみたかったのだ。

　魔力の制御方法云うん々ぬんというのは、決して建前ではないにしても。

　死ぬ間ま際ぎわに助けてくれた彼のことが、ほんの少し気になっていたのだ──まともに話をしてから一日と経たってはいないが、話していても楽しいし、安らぐ。

　割と相性はいいのかもしれないと思ったが、それだけに──

　ふと、鏡の中の自分を見た。ちょっとだけ、目が涙なみだぐんでいた。

「はぁ……いやいや、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　小声で、自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　思ったよりは本気だったのかもしれないが──まだ傷が浅いうちに済んでよかったと思っておこう。

「お待たー」

　布を引き、外に出る──きわめて気軽に、間違っても暗いところが出ないよう。

　デザインは燃える前の服と似たようなものだったが、グレイヴを意識してか、上着のボレロが黒になっていた。

「ふふん、どうだよ？」

　折角だからというわけでもないが、ポーズを決めてみる。

　それを見たグレイヴは神しん妙みような顔で頷うなずき、笑った。

「おう、いい胸だ」

「服の話を訊きいてんだよド阿あ呆ほう」

　借りていたグレイヴの服を、彼の頭に叩たたきつけた。
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「デリカシーもクソもねーのなほんとに」

「なんだよ、乳寄せてたのはそっちじゃねーか」

　試着した服をそのまま購こう入にゆうし、ぐちぐちと言い合いながら、グレイヴとアイロスは服屋を出る。

　ぐっ、と一つ伸のびをして、アイロスは言う。

「さってと……あたしはそろそろ行くぜ」

「なんだよ、もう行くのか」

「剣けんも買い直しに行きたいし。サソリにぼっきり折られちゃったから」

「ああ、じゃあ、ほら。これで十分足りるだろ」

　硬こう貨かを十五枚ほど手渡す──剣の相場の三倍近い量だが、路銀も込みならこんなものだろう。

「ありがとな……もしかしたら、次に会う時は、あたしたちは敵同士かもな」

「ま、そん時はそん時だな──お手て柔やわらかに頼むぜ？」

「どの口が言うんだよ」

「ははは……じゃあな」

　泊まっているという宿へ向けて、彼は歩き去っていく──その背中が灯ともし火びの向こうに紛まぎれるまで眺ながめていたアイロスは、心の中で静かに呟く。

　……また会えればいいけれどな。

　出来れば、味方同士の状じよう況きようで。

「はぁーあ……にしても、独学でどこまでやれるかね……やっぱコツぐらいは訊いとくべきだったかな」

　そしてアイロスは、そんなことをぼやきながら、武器屋を探して歩き出し──ふと、ボレロのポケットに、紙がねじ込まれていたことに気づいた。

　不可思議に思って開いた紙、そこに書き込まれていた内容を目にして──

「あ……あいつ、馬ば鹿かじゃねえの」

　思わず、呟いてしまった──くしゃり、と紙を持つ手に力が入る。

　そこに書き込まれていたのは、『俺式・魔力の制御方法』──そして、最後には『断れないって言っただろ？』という一文が添そえてあった。

　いやいやいやいや。

　一体いつ、こんなものをねじ込んだ──いや、そういえば服屋では、試着する前にグレイヴが服を持っていた。あの時か。いつ書いてた……？　そうだ、サソリの逆理を消した後。アイロスが治ち療りようを受けている間、何か書いてた気がする。

　いやいやいやいや。

　何が『何か言いかけてたよな？』だよ、分かっていたんじゃないかとか、あいつ絶対からかって楽しんでただけじゃないかとか、アイロスなりに思うことは色々あったが。

「正気かあいつ……敵に塩送ってどうするんだよ……っ」

　口ではそう悪態をつきつつも。

　してやられたという感情とは裏腹に、消えかけていた想おもいが再燃した──それまでよりも、なお強く。

　松明たいまつの光に照らされてか、はたまた別の要因か、アイロスの顔は少々赤い。

「敵でも味方でもいい……次会う時までに生きてなかったら、絶対許さねーからな……！」

　誰だれにともなくぼそりと呟き、彼女は武器屋を探し始める。

　必ず強くなってみせると、星の都の空に誓ちかった。




　　　　●●●




「ただいまーっと……ん？」

「う～ん……う～ん……」

　宿に戻もどったグレイヴは、部屋の中、ベッドの上で唸うなっている銀色の髪かみに気づいた。

「あら、お疲つかれ様。見ての通り、ミステルならずっと悩なやみっぱなしみたいよ」

「すげえな、俺が部屋出る時と何一つ変わってないじゃねえか」

　楽な部屋着に着き替がえているディアと、そんな会話をする。

　ナラズ渓けい谷こくからこの街へ戻り、この部屋に帰ってきた途と端たん、ミステルがベッドの上に座り込んだかと思えば、いきなり唸りだしたのである。

　何かを思い出したのかと思ったが、そうじゃないの、とミステルは否定した。

　記き憶おく絡がらみでないなら悩みの内容には想像がつくし、簡単に答えの出るものでもないだろうから放っておいたのだが──よもや、未いまだに唸りっぱなしだったとは。

「……やれやれ」

　金の入った袋ふくろを置き、ミステルの脇わきに両手を差し込んで持ち上げてみた。

「わっ、わっ、わっ!?　グ、グレイヴ～っ!?」

「よう、ただいま、ミステル。ずいぶん悩んでるみたいだから持ち上げさせてもらったぜ」

「いや、あんたそれ意味わかんないわよ」

「グ、グレイヴ！　おろして～っ！」

　じたばたとミステルが脚を振ふり回すので、グレイヴはベッドの上に優やさしく降ろす。

「び、びっくりしたよ～……」

「悪い悪い。なんか詰つまってるみたいだったからつい、な。それで、ミステル。何に悩んでるんだ？　ちょっと話してみな」

　ミステルの隣となりに腰こしを下ろして、頭を撫なでてそう促うながす。

「ん～……あのね、グレイヴ」

　ちょこん、とベッドの上に座りなおしたミステルが、上うわ目め遣づかいのままに言う。

「逆理って、悪いことばっかり起こしてるわけじゃないんだね？」

「んん……まあ、そうだな」

　やっぱそこに悩んでたか、と考えながら、グレイヴは頷く。

「逆理によって起こった現象が良いいか悪いかは、巻き込まれた奴やつら次し第だいだからな……んでもって、逆理を蒐集していくってことは、天変地異以降の世界でいい思いをした奴らを敵に回すってことでもある」

「…………」

　ミステルは、じっとグレイヴの話を聞いている。

　ディアもまた、グレイヴの話を聞いていた──少し、胸の痛そうな表情で。

「グレイヴ、最初に言ってたね……この旅で、辛つらい目にあうかもって。それって、こういうことなの？」

「ああ。こういうことだ──ミステル」

　グレイヴは、一つ訊たずねることにした──ある意味、これは危険な賭かけだが。

　ここで一度、ミステルの意志をはっきりさせておかねばならない。

「逆理を蒐集するこの旅、やっぱりやめたいって言うなら、今の内だぞ」

　その言葉を聞き、視界の端はしでディアが身を固くした。

　しかし、反論はしないあたりを見ると、ディアとて、ミステルを進んで辛い目にあわせたいわけではないのだろう。

　世界を救うには、それでは少し甘すぎる気もするが。

「ううん、この旅をやめたいわけじゃなくてね」

　しかし、ミステルはグレイヴの問いに、あっさりと首を横に振った。

「そうじゃなくて、その……ね？」

　にへ、と少し困ったように笑って、ミステルは口にした。




「みんなが幸せになる方法って、ないのかな～って思っちゃって」




　そんなミステルに、グレイヴとディアが目を丸くして。

「……ミステルは本当に優しいな」

　思わず、グレイヴはミステルの頭を撫でる──ミステルは、気持ちよさそうに目を細めた。

「お前がその優しさを忘れなきゃ、きっといつか答えが見つかるさ」

「……んっ、がんばる……ふぁ、ぁふっ」

　ぐっ、とミステルが拳こぶしを握にぎった途端、実に可愛かわいらしくあくびをかました。

「……もう疲れたんだろ、動き回った上に頭まで使ったんだからな。ほら、もう休んどきな」

「ん……ふぁ～い……おやしゅみぃ～……」

　ぐしぐしと目をこすりながらベッドに横になったミステルに、布ふ団とんを掛かけてやる。

　それから間もなくして、すぅ、すぅ、と寝ね息いきが聞こえた──相当疲れていたらしいな、とグレイヴは苦笑した。

「……で、お前はまだ眠ねむくないわけ？　夜はあんまり強くないんだろ？」

　グレイヴとミステルの話を黙だまって聞いていたディアへと、そう声を掛ける。

「正直、結構眠たいわ」

「じゃあ寝ろよ。おやすみー」

「だめ」

　適当に言ったつもりだったが、ことのほか強い口調で返事が飛んできたので、グレイヴは少々面食らう。

「寝る前に、少し……あんたに訊ききたいことがあるの。部屋を出ましょう」

　真しん剣けんなディアの眼まな差ざしに、珍めずらしく茶化すこともなく、グレイヴは頷うなずいた。
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　部屋を出た二人が向かったのは、宿の屋上だ──少々冷えはするが、地上よりも少しだけ星に近い位置から眺める街の様子も、悪くなかった。地上では未だに、この街の住人たちが火を囲んで踊おどっている。

「……で、訊きたいことってのは？」

　柵さくに背中を預けて、グレイヴはそう切り出した。

　対して、ディアは表情を変えずに言う。

「あんたの、胸の傷のことについてよ」

「…………」

「あんた、サソリの針が思ったほど太くなかったから助かったって言ってたけど──それ、本当？　あのサソリの尻尾しつぽの針、どう考えても胸を貫つらぬかれて生きてられる太さじゃなかったように見えたんだけど」

「…………」

「それだけじゃない。傷の位置も診みたけど、どう考えても肺を傷つけてる。なのに、魔ま術じゆつによる治療を行う前でも、あんたには呼吸が苦しそうな様子は全くなかった。しかも、言うほど傷が深くなかったように見えたのも気になってる」

「…………」

「一体、どういうことなの？　あんた、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　それとも──と、一いつ拍ぱく置いて、ディアは言う。

「あんたの逆理が、関係してるの？」

「…………ぷはぁーっ」

　柵に思いっきり寄りかかり、夜空を仰あおいでグレイヴは息を吐はきだす。

　目を凝こらして空を見る。地上で焚たかれている松明や炎ほのおのおかげで見えにくくはあったが、辛かろうじて、星の瞬またたきを捉とらえることが出来た。

「……俺はな、ディア。お前の親おや御ごさんには感謝してるんだよ」

「は？　何、いきなり」

　まるで答えになっていない返答を受けて、ディアが僅わずかに眉まゆを顰ひそめる。

「まず先に──ディアに嘘うそついてたことを謝っとこうと思う」

「……嘘？　いまさら嘘を謝るの？」

　つっつくような調子のディアを真正面から見て、いつもの調子で、グレイヴは話す。




「俺、実はもう死んでるんだよ。二年前、ミステルを助けた時にな」




「……………………、ぇ」

　今、自分は何を言われた──グレイヴは、今何を言った？

　あまりにも理解しかねる言葉に、ディアが言葉を失う。

「だ、だって、あんた、致ち命めい傷しようだけど、なんとか近くの村まで向かったって──」

　──だから。

　それが嘘だったのだろう。

　致命傷を喰らって。

　そのまま、死んだ？

「そう──あの時喰らった傷は、間ま違ちがいなく致命傷だった。傷口を縛しばっても止血にすらならないほどの大おお怪け我が。間違いなく死に至る怪我だったし、実際、俺は村の近くへたどり着くまでに、森の中でくたばった。絶対そのまま死んだと思った──」

　けど。

「なんと、俺は目が覚めちまった──しかも、起きた時には傷が一通り綺き麗れいになってた。その時傍そばにいたミステルはまだ気絶したままだったし、あいつがやったとは考えにくい」

　何が起こったのか。グレイヴ自身、混乱する頭で考えて──心当たりがあったものは。

　もう死ぬと思い、目を閉じた後──真っ暗なはずの視界を切り裂さいた、閃せん光こうの柱。

「……ちょっと待ちなさい」

　ならば、致命傷を負ってなお、生きているのは逆理のせい？

　死んだはずなのに生きていられるような逆理が、彼の体に宿っていると？

　混乱するディアに、グレイヴは凄せい惨さんに笑って、己おのれの逆理を口にした。




「俺、死なない逆理を背負ってるんだ」




「…………っ!!」

　──そんな。

　そんな逆理が、あり得うるのか……いや、あり得ないからこその、逆理。

　しかし、だからと言っても、逆理とは。

　そんな領域にまで、作用するものなのか──？

　ディアが再度言葉を失う中、グレイヴは滔とう々とうと語る。

「ま、死なないっつっても、今日のサソリとは少し違う──あそこまでの速度で失ったものが再生したりはしない。どんだけ血を抜ぬかれても、どんだけ骨を砕くだかれても、時間と共にゆっくり再生はするけどな」

「……首を刎はねられても？」

「死なない。多分な」

「心臓を潰つぶされても？」

「死なないだろうな」

「空腹で、倒たおれても？」

「死なないと思うぞ──ただ、その例で言わせてもらえば、神経が繫つながってないと体は動かせないし、心臓がなければ体はまともに機能しない。腕うでがなくなれば不便だし、血を失いすぎれば思考もぼんやりする。やり直しが利くってだけで、俺の不死ってのは思うほど万能な力じゃないってことは知っといてくれ」

　何より、怪我したら痛いしな──と、最後に呟つぶやいた。

「え──じゃ、じゃあちょっと待ってよ。あんた、その逆理を蒐集したら、一体どうなるの？」

「元々死んでんだから、死ぬんじゃねえの？」

　こともなげに。

　あっけらかんと。

　極きわめて気軽に答えたグレイヴに、三み度たび、ディアは絶句する。

　全ての逆理を蒐集しなければ、ディアの目的は達成し得ない。

　しかし、逆理を回収すれば──グレイヴが、死ぬ？

　つぅっ、とディアの頰ほおを汗あせが伝う。

　グレイヴが、『不死』の逆理で生かされている。

　しかし、ディアの目的を果たすには、全ての逆理の蒐集は必要不可欠。

　つまり、この旅がどう転んでも、最終的に行きつく先は──

「あ、おい──あんま重たく受け止めんなよ」

「……無茶、言わないでほしいわね」

　きっ、とグレイヴを睨にらみつけるも、その目にはどこか力がない。

「私のせいで、あんた、死ぬかもしれないのよ」

「だから、それは別にいいんだって──それが俺の目的なんだから」

「は？」

　予期せぬ言葉に、ディアは目を丸くする。

「──このまま『不死』の逆理を背負い続けてたら、俺はどうやって死ねばいいんだ？　ってのが、この逆理を背負ってからの俺の命題でね」

　グレイヴは肩かたを竦すくめる。

「別に今すぐ死にたいわけじゃない──単に、死に方を知りたかっただけだ。死にたいと思った時に死ねるように、この逆理の取り払はらい方を知っておきたかった。ミステルの故郷を探す傍かたわら、俺は自分が死ぬ方法を探してたんだよ。そして、そういう意味では」

　俺の目的は既に果たされた、とグレイヴは満足そうに呟く。

「……《回帰の法》が、そうだっていうの？」

「あれ以外に、俺が死ぬ方法なんてないだろうからな……まあ最低限、ミステルを故郷の親御さんのもとに届けるまでは生きてるつもりだ」

「そ、れを──ミステルは、知ってるの？」

　渓けい谷こくでのミステルの発言を思い出し、ディアは訊たずねる。あの異様なまでの信しん頼らいが、グレイヴの『不死』を知ってのものなら納得できるのだが。

「いや──あいつは知らない。教えてないからな」

　グレイヴは苦笑しながら否定する──ということは、ミステルのあれはもはや依い存そんに近いものなのかもしれない。ディアの中で、一気にミステルの異様さが増した。純真といえば聞こえはいいが……。

　今回は見えないところでの大怪我ではあったが、もしも目の前でグレイヴが死ぬような場面に遭そう遇ぐうしてしまったら。

　……あまり、考えたくない仮定ではあった。

「いつかは言わないといけないとは思ってんだけどな。まあ、ミステルには、折を見て俺の口から話すさ……滅め茶ちや苦く茶ちや泣かれるか、怒おこられるかするかもしれないけど、旅の終わりが俺の命の終わりだと思えばキリもいいしな」

「キ、キリがいいって──あんた、そんな理由で、命を」

「じゃあ、俺を生き残らせて、神隷術の蔓延はびこる世界を放置しておくのか？」

　目を向けられたディアは、一歩後ずさった。

　グレイヴは声を荒あららげたわけでも、睨みをきかせたわけでもない──しかし、ディアにもそれは分かった。

　肌はだが粟あわ立だち、体が震ふるえるほどの──強きよう烈れつな、殺気！

「魔術師らしくもないな──なんの犠ぎ牲せいも代だい償しようもなく、目的を果たせると思ってたか？　お前、自分の願い事を過小評価してないか？」

「あ……う……」

　一歩、グレイヴがこちらへ寄るたびに、ディアもまた一歩後ずさる。

「世界を救おうって割りには、お前は少し、甘すぎる──自分の犠牲は厭いとわないくせに、他人に犠牲を求めるのは極きよく端たんに苦手なんだな」

「う……ぁ、っ？」

　じりじりと距きよ離りを詰つめられて──屋上の入口、その横の壁かべまで追いつめられる。

　横へ逃のがれようとしたら、壁に手をついたグレイヴの腕に塞ふさがれた。反対側は落下防止の柵さく──逃にげ場ばがない。ディアは、正面を向くしかなくなった。グレイヴの顔が、すぐ近くまで迫せまっている。

　どっどっどっ、と鼓こ動どうが高鳴る。呼吸も荒あれる。恐きよう怖ふと、混乱。しっちゃかめっちゃかに内面を搔かき回されるような感覚──何も、考えられない。

　こつん、と額同士がくっつく。お互たがいの息が届くほどの距離で、なおグレイヴはディアから目を離はなさない。

「俺に言わせれば、今のお前の心はミステルにも劣おとる。そんなんでこの先、お前はやっていけるのか？」

「……っ、なめ、ないで、くれるかしら……！」

　至近距離で。

　ミステルは、ありったけの意地をかき集めて、グレイヴを睨み返した。震える手で、グレイヴの胸倉を摑つかむ。

「私だって……生半可な気持ちで、やってるわけじゃない……！　誰だれをどれだけ犠牲にしても、私は、この世界を……！　必要があるなら、あんただって……！」

　声は震え、目は今にも零こぼれそうな涙なみだで潤うるんでいる。普ふ段だんの冷静な表情も、クールな雰ふん囲い気きも、全てが剝はがれ落ちた素の表情。

「けど、痛むものは痛むのよ！　それは仕方のないことでしょう!?　誰かを傷つけて平気でいられるほど、私の心はまだ死んでない！　殺す気もない！」

　ゆえに、その言葉からは、ディアの本気が伝わった。

「私は、私のまま──絶対に、世界を元に戻もどしてみせる！」

　本音をぶちまけたディアが、ふーっ、ふーっ、と歯を食いしばって呼吸を整える。

　──しばし、無言で視線が交わったあと。

「…………そうか」

　ふっと力を抜いて、グレイヴはディアから離れる。

　一方のディアは、突とつ然ぜん殺気が緩ゆるんだことで、すとん、とその場にへたり込んでしまう。しかし呼吸は荒いままで、少し体が震えているようだった。

「お前の覚かく悟ごはよく分かったよ──悪かったな、脅おどしちまって」

「……あんたは……何が、したかったのよ」

　おどけた笑みを浮うかべるグレイヴを睨みつけて、ディアは言う。

「人間、追い詰められた時が一番素が出るからな──お前の本音が聞きたかったんだよ。で、俺は十分満足した」

「……最悪、っ、ぇ、ぁ、ちょっ」

　ぼそりと呟いた途と端たん、ぽろぽろと、ディアの目から涙が零れた。

「ちょっ、な、なんで──」

「なんだ、そんなに泣きそうになってたのか──その状態でよくもまあ、あれだけ啖たん呵かを切れたもんだな」

「う、うるさっ、いわよ、こっち……見ないで！」

　ディアが顔を背そむけて、目を拭ぬぐう。

「──お前が進もうとしてる道は、茨いばらの道だぞ」

　そのディアの背中へ、グレイヴは言う。

「生きた心は、傷つきやすい。感情を捨てろって意味じゃあないが、この先々での旅のことを考えれば、心は早々に殺しておくべきだと思うけどな」

「私だって……何回もやろうとした。旅をしていれば、いずれどうにかなるとも思っていた。けど、出来なかった。人が傷つくのを考えただけで心は痛む。そして、その痛みには慣れることが出来なかった……私は、そういう人間なのよ、きっと」

　グレイヴへ振ふり向いて、ディアは言う。

「だから、この心とは、ずっと付き合うって決めた。たとえ進む先が、茨の道でも、毒の道でも、ね」

「……そうか」

　グレイヴは微び笑しようを浮かべて、満足そうに口にした。

「……甘い、と思ってるんでしょう？　正直に言ってくれて結構よ」

「ばーか、一つ教えてやるよ。そういうのは、甘いじゃなくて優やさしい、って言うんだ」

「……だとすれば、あんたも大たい概がい甘いんじゃないかしら」

「なんてことを言ってくれるんだ。俺は常にビターな男でありたいと思ってんだけど」

「面おも白しろい冗じよう談だんを言うのね。ミステルへの接し方を見て、どこをビターだと判断すればいいのかしら」

「やかましいわ──ほら」

　未いまだにへたり込んでいるディアへ、グレイヴは右手を差し出す。

「改めて、よろしく頼たのむぜ。甘々魔ま術じゆつ師しさん？　ミステルのついでに、ディアのことも死ぬ気で守ってやるよ」

「よく言うわ……あんた、死なないじゃないの」

「だから、死ぬ気になれるんだよ」

　にっ、と笑ったグレイヴへ返すように、ディアもまた、皮肉げな微笑を浮かべて、彼の右手を握にぎり返した。

「ええ、こちらこそ……改めてよろしく、ビターな、元盗とう賊ぞくさん」

　夜空に瞬またたく無数の星と、地上を照らす松明たいまつの灯あかりに挟はさまれて。

　互いの覚悟を確認しあい、二人の距離はほんの僅かに縮まった。

　もっとも。




　──その縮んだ距離すら、ディアの心を傷つけないとも限らないのだけれど。








Epilogue









「……グレイヴ～、今って朝だよね～？」

　宿での朝食を終え、準備を済ませたミステルが、部屋の窓から外を見て言う。

「ああ、間ま違ちがいない──昨日……あぁいや、一昨日おとといか。一昨日の夜は明るかったから、なんかすげえ変な感じするよな」

　荷物を纏まとめながら、グレイヴが苦笑した。外の光景は闇やみの世界から変わっていないが、酒さけ吞のみたちは酔よいつぶれたのか眠ねむっているのか、とにかく雰囲気は落ち着いている。中心街のど真ん中で焚たかれていた巨きよ大だいな炎ほのおも既すでに燃え尽つきて、炭の山だけが残っていた。

「ミステル、ちょっとこっちに来て、羅ら針しん盤ばんを見せてくれる？」

「は～い」

　部屋の隅すみ、ランプで照らしたテーブルに地図を広げたディアが、ミステルを呼ぶ。今後、向かう場所を決めるためだ。グレイヴもそちらへ向かい、椅い子すへ腰こしを下ろす──不意に、ディアと目が合った。昨晩のことを思い出して、互いに苦笑を浮かべる。

「？　グレイヴとディア、なんか仲良くなった～？」

　やってきたミステルにそんなことを言われて、二人は同時に咳せき払ばらいした。

「……そんなことないと思うわよ」

「普通普通。前からこんなもんだろ？」

　昨晩のことをミステルに突つっ込まれるのはさすがに二人も恥はずかしいのか、そんな風にお茶を濁にごしにかかった。

「ふ～ん？　ま、いっか！　二人が仲良くなるのはいいことだもんね！」

　ざくっ、と何かを抉えぐる音。色々と隠かくし事をしている手前、ミステルの優しさに心が痛む二人である。

「じゃあ、いくよ～。えいっ」

　そんな二人の様子には特に気づいた様子もなく、ミステルは右手を突きだし、魔力を流す──宙に現れた光の羅針盤が、中央で針をくるくると回す。

　針が止まるのを待つ間に、ミステルの手の甲こう、《回帰の法》の魔ま法ほう陣じんに目が行った。

　ほんの僅かではあるが、虹にじ色いろに染まった部分が増えている──全体で見れば、一割どころか五分にも満たない量ではあるが。

　それでもそこには、蒐集の証あかしが確かにあった。

「……この魔法陣が全部埋うまるまでと思うと、先の長い話だな」

「私たちには、一つずつ潰つぶしていくしか方法がないんだもの。仕方ないわ」

「それはそうなんだけどな……ま、進歩が目に見えるなら、まだマシなのか」

　グレイヴが苦笑しながら言う。

「あ、二人とも！　そろそろ止まるよ～……って」

　そして、止まった針を見て、三人は目を丸くした。

「……あれ、一本増えてねえ？」

　グレイヴの言葉通り、逆理の方向を指す針が、一本増えて三本になっているのだ──うち一本がグレイヴを、もう二本は北と北西をそれぞれ指している。

「なんでだろ～ね～？」

「……もしかして、逆理を蒐集して、機能が向上したのかしら」

「俺以外の逆理が、等とう距きよ離りにあるって可能性は？」

「それもあるかしら……ん、でもちょっと待って」

　ディアが、地図と羅針盤の針を見比べて、言う。

「北には……昨日の渓けい谷こくを越こえた先に村があるのね……そっちはともかく、グレイヴ、ここの北西の樹海って、何か逆理らしい話って聞いたことない？」

「北西の樹海……？　あ、酒場のマスターが人食いの樹海とかなんとか言ってた気がするな」

「確定じゃないのよ。じゃあ、逆理があると仮定してもよさそうね……ということは、やっぱり機能が向上して、示す逆理の数が増えたと見るべきだわ」

「なんでそう判断したんだ？」

「よく見て、針の色がちょっと違うの」

　グレイヴを指す針の色は金色に──北と北西を指す針の色は両方灰色だが、北を指す方は黒みが強く、逆に北西を指す針は白みの強い灰色だ。

「地図を見ると、直線距離では北西の樹海の方が近くて、北の村の方が遠いのよ。距離が近いほど白く、遠いほど黒く──目視できる距離にあるなら、金色になると見ていいと思うわ」

「なるほどね……そんで俺を指してるのがこんな金ピカなわけだ」

　グレイヴが言って、地図を眺ながめる。多少経路を吟ぎん味みしたあと、結論を出した。

「ふーむ……こりゃ、村から潰してった方がいいな」

「そ～なの～？　じゅかいの方が近いんでしょ～？」

　首を傾かしげるミステルに、グレイヴが説明する。

「地図見てみな──直線距離じゃあ確かに樹海の方が近いが、間に山がある。これを越えていくってのはちょっと骨だぞ──だったら山を迂う回かいして、村の逆理を蒐集してから樹海に向かう方が効率がいい」

「あ、なるほど～」

「──決まりね。北の村に向かって、逆理の手がかりを探しましょう」

　ディアが一言でまとめて、地図を畳たたんだ。

「えへへ……次の町、どんなところかな～？」

「ミステル、あんまり気を抜ぬいちゃだめよ」

「は～い」

「ディアもあんまり張り詰つめすぎんなよ？　折角の旅だ、多少楽しんでもバチはあたらねえだろうよ」

「……楽しむな、なんて言った覚えはないわよ」

　それぞれに荷物をまとめ、背負い、部屋を出る。

　宿の退出手続きを済ませて、部屋着を返してお礼を言い、三人は宿を出た。

「さて──んじゃまあ、行きますか！」

「お～っ！」

　グレイヴの声に合わせて、ミステルが片手を突き上げる。

　二人の少し後ろから、ディアも一いつ緒しよについていく。

　次なる未知の土地へと向かって、一行は足を踏ふみ出す。

　まだ見ぬ故郷を夢見ながらも、優やさしい少女は自分を後回しにし。

　心の痛みと向き合いながらも、甘い魔術師は世界の救済を目指す。

　そして不死の少年は、来きたるべき終わりを自身の手で迎むかえるために。

　その全てがどこか捻ねじれた、三者三様の目的が、この旅の果てにあると信じて。

　無数の星々に見守られながら、逆理の世界を正す旅を再開した──もっとも。




　彼らの前に立ちふさがるのは、逆理だけとは限らないのだが。




　　　　●●●




　──とある屋や敷しき。

「……おい、師団長はどこ行ったんだ？」

　ひくひくと、もぬけの殻からとなっている師団長の自室を見て、部下である彼はそう訊たずねる。

「今朝方、出ていかれましたが」

「……どこへ」

　傍かたわらに立つメイドに訊ねはするものの、彼にはおおよその当たりはついていた。

　それだけに、嫌いやな予感しかしなかったのだが。

「例の件を調査しに行く、と」

「あぁあやっぱりかあの人はぁああああぁぁぁっ!!」

　広い屋敷内に、頭を抱かかえた青年の絶ぜつ叫きようが轟とどろく。

「何を考えてるんだ師団長は!?　《五霊陣グラナトリス》の一角だぞ!?　自分の立場を分かってないのか!?　調査なら自分たちが行くと昨日部隊編成の話をしたばかりだろうがぁあああああ！　──ぶっ!?」

　なおも叫さけぶ青年の頭を、メイドがどこからともなく取り出したハタキでぶっ叩たたいた。

「失礼ですが、屋敷内ではお静かに」

「……すまん、つい」

　幾いく分ぶん冷静になった青年は、しかしやはり腹に据すえかねたようで、ぶつぶつと呟つぶやく。

「毎度毎度、自分から動きすぎなんだよ師団長は──今回の件とて、眉まゆ唾つば物ものには違いないというのに」

「逆理が消えた、という話でしたね」

「……知っていたか」

「噂うわさ程度には。しかし、噂だからと切って捨てるわけにもいかないでしょう──聞けば、二か所立て続けに逆理が消えているのだとか？　偶ぐう然ぜんとは思い難がたいですね」

「……一応機密事じ項こうなのだがな」

「恐おそれ入ります」

「褒ほめてないからな」

　呆あきれたようにため息をつく青年。

　つい昨日のこと、『観測』の反霊術を使う者たちが所属する部隊より、逆理によって夜を奪うばわれていた元・極夜都市が、夜を取り戻もどしたという一報が入ったのだ。しかも、近くの村でも、『呼吸をする山』が普ふ通つうの山に戻ったという話もあった。先ほどメイドも言ったように、これは偶然と切り捨てられる事態ではない、と上は判断した。

　──もしや、逆理が自然消しよう滅めつを始めているのでは？

　彼らにしてみれば、ぞっとする話である。もしも全ての逆理が消え、二年前の状じよう況きように戻るようなことがあったら。

　しかし、もう一つの説が浮ふ上じようした──極夜都市と、『呼吸をする山』の村。

　その間を歩いて移動した場合の、おおよその時間が──それぞれの逆理が消えた時間差と、ほぼ一いつ致ちしたのだ。

　つまり、これが人じん為い的なものである可能性も捨てきれないのである。

　その真実を確かめるため、調査部隊の派は遣けんが決定したのが昨日の夜のこと。本日の昼にでも出発する手て筈はずだったのだが──よりによって、青年の上司が先走ったのだ。

　しかも一人で。

　馬ば鹿かじゃないのか。

「まったく……向かった先で何かあったらどうするんだ、師団長は……」

「問題ないでしょう。《五霊陣グラナトリス》──我らがアルファリア導師国が誇ほこる最高戦力、その一角なのですから。それに、こういう時に真っ先に動くお方だから、あなたも仕えているのでは？」

「……それとこれとは話が別だ。任せるところは任せてもらわなければ困る」

　実に複雑な表情で、アルファリア導師国の第三師団──その副官である青年は、ため息をつくのだった。




　　　　●●●




　──グレイヴたちにとって最大の障害、アルファリア導師国が、早くも動き始めた。

　導師に仕える、五人の最高戦力《五霊陣グラナトリス》──その一角。

　彼がグレイヴたちの前に姿を現すのは、そう遠い日のことではない。








あとがき









　どうも初めまして、あるいはお久しぶりです。鳴かないヒグラシ、日ひ暮ぐらし晶あきらです。

　えー、まずは本書、「この旅の果ては、約束と救済と嘘うその場所」を手に取っていただいてありがとうございます。それが購こう入にゆう後なのか購入前なのかはさておき、どちらであれ、手に取っていただけるというのは非常に嬉うれしいことです。購入前の方は、そのままレジに向かっていただけるともっと嬉しいです。土下座して靴くつを舐なめに行かせていただくレベルです。ごめんなさい嘘つきました。さすがに靴は舐めたくないです。いややっぱ舐めてもいいですけどせめてジャムください。




　さて、蟬せみから妖よう怪かい靴舐めへと華か麗れいなクラスチェンジを遂とげたところで、軽く本書について解説をば。

　この「この旅の果ては、約束と救済と嘘の場所」（ちょっと長いので以下「旅果て」で）は、剣けんも魔ま術じゆつもドラゴンもあるファンタジーな世界です。

　しかしそんな世界が、突とつ然ぜん発生した『逆理』という、意味不明の現象のせいでしっちゃかめっちゃかになってしまいます。

　そんな世界をどうにかするために立ち上がった三人の少年少女が織りなす、笑いあり涙なみだありの冒ぼう険けん譚たん、全米大号ごう泣きゆう間ま違ちがいなしの大ヒット（予定）作……！　……言ってて自分で虚むなしくなってきました、全米大号泣のくだりは撤てつ回かいさせてください。でもあらすじの部分は大体こんな感じです。




　ちなみに、この「旅果て」なんですが、結構綺き麗れいめなタイトルの割に（担当さんが考えてくれました）、中身はそこそこバトル多めです。主人公であるグレイヴが、長刀と短たん剣けんを手にガンガン戦ってます。情じよう緒ちよもへったくれも、なくはないけどありゃしねぇ。

　しかし、前作の主人公ほど滅め茶ちや苦く茶ちやな力は、さすがに持ってないです。多分。……ほ、本当ですよ？　そこそこ強くはありますけど、あそこまで反則級の力はないですよ？

　前作の彼がどんだけ滅茶苦茶なのか気になった方は、「災さい厄やく戦せん線せんのオーバーロード」をご覧いただければと。宣伝大変失礼いたしました。




　いやー、しかし久しぶりにこの手の完全ファンタジーを書いてみたんですが、なかなかに骨が折れます。というのも、ほぼゼロから世界を創っていかなきゃなんないので、設定とか考えることが多くて……こうして書いている現状でも、まだ世界に空白が少なからずあったりして。この穴どう埋うめようかな……なんて考え込んだりしますが、その分楽しいです。神様みたいで。その神様パワーで、読者の皆みな様さまにご利り益やくの一つでも分け与あたえられればいいんですが、でも蟬の神様ってご利益薄うすそうですね。一週間ごとに代だい替がわりしてそう。




　ふぅ……さ、アホなことを言ってないでそろそろ謝辞へと参りましょう。

　今作品でコンビを組むことになりました、赤あか井いてら様。主役三人のイラストを見たときは変な声が出ました。グレイヴの骨太感が凄すさまじく格好いい……！　男でも惚ほれそうです。そしてディアのお嬢じよう様感もさることながら、ミステルの可愛かわいさったらないですよ……特に表紙のミステルときたら、もう素晴らしい脇わき……いや素晴らしい太もも……じゃねぇや、いやもう、それらもひっくるめた上で、特に目の綺麗なこと！　そして元気いっぱいの素晴らしい表情！　あんな可愛らしい娘こにじゃれつかれているグレイヴが羨うらやましくなってきました。ありがとうございます！




　次いで、担当のお二方様。

　結構面めん倒どうなことばかり言っている自分に辛しん抱ぼう強くアドバイスしてくださって、本当に感謝してます。おかげさまでどうにか年内にこの本を出すことができました。「旅果て」のタイトルをはじめとして、エピソードの区切りを見開きにしてみるなど、様々なアイディアまで出していただいて……ありがとうございます！　これからもよろしくお願いします。きっとまだまだお手数かけちゃうとは思いますが。




　それから、校正さんや書店員さんなど、この本に関わった皆様にも、感謝です。この本が出るのも、色んな方のご協力があってのことですから。




　そして、最後に読者の皆様へ。

　読み終わった前提で言わせていただきますが、お楽しみいただけたでしょうか。

　この三人の旅が一体どこへ向かうのか、どこで着地をすることになるのか……何となく構想は見えているんですが、そこへたどり着くには読者の皆様のお力ちから添ぞえが必要不可欠だったりして。結局というかやっぱりというか、一人で世界は回らないということですね。

　もしよろしければ、次もお付き合いいただければと。

　ではでは、ありがとうございました！








日暮晶

●ひぐらしあきら



ようやく帰って来られた……！

前作から沈黙すること約一年三か月ですかね。時間にすれば決して短くないはずなのに、終わってみればあっという間だったりするのは、毎度のことですけど不思議に思います。不気味にも思います。

ちなみに今作、舞台が辛うじて日本だった前作と違い、がっつり異世界が舞台になっています。いわゆるハイファンタジーってやつですね。おかげで言葉のチョイスが難しくって仕方ありません。

そんな感じの今作ですが、お楽しみいただければ幸いです。


















イラスト／赤井てら

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










この旅たびの果はては、約やく束そくと救きゆう済さいと嘘うその場ば所しよ








日ひ暮ぐらし 晶あきら
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(C)Akira Higurashi, Tera Akai 2016
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